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長崎大学熱帯医学研究所

総合目標

　熱帯地域に存在する複雑多様な自然・社会環境が、熱帯病をはじめとする錯綜し
た健康問題を引き起こし続けている。国際交流の進展が著しい今日、これらの問題
は世界的視野に立って解決されなければならない。
　長崎大学熱帯医学研究所は、上述の認識に基づき、熱帯病の中でも最も重要な領
域を占める感染症を主とした疾病と、これに随伴する健康に関する諸問題を克服す
ることを目指し、関連機関と協力して以下の項目の達成を図るものである。

　１．熱帯医学及び国際保健における先導的研究
　２．研究成果の応用による熱帯病の防圧ならびに健康増進への国際貢献
　３．上記に係る研究者と専門家の育成

研　　究　　所　　全　　景
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は じ め に

　長崎大学熱帯医学研究所は，昭和17年（1942）に長崎医科大学附属東亜風土病研究所とし
て開設され，昭和42年（1967）に長崎大学附置熱帯医学研究所となり，熱帯医学研究を目的
とする国内唯一の公的機関として活動しています。本研究所は平成元年（1989）に全国共同
利用研究所となり，平成 5年（1993）には世界保健機関（WHO）からWHO 協力センター（熱
帯性ウイルス病に関する資料と研究）に指定され現在に至っております。また，平成21年度
（2009）には全国共同利用「熱帯医学研究拠点」の認定を受け，新たな運営制度のもと全国
の研究者コミュニティーに開かれた研究所として活動を強化してすでに10年が経過しまし
た。また，平成16年（2003）の国立大学法人化以来，医歯薬学総合研究科や熱帯医学グロー
バル ヘルス研究科と共同して，文部科学省「21世紀COE プログラム」「グローバルCOE プロ
グラム」「博士課程教育リーディングプログラム」を獲得し，研究教育の改革を進め，平成
30年度には「卓越大学院プログラム」にも採択されました。現在の研究所の組織は，平成31
年（2019年） 4 月に「シオノギグローバル感染症連携部門」が新たな部門として加わり， 
5 大部門（19 研究分野， 1 客員分野， 1 外国人客員分野を含む）， 1 附属施設（ 2 海外研究
拠点）， 1診療科， 1センターで構成されています。
　さて，熱帯地域を中心とする開発途上国はマラリアなどの古典的熱帯病の高度流行地を抱
えるだけでなく，グローバル化する新興再興感染症や薬剤耐性菌などの発生源としても重要
な地域となっています。当研究所は，下記に掲げる総合目標（Mission Statement，平成11年
5 月策定）を掲げてこの分野での研究，国際貢献，教育の各領域で関連機関と協力した活動
を展開しているところです。

　　（熱帯医学研究所 総合目標）
　　 1．熱帯医学及び国際保健における先導的研究
　　 2．研究成果の応用による熱帯病の防圧ならびに健康増進への国際貢献
　　 3．上記に係る研究者と専門家の育成
　
　この年次要覧は総合目標の達成を目指して，令和 2 年（2020年）度に熱帯医学研究所が共
同利用研究所として実施した共同研究，研究所各分野と附属施設での主に科研費による学術
研究，AMED-JICAのSATREPS 事業，GHIT Fund，BILL & MELINDA GATES Foundation 等
の外部資金による大型応用研究の実施状況，海外からの研究者や学生の受け入れ状況，研究
所が実施した人材育成活動，研究所の財務状況，研究成果出版物等を網羅的に記録したもの
です。国際感染症の脅威は続いており，2019年12月に中国武漢から始まった新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）の流行は2020年 3 月11日に世界保健機関（WHO）がパンデミック
を宣言し現在も収まる気配すらありません。2021年10月現在で感染者は 2億 4千万人をこえ，
死者も 500万人に近づいています。さらなる治療薬，ワクチンの開発が喫緊の課題となって
います。熱帯医学研究所は現在，これまでの熱帯病研究に加えて，総力を挙げて新型コロナ
ウイルス対策に資する研究課題にも取り組んでおります。
　今後の熱帯医学研究所のさらなる発展の為，皆様のご意見とご協力をお願いする次第です。

長崎大学熱帯医学研究所
　所　長　森　田　公　一
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昭和17年 ₃ 月 長崎医科大学附属東亜風土病
研究所設立

昭和20年 ₈ 月 原爆投下により研究所建物及
び研究資料消失

昭和21年 ₄ 月 長崎医科大学風土病研究所に
改称

昭和21年 ₅ 月 諫早市に移転し，研究活動再開
昭和24年 ₅ 月 新制長崎大学に附置され，長崎

大学附置風土病研究所に改称
昭和32年 ₇ 月 諫早大水害により，施設，機

器，研究資料等に壊滅的な被害
昭和34年 ₃ 月 長崎市興善町の元長崎大学医

学部附属病院外来患者診療所
跡に移転

昭和36年 ₃ 月 長崎市坂本町に新庁舎竣工
昭和36年 ₄ 月 新庁舎に移転
昭和39年 ₄ 月 疫学部門の増設
昭和40年 ₄ 月 寄生虫学部門の増設
昭和41年 ₄ 月 ウイルス学部門の増設
昭和42年 ₂ 月 本館の第一次増築竣工
昭和42年 ₆ 月 風土病研究所が熱帯医学研究

所に改称
昭和42年 ₆ 月 熱帯医学研究所内科として，医

学部附属病院に設置
昭和49年 ₄ 月 附属熱帯医学資料室設置
昭和49年 ₄ 月 病原細菌学部門の増設
昭和53年 ₃ 月 感染動物隔離実験棟竣工
昭和53年 ₄ 月 防疫部門（客員部門）の新設
昭和53年 ₄ 月 熱帯医学研修課程の新設
昭和54年 ₄ 月 感染動物隔離実験棟が熱帯性病

原体感染動物実験施設に昇格
昭和55年 ₃ 月 本館の第二次増築竣工
昭和58年 ₄ 月 国際協力事業団（JICA）の集団

研修コース「熱帯医学研究コー
ス」開設

昭和59年 ₄ 月 原虫学部門の増設
昭和60年 ₈ 月 本館の第三次増築竣工
昭和62年 ₄ 月 病害動物学部門の増設
平成元年 ₄月 熱帯医学研究所は共同利用研

究所に改組
平成 ₃年 ₄月 感染生化学部門の増設

平成 ₆年 ₃月 本館の第四次増築竣工
平成 ₆年 ₄月 大部門制に改組（ ₃ 大部門12

研究分野）
平成 ₇年 ₄月 世界の最先端の学術研究を推

進する卓越した研究拠点
（COE）の研究所に指定

平成 ₈年 ₄月 病原体解析部門に分子疫学分
野（外国人客員分野）の新設

平成 ₉年 ₄月 附属熱帯医学資料室の廃止・
転換に伴い，附属熱帯病資料情
報センターの新設

平成13年 ₄ 月 附属熱帯病資料情報センター
の廃止・転換に伴い，附属熱帯
感染症研究センターの新設

平成15年 ₃ 月 本館の第五次増築（熱帯性病原
体集中研究管理棟）竣工

平成17年 ₉ 月 ナイロビ研究拠点　設置
平成18年 ₃ 月 本館の改修工事竣工
平成20年 ₄ 月 附属熱帯感染症研究センター

の廃止・転換に伴い，附属アジ
ア・アフリカ感染症研究施設
及び熱帯医学ミュージアムの
新設

平成21年 ₆ 月 共同利用・共同研究拠点「熱帯
医学研究拠点」に認定

平成23年 ₄ 月 臨床研究部門（ ₃研究分野）の
増設

平成24年 ₃ 月「熱帯医学研究コース」終了
平成26年 ₄ 月 附属熱帯医学ミュージアムの

移設
平成31年 ₄ 月 シオノギグローバル感染症連

携部門（4研究分野）の増設

１　沿　　　革
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（長崎医科大学附属東亜風土病研究所）

角　　　尾　　　　晋 自　昭和17年（1942） ₅ 月 ₄ 日
至　昭和20年（1945） ₈ 月22日

古 屋 野　　宏　　平 自　昭和20年（1945）12月22日
至　昭和23年（1948） ₁ 月23日

高　　瀬　　　　　清 自　昭和23年（1948） ₁ 月24日
至　昭和23年（1948） ₈ 月31日

登　　倉　　　　　登 自　昭和23年（1948） ₉ 月 ₁ 日
至　昭和24年（1949） ₅ 月30日

（長崎大学風土病研究所）

登　　倉　　　　　登 自　昭和24年（1949） ₅ 月31日
至　昭和33年（1958） ₈ 月31日

大　　森　　南 三 郎 自　昭和33年（1958） ₉ 月 ₁ 日
至　昭和38年（1963）11月30日

福　　見　　秀　　雄 自　昭和38年（1963）12月 ₁ 日
至　昭和42年（1967） ₅ 月31日

（長崎大学熱帯医学研究所）

福　　見　　秀　　雄 自　昭和42年（1967） ₆ 月 ₁ 日
至　昭和44年（1969）11月30日

片　　峰　　大　　助 自　昭和44年（1969）12月 ₁ 日
至　昭和48年（1973）11月30日

林　　　　　　　　薫 自　昭和48年（1973）12月 ₁ 日
至　昭和52年（1977）11月30日

内　　藤　　達　　郎 自　昭和52年（1977）12月 ₁ 日
至　昭和54年（1979）11月30日

片　　峰　　大　　助 自　昭和54年（1979）12月 ₁ 日
至　昭和56年（1981） ₄ 月 ₁ 日

松　　本　　慶　　藏 自　昭和56年（1981） ₄ 月 ₂ 日
至　平成 ₃年（1991） ₄ 月 ₁ 日

板　　倉　　英　　卋 自　平成 ₃年（1991） ₄ 月 ₂ 日
至　平成 ₅年（1993） ₄ 月 ₁ 日

小　　坂　　光　　男 自　平成 ₅年（1993） ₄ 月 ₂ 日
至　平成 ₉年（1997） ₄ 月 ₁ 日

五 十 嵐　　　　　章 自　平成 ₉年（1997） ₄ 月 ₂ 日
至　平成13年（2001） ₃ 月31日

青　　木　　克　　己 自　平成13年（2001） ₄ 月 ₁ 日
至　平成19年（2007） ₃ 月31日

平　　山　　謙　　二 自　平成19年（2007） ₄ 月 ₁ 日
至　平成23年（2011） ₃ 月31日

竹　　内　　　　　勤 自　平成23年（2011） ₄ 月 ₁ 日
至　平成25年（2013） ₃ 月31日

森　　田　　公　　一 自　平成25年（2013） ₄ 月 ₁ 日
至　平成29年（2017） ₃ 月31日

平　　山　　謙　　二 自　平成29年（2017） ₄ 月 ₁ 日
至　平成31年（2019） ₃ 月31日

森　　田　　公　　一 自　平成31年（2019） ₄ 月 ₁ 日
至　現　　　在

歴　代　所　長
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２　組織及び規模

₂．₁　組　　織
令和 ₂年 ₅月 ₁日

病原体解析部門

宿主病態解析部門

環 境 医 学 部 門

臨 床 研 究 部 門

附 属 施 設

診 　 療 　 科

事　　務　　部

ウイルス学分野
新興感染症学分野
細菌学分野
原虫学分野
寄生虫学分野
分子疫学分野（外国人客員）

免疫遺伝学分野
感染生化学分野
病理学分野
エイズ・感染防御分野（客員）

生態疫学分野
国際保健学分野
国際健康開発政策学分野
病害動物学分野

シオノギグローバル
感染症連携部門

細胞環境構築学分野
分子感染ダイナミックス解析分野
免疫病態制御学分野
創薬探索研究分野

臨床感染症学分野
小児感染症学分野
臨床開発学分野

附属アジア・アフリカ感染症研究施設
　　　ケニアプロジェクト拠点
　　　ベトナムプロジェクト拠点
附属熱帯医学ミュージアム
共同研究室（所内措置）
熱帯医学教育室（所内措置）
熱研生物資源室（所内措置）
顧みられない熱帯病イノベーションセンター
（所内措置）
人道支援調整室（所内措置）

研究所等支援課

感染症内科（熱研内科）

運営会議

教 授 会

所　長

熱研運営協議会

大学病院

拠点運営協議会
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₂．₂　職　　員

所 長 （命）教 授 医 学 博 士 森 田 公 一

副 所 長 （命）教 授 博 士（ 医 学 ） 濱　　野　　真 二 郎

（命）教 授 博 士（ 医 学 ） 金　　子　　　　　修

ウ イ ル ス 学 分 野 教 授 医 学 博 士 森 田 公 一
教 授 博 士 （ 医 学 ） M o i  M e n g  L i n g
准 教 授 博士 （獣医学） 井 上 真 吾
助 教 博 士 （ 農 学 ） 鍋 島 　 武
助 教 博 士 （ 医 学 ） Mya Myat Ngwe Tun
客 員 教 授 早 坂 大 輔
客 員 教 授 M a t i l u  M w a u
客 員 教 授 Buerano Corazon Cerilla
客 員 教 授 吾 郷 昌 信
客 員 教 授 山　　城　　　　　哲
客 員 研 究 員 B a s u  D e v  P a n d e y
客 員 研 究 員 久　　保　　　　　亨
客 員 研 究 員 高 松 由 基
客 員 研 究 員 内 田 玲 麻
客 員 研 究 員 吉　　川　　　　　亮
客 員 研 究 員 M a r t i n  B u n d i  M w e b i a
協 力 研 究 員 Wijesooria Shashika Lavaugi
技 能 補 佐 員 城 臺 和 美
技 能 補 佐 員 川 端 寛 子
事 務 補 佐 員 谷　　口　　貴 美 子
大 学 院 生 N g u y e n  C o  T h a c h
大 学 院 生 安　　藤　　　　　豪
大 学 院 生 A u n g  M i n  S o e

₁）定員内職員

区　 分 教　　　　　　　　　　　　　員 その他
の職員 合　 計教　 授 准教授 講　 師 助　 教 計

現　 員 22（1） 5（2） 1 20（9） 50（12） 16（5） 66（17）
※　兼務教員を含む。

※（　）は有期雇用職員で外数

₂）その他の職員

非常勤講師　24名　　客員教授　32名　　客員准教授　7名

特任研究員　18名　　研究支援推進員　6名　　研究機関研究員　1名

事務補佐員及び技能補佐員　62名

₃）教職員・大学院学生等氏名 令和 ₂年 ₅月 ₁日現在

令和 ₂年 ₅月 ₁日
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大 学 院 生 Elizabeth Ajema Chebichi Luvai
大 学 院 生 Sandra Kendra Raini
大 学 院 生 Pierre Nsele Mutantu
大 学 院 生 J e a n  C l a u d e  P a l m a  B a l i n g i t
大 学 院 生 K h i n e  M y a  N w e
大 学 院 生 N g u y e n  T h a n h  V u
大 学 院 生 福　　田　　美 津 紀
大 学 院 生 C h o o  E e  M e i

新 興 感 染 症 学 分 野 教 授 博 士 （ 理 学 ） 安 田 二 朗
助 教 博士 （生命科学） 阿　　部　　　　　遥
助　　　教（兼） 博士 （人間・環境学） 吉 川 禄 助
助　　　教（兼） 博士 （生命科学） 櫻 井 康 晃
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 牛 島 由 理
特 任 研 究 員 岡　　田　　沙 弥 香
特 任 研 究 員 木 村 繭 子
技 能 補 佐 員 伊 賀 崎　　優　　衣
協 力 研 究 員 横 手 公 幸
協 力 研 究 員 石 川 優 二
事 務 補 佐 員 高 野 未 来
大 学 院 生 Christelle Mawonga Pemba
大 学 院 生 Patr ick  I lunga Mpingabo
大 学 院 生 Vahid  Ra jaba l i  Zadeh
大 学 院 生 T o s i n  O l a d i p o  A f o w o w e
大 学 院 生 Moni  Mpia  Benedic te
大 学 院 生 大 関 雄 大
大 学 院 生 天　　野　　むらさき

細 菌 学 分 野 教 授 博士（ 医学） 児 玉 年 央
事 務 補 佐 員 松　　本　　由 美 子

原 虫 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 金　　子　　　　　修
助 教 博 士 （ 薬 学 ） 矢 幡 一 英
助 教 博 士 （ 医 学 ） 石 﨑 隆 弘
客 員 准 教 授 薬 学 博 士 上 村 春 樹
客 員 准 教 授 博 士 （ 医 学 ） Gitaka  Jesse  Nj ih ia
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） Asare  Kwame Kumi
研究機関研究員 博 士 （ 医 学 ） Chitama Ben Yeddy Abel
技 能 補 佐 員 田 中 玲 子
技 能 補 佐 員 木 下 美 紀
研究支援推進員 佐 倉 桃 子
大 学 院 生 Chaiyawong Nattawat
大 学 院 生 C h u a n g  H u a i
大 学 院 生 鈴 木 真 耶
大 学 院 生 T o o  E d w i n  K i m e l i
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寄 生 虫 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 濱　　野　　真 二 郎
助 教 博 士 （ 薬 学 ） 三 井 義 則
助 教 博 士 （ 医 学 ） 中 村 梨 沙
客 員 研 究 員 凪　　　　 幸　 代
客 員 研 究 員 Chadeka Evans Asena
客 員 研 究 員 長 谷 川　　光　　子
特 任 研 究 員 M u s a  M d .  A b u
技 術 職 員 濱　　﨑　　め ぐ み
研究支援推進員 小 田 裕 美
技 能 補 佐 員 川 端 泰 子
技 能 補 佐 員 久 田 千 晃
大 学 院 生 神 戸 俊 平
大 学 院 生 延 末 謙 一
大 学 院 生 Mannan Khanjada Shahnewaj Bin
大 学 院 生 Mukendi Kambala Jean Pierre
大 学 院 生 田 中 美 緒
大 学 院 生 T a l a a m  K e i t h  K i p l a n g a t
大 学 院 生 J a l a l  A l s h a w e e s h
大 学 院 生 小 林 典 子
協 力 研 究 員 佐 々 美 保
協 力 研 究 員 中村美咲（岐阜大学医学部3年生）
医 学 部 生 世 羅   涼

免 疫 遺 伝 学 分 野 教 授 医 学 博 士 平 山 謙 二
教　　　授（兼） 医 学 博 士 由 井 克 之
准 教 授 博 士 （ 医 学 ） N g u y e n  H u y  T i e n
講 師 博 士 （ 医 学 ） 菊　　池　　三 穂 子
助 教 博 士 （ 医 学 ） Dumre Shyam Prakash
助 教 博 士 （ 医 学 ） 成 瀬 妙 子
研究機関研究員 博 士 （ 医 学 ） Farhana Mosaddeque
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） Vasquez Velasquez Clara Alejandra
特 任 研 究 員 Teklemichael Awet Alem
特 任 研 究 員 Iglesias Rodriguez Ines Maria
特 任 研 究 員 簡　　　　　君　　宇
技 能 補 佐 員 迎　　　　　保　　子
技 能 補 佐 員 田 川 統 子
大 学 院 生 明　　石　　麻 衣 子
大 学 院 生 望 月 恒 太
大 学 院 生 P e m b i  E m m a n u e l
大 学 院 生 田 山 雄 基
大 学 院 生 長　　原　　　　　優
大 学 院 生 Bundutidi Gloria Mavinga
大 学 院 生 T r a n  Q u a n g  T h a c h
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大 学 院 生 Alina Acosta Angelica Cabello
大 学 院 生 Gnamian Nouveau Kanzin Alain
大 学 院 生 M u  Q u a n k a i

感 染 生 化 学 分 野 教 授 薬 学 博 士 北 潔
事 務 補 佐 員 有 井 玲 子

病 理 学 分 野 教 授 P h D S h a r o n  C o x

生 態 疫 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 金　　子　　　　　聰
助 教 博 士 （ 薬 学 ） 加　　藤　　健 太 郎
助 教 博 士 （ 医 学 ） 星　　　　　友　　矩
客 員 教 授 博 士 （ 医 学 ） 川 原 尚 行
客 員 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 駒 沢 大 佐
客 員 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） Samson Muuo Nzou
協 力 研 究 員 小 川 一 弥
協 力 研 究 員 新 杉 知 沙
協 力 研 究 員 尾 崎 里 恵
協 力 研 究 員 宮　　道　　一 千 代
協 力 研 究 員 幸 田 芳 紀
協 力 研 究 員 三 浦 光 政
協 力 研 究 員 多　　賀　　　　　優
協力研究員（JSPS） J o b  I s a a c s  W a s o n g a
協力研究員（JSPS） Morris Ndemwa Mwangangi
協 力 研 究 員 Muuo Sheru Wanyua
技 能 補 佐 員 岡　　　　 幸　 子
大 学 院 生 内 田 真 美
大 学 院 生 Numair  Tarek Abdelhamid Abdel la t i f  Mohamed
大 学 院 生 Chikuni Gelly Simakechula
大 学 院 生 日 向 綾 子
大 学 院 生 橋 爪 裕 宜

国 際 保 健 学 分 野 教 授 博士（保健学）・博士（医学） 山 本 太 郎
助 教 博 士 （ 工 学 ） 伊　　東　　　　　啓
客 員 教 授 菅　　波　　　　　茂
客 員 教 授 K u i - C h e n g  Z h e n g
客 員 教 授 清 田 明 宏
客 員 教 授 吉　　村　　　　　仁
客 員 教 授 和 田 崇 之
客 員 准 教 授 山 道 真 人
客 員 准 教 授 U b y d u l  H a q u e
客 員 研 究 員 角　　　　　泰　　人
客 員 研 究 員 秦 亮
客 員 研 究 員 蔡　　　　　国　　喜
客 員 研 究 員 高 橋 宗 康
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客 員 研 究 員 吉　　田　　志 緒 美
客 員 研 究 員 山 本 香 織
客 員 研 究 員 藤 井 仁 人
客 員 研 究 員 張 卓
協 力 研 究 員 吉 田 正 徳
協 力 研 究 員 小 高 充 弘
事 務 補 佐 員 前 田 香 代
大 学 院 生 高 山 義 浩
大 学 院 生 E z z a n  K u n n a
大 学 院 生 A k i n t i j e  S i m b a  C a l l i o p e
大 学 院 生 有 馬 弘 晃
大 学 院 生 N u n d u  S a b i t i  S a b i n
大 学 院 生 猪 股 晋 作
大 学 院 生 Shir ley Victor ia  Simpson
大 学 院 生 河 内 宜 之

国際健康開発政策学分野 教　　　授（兼） 博士 （保健学） 門 司 和 彦
教　　　授（兼） P h D 神 谷 保 彦
教　　　授（兼） 博士 （保健学） 相 賀 裕 嗣

病 害 動 物 学 分 野 教 授 博士 （生態学） 皆　　川　　　　　昇
准 教 授 農学博士・博士（医学） 川　　田　　　　　均
助 教 博 士 （ 医 学 ） 砂 原 俊 彦
助 教 博 士 （ 農 学 ） 二 見 恭 子
技 能 補 佐 員 フ リ ッ ツ　 郁 美
技 能 補 佐 員 佐 野 直 美
研究支援推進員 鶴 川 千 秋
事 務 補 佐 員 酒 本 淳 子
大 学 院 生 H u y n h  T h i  T h u y  T r a n g
大 学 院 生 C h o  Y a n g
大 学 院 生 森 本 康 愛
大 学 院 生 助 廣 那 由
大 学 院 生 P i l l a y  M i c h e a l  T e r o n
大 学 院 生 F a b i e n  V u l u  Z i m b o m b e

臨 床 感 染 症 学 分 野 教 授 P h D 有 吉 紅 也
教　　　授（兼） P h D Smith Christopher Gabriel James
准 教 授 博 士 （ 医 学 ） 森　　本　　　浩之輔
准 教 授 博 士 （ 医 学 ） 久 保 嘉 直
助 教 博 士（ 医 学 ） 山　　藤　　栄 一 郎
助 教 博 士（ 医 学 ） Dhoubhadel  Bhim Gopal
助 教 博 士（ 医 学 ） 山　　内　　桃 　 子
特 任 研 究 員 前　　田　　　　　遥
客 員 研 究 員 齋 藤 信 夫
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客 員 研 究 員 阪　　下　　健 太 郎
客 員 研 究 員 大 谷 誠 司
客 員 研 究 員 北 庄 司　　絵　　美
客 員 研 究 員 山 下 嘉 郎
客 員 研 究 員 佐 藤 光 博
協 力 研 究 員 中 村 泰 右
協 力 研 究 員 佐 藤 隼 人
技 能 補 佐 員 白 水 里 奈
技 能 補 佐 員 内 堀 京 子
技 能 補 佐 員 小 山 理 美
事 務 補 佐 員 荒 木 由 美
大 学 院 生 N g o  C h i  C u o n g
大 学 院 生 林　　　　　健 太 郎
大 学 院 生 池　　田　　恵 理 子
大 学 院 生 藤　　井　　　　　宏
大 学 院 生 伊 藤 博 之
大 学 院 生 平 岡 知 子
大 学 院 生 安 田 一 行

小 児 感 染 症 学 分 野 教 授 博 士 （ 医 学 ） 吉 田　 レ イ ミ ン ト
助 教 博 士 （ 医 学 ） 樋 泉 道 子
助 教 シャー　モハマド　モニル
助 教 P h D M a d a n i y a z i  L i n a
特 任 研 究 員 博士（バイオサイエンス） 鈴 木 雅 子
客 員 教 授 橋 爪 真 弘
客 員 研 究 員 竹　　形　　み ず き
協 力 研 究 員 岩 﨑 千 尋
協 力 研 究 員 都 築 慎 也
研究支援推進員 中　　野　　真 由 美
技 能 補 佐 員 平 倉 説 子
技 能 補 佐 員 白 水 里 奈
技 能 補 佐 員 藤 岡 充 史
技 能 補 佐 員 岡 田 貴 志
事 務 補 佐 員 岡　　　　　希　　望
大 学 院 生 田 中 沙 紀
大 学 院 生 北 村 則 子
大 学 院 生 Jada Nicole Hackman
大 学 院 生 Wambugu Peris Wanjiru
大 学 院 生 Akar Stephen Eghelakpo
大 学 院 生 Adewuyi 'Sunbo Oludare

アライアンスコーディネーター
（熱研産学連携室）分野

教 授 博 士 （ 薬 学 ） 木　　原　　　　　毅
技 能 補 佐 員 荒 井 絢 子
技 能 補 佐 員 長 谷 川　　早 由 里
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細胞環境構築学分野 教 授 博士 （人間・環境学） 徳　　舛　　富 由 樹
助 　 　 　 教 博 士 （ 薬 学 ） 宮 崎 真 也
特 任 研 究 員 博 士 （ 理 学 ） 福 本 隼 平
特 任 研 究 員 位　　寄　　か の こ
協 力 研 究 員 石 井 隆 太
協 力 研 究 員 宮 川 聡 史
事 務 補 佐 員 實 藤 英 子

分子感染ダイナミックス解析分野 准　 教　 授 博 士 （ 薬 学 ） 稲岡　健　ダニエル
助 　 　 　 教 博 士 （ 医 学 ） 佐 倉 孝 哉
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 馮 雪
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 宮 崎 幸 子
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） Tagod Mohammed Suliman Orner
特 任 研 究 員 Bundutidi Gloria Mabinga
技 能 補 佐 員 葛　　西　　美 友 紀

免疫病態制御学分野 准　 教　 授 博 士 （ 医 学 ） 水 上 修 作
特 任 研 究 員 博 士 （ 医 学 ） 中　　前　　早 百 合
特 任 研 究 員 博 士 （ 理 学 ） 片 上 幸 美
技 能 補 佐 員 谷　　口　　真 由 美
技 能 補 佐 員 野　　口　　亜 紀 子
技 能 補 佐 員 酒　　井　　あ ゆ み

創 薬 探 索 研 究 分 野 客 員 准 教 授 博士 （生物資源学） 加 藤 輝 久

ア ジ ア・ ア フ リ カ
感 染 症 研 究 施 設
（ ケ ニ ア 拠 点 ）

教 授 博 士 （ 医 学 ） 金　　 子　　　　 聰
助 　 　 　 教 博 士 （ 医 学 ） 森 保 妙 子
事 務 職 員 齊 藤 幸 枝
事 務 職 員 石 黒 政 枝
技 能 補 佐 員 下 田 邦 子

ア ジ ア・ ア フ リ カ
感 染 症 研 究 施 設
（ ベ ト ナ ム 拠 点 ）

教 授 医 学 博 士 長 谷 部　　　　　太
助 教 博士 （人間・環境学） 竹　　村　　太 地 郎
事 務 職 員 坂 田 忠 久
技能補佐員（熱研内） 森　　　　　和　　子
秘 書 B u i  T h u  T r a
研究アシスタント V u  T h i  K i m  C h i
研究アシスタント L e  T h i  K i m  A n h
研究アシスタント N g u y e n  T h i  N g a
研究アシスタント Pham Hong Quynh Anh
研究アシスタント T r a n  T h i  H i e n
研究アシスタント D a o  T r u n g  D u c
研究アシスタント H i e u  V u
研究アシスタント V u  T h i  M y  H a n h
研究アシスタント Linh Tuyet Ngoc Pham
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熱帯医学ミュージアム 館 長・ 教 授 博士 （保健学） 奥 村 順 子
技 術 職 員 荒 木 一 生
技 能 補 佐 員 大 淵 美 里
技 能 補 佐 員 谷　　山　　沙 也 加

共 同 研 究 室 室長（命）教授 博 士 （ 医 学 ） 濱　　野　　真 二 郎
講 師 博 士 （ 医 学 ） 菊　　池　　三 穂 子
助 教 博 士 （ 理 学 ） 坂　　口　　美 亜 子
研究支援推進員 馬　　場　　由 妃 子

熱 研 生 物 資 源 室 室長（事業担当者） 博 士 （ 医 学 ） 金　　子　　　　　修
事 業 担 当 者 博 士 （ 理 学 ） 風　　間　　　　　真
事 業 担 当 者 医 学 博 士 平 山 謙 二
事 業 担 当 者 博 士 （ 医 学 ） 濱　　野　　真 二 郎
事 業 担 当 者 薬 学 博 士 北 潔

ＮＴＤイノベーションセンター センター長（兼） 医 学 博 士 平 山 謙 二
助 教 D r P H 吉 岡 浩 太
事 務 補 佐 員 松 永 香 織

人 道 支 援 調 整 室 室 長 博士（保健学）・博士（医学） 山 本 太 郎

診療科（熱研内科） 科長（命）教授 博 士（ 医 学 ） 有 吉 紅 也
副科長（命）准教授 博 士（ 医 学 ） 森　　本　　浩 之 輔
講 師 博 士（ 医 学 ） 山 梨 啓 友
助 教 博 士（ 医 学 ） 高 橋 健 介
助 教 博 士（ 医 学 ） 泉 田 真 生
助 教 博 士（ 医 学 ） 松 井 昴 介
医 員 杉 本 尊 史
医 員 赤 羽 目　　翔　　悟
医 員 大 城 亮 作
医 員 蟹 江 信 宏
医 員 清 水 皓 己
事 務 補 佐 員 中 橋 桃 子
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₂．₃　経　　費
年度別決算額：交付金・自己収入（平成２１年～令和 ２ 年度）

区分年度 人　 件 　費 物　 件 　費 合　　　　計
平成₂₁年 ₆₀₅,₂₆₀,₇₃₈ 円 ₂₇₁,₅₄₄,₈₁₅ 円 ₈₇₆,₈₀₅,₅₅₃ 円

平成₂₂年 ₅₃₂,₇₀₂,₂₆₀ ₄₇₁,₅₂₃,₈₇₃ ₁,₀₀₄,₂₂₆,₁₃₃
平成₂₃年 ₆₀₇,₉₄₃,₁₆₆ ₄₈₃,₆₂₆,₅₀₁ ₁,₀₉₁,₅₆₉,₆₆₇
平成₂₄年 ₅₉₈,₁₃₈,₄₂₄ ₄₂₀,₄₆₅,₄₁₆ ₁,₀₁₈,₆₀₃,₈₄₀
平成₂₅年 ₄₈₉,₅₆₇,₆₀₅ ₄₇₆,₇₂₃,₆₇₁ ₉₆₆,₂₉₁,₂₇₆
平成₂₆年 ₅₆₁,₆₀₆,₂₆₃ ₄₄₃,₃₁₅,₄₃₉ ₁,₀₀₄,₉₂₁,₇₀₂
平成₂₇年 ₅₆₄,₁₅₈,₆₇₃ ₃₇₃,₇₆₆,₁₇₃ ₉₃₇,₉₂₄,₈₄₆
平成₂₈年 ₅₂₀,₇₈₄,₉₃₉ ₄₁₃,₂₉₉,₀₄₄ ₉₃₄,₀₈₃,₉₈₃
平成₂₉年 ₅₆₈,₈₀₅,₆₀₀ ₂₆₂,₄₃₈,₄₉₁ ₈₃₁,₂₄₄,₀₉₁
平成₃₀年 ₅₆₄,₉₄₁,₉₁₂ ₂₁₇,₇₂₉,₀₄₄ ₇₈₂,₆₇₀,₉₅₆
令和元年 ₅₁₁,₃₀₅,₃₁₀ ₂₃₇,₁₃₅,₉₂₀ ₇₄₈,₄₄₁,₂₃₀
令和 ₂年 ₅₁₁,₉₄₆,₄₈₉ ₂₁₉,₃₅₉,₄₈₅ ₇₃₁,₃₀₅,₉₇₄

₂．₄　敷地と建物
所在地　長崎市坂本 ₁丁目12－4
敷地　　長崎大学医学部構内（坂本 ₁団地　92,176㎡）
建物延面積 令和 ₂年 ₅月現在
建 物 名 称 構　　　造 建面積（㎡） 延面積（㎡） 備　　　考

本 館 鉄筋コンクリート
₃階，一部₄階建 ₁,₈₈₁ ₆,₄₅₆

昭和₃₆． ₃ 　建築
昭和₄₂． ₂ 　増築
昭和₅₅． ₃ 　増築
昭和₆₀． ₈ 　増築
平成 ₆ ． ₃ 　増築
平成₁₈． ₃ 　改修

熱帯性病原体
集中研究管理棟

鉄筋コンクリート
₄階建 ₃₅₂ ₁,₄₆₉ 平成₁₅． ₃ 　建築

薬 品 庫 ブ ロ ッ ク 建 ₂₀ ₂₀ 昭和₄₇． ₃ 　建築

教育研究棟 プ レ ハ ブ ハ ウ ス ₉₄ ₁₅₆ 平成₂₃． ₅ 　建築
平成₂₅． ₈ 　移築

計 ₂,₃₄₇ ₈,₁₀₁

年度別決算額：外部資金等（平成２１年～令和 ２ 年度）
区分年度 人　 件 　費 物　 件 　費 合　　　　計

平成₂₁年 ₃₂₆,₂₂₇,₅₄₂ 円 ₇₄₆,₆₀₆,₂₆₉ 円 ₁,₀₇₂,₈₃₃,₈₁₁ 円

平成₂₂年 ₂₉₆,₁₆₄,₁₇₅ ₈₅₀,₈₄₁,₄₄₃ ₁,₁₄₇,₀₀₅,₆₁₈
平成₂₃年 ₁₅₆,₉₁₉,₀₂₈ ₉₂₅,₉₉₂,₃₇₆ ₁,₀₈₂,₉₁₁,₄₀₄
平成₂₄年 ₂₀₈,₅₉₅,₄₈₀ ₆₀₈,₇₆₅,₄₆₀ ₈₁₇,₃₆₀,₉₄₀
平成₂₅年 ₁₃₁,₁₃₉,₄₀₅ ₄₇₉,₅₃₅,₅₁₉ ₆₁₀,₆₇₄,₉₂₄
平成₂₆年 ₁₆₉,₆₀₈,₆₃₆ ₄₃₉,₃₈₃,₂₂₁ ₆₀₈,₉₉₁,₈₅₇
平成₂₇年 ₁₆₉,₁₁₀,₄₉₄ ₇₂₀,₈₁₀,₀₆₁ ₈₈₉,₉₂₀,₅₅₅
平成₂₈年 ₂₄₃,₂₀₁,₆₅₀ ₈₆₆,₂₀₁,₂₄₅ ₁,₁₀₀,₄₀₂,₈₉₅
平成₂₉年 ₂₄₆,₀₅₇,₃₇₂ ₈₀₅,₅₉₉,₇₆₁ ₁,₀₅₁,₆₅₇,₁₃₃
平成₃₀年 ₂₂₀,₀₅₈,₃₀₄ ₈₃₄,₂₅₈,₇₂₂ ₁,₀₅₄,₃₁₇,₀₂₆
令和元年 ₃₃₃,₆₈₄,₂₉₆ ₁,₀₂₁,₀₀₀,₃₈₂ ₁,₃₅₄,₆₈₄,₆₇₈
令和 ₂年 ₂₇₂,₉₁₁,₂₇₉ ₁,₀₁₄,₅₁₈,₆₉₇ ₁,₂₈₇,₄₂₉,₉₁₆
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３　熱帯医学研究拠点共同研究

₃．₁　一般共同研究　（◎は研究代表者）

1 ．包括的モデルによる性感染症の長期的動態の理論研究
 静岡大学工学部　教授 ◎守田　　智

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　伊東　　啓

 東京女子大学現代教養学部　講師 　山口　　幸

 静岡大学大学院　博士課程 　田村　和広

2 ．マラリア原虫感染に対するグアニン四重鎖を介した ５-アミノレブリン酸治療
	 メカニズムに関する研究
 熊本大学発生医学研究所ゲノム神経学分野　准教授 ◎塩田　倫史

 長崎大学熱帯医学研究所　助教  　佐倉　孝哉

 長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科　教授 　北　　　潔

3 ．Leishmania 原虫固有酵素の機能解明
 東京理科大学薬学部生命創薬科学科　助教 ◎佐藤　一樹

 東京理科大学薬学部生命創薬科学科　教授 　和田　　猛

 東京理科大学大学院薬学研究科　学生 　村本　一将

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　加藤　健太郎

4 ．アレナウイルスの細胞内増殖機構に関する研究
 京都大学ウイルス・再生医科学研究所　教授 ◎野田　岳志

 京都大学ウイルス・再生医科学研究所　ポスドク 　平林　　愛

 京都大学ウイルス・再生医科学研究所　大学院生 　梶川　純一

 京都大学ウイルス・再生医科学研究所　大学院生 　胡　　上帆

 京都大学ウイルス・再生医科学研究所　大学院生 　張　　子涵

 長崎大学熱帯医学研究所　准教授 　浦田　秀造

5 ．マラリア原虫感染による赤血球膜脂質構成変化のナノスケールレベル解析
 岐阜大学応用生物科学部　准教授 ◎正谷　達謄

 鹿児島大学共同獣医学部　教授 　藤田　秋一

 帯広畜産大学原虫病研究センター　准教授 　麻田　正仁

 帯広畜産大学原虫病研究センター　研究員 　晴希生　ハッサン

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　金子　　修
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6 ．ヒトスジシマカと近縁種の生殖干渉
 金沢大学　准教授 ◎都野　展子

 金沢大学　博士課程学生 　Afroza Sultana

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　砂原　俊彦

7．ルワンダ共和国における妊婦の歯周病菌保菌状況と早産の関連調査
 国立保健医療科学院　統括研究官 ◎福田　英輝

8．ワクチン導入後のケニアにおけるロタウイルスゲノム多様性の解析
 藤田医科大学医学部　准教授 ◎河本　聡志

 藤田医科大学保健学研究科　大学院生 　畑澤　莉緒奈

 藤田医科大学研究支援推進本部　助教 　井手　富彦

 藤田医科大学医学部　特別研究員 　福田　佐織

 長崎大学熱帯医学研究所　ケニア拠点長 　金子　　聰

9．マウスモデルを用いた脳炎フラビウイルス感染病態の分子イメージング解析
 山口大学共同獣医学部微生物学分野　教授 ◎早坂　大輔

 長崎大学原爆後障害医療研究所　助教 　西　　広大

 長崎大学医歯薬総合研究科（薬学系）衛生化学　准教授 　淵上　剛志

 山口大学共同獣医学部病理学分野　助教 　坂井　祐介

 長崎大学医歯薬総合研究科　大学院生 　Elizabeth Ajema Chebichi Luvai

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　Mya Myat Ngwe Tun

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　森田　公一

10．ベトナムにおける下痢原性大腸菌のワンヘルスアプローチ
 宮崎大学農学部畜産草地科学科　准教授 ◎井口　　純

 宮崎大学大学院農学工学総合研究科　博士後期課程 ₃年 　Nguyen Thi Thu Huong

 長崎大学熱帯医学研究所ベトナム拠点　助教 　竹村　太地郎

11．デングウイルス認識抗体の網羅的解析系の構築
 国立研究開発法人理化学研究所生命医科学研究センター

 サイトカイン研究チーム　副チームリーダー ◎宮内　浩典

 長崎大学熱帯医学研究所ベトナム拠点　助教 　竹村　太地郎
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12．キノン化合物の抗トリパノソーマ活性評価
 長崎大学生命医科学域（薬学系）　准教授 ◎大山　　要

 長崎大学生命医科学域（薬学系）　教授 　中嶋　幹郎

 長崎大学生命医科学域（薬学系）　准教授 　岸川　直哉

 長崎大学生命医科学域（薬学系）　准教授 　栗山　正巳

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　平山　謙二

13．西アフリカにおけるシングルセル・ゲノミクス技術を駆使したブルーリ潰瘍の
 伝播・感染経路推定
 国立感染症研究所ハンセン病研究センター　室長 ◎星野　仁彦

 国立感染症研究所ハンセン病研究センター　主任研究官 　吉田　光範

 国立感染症研究所ハンセン病研究センター　主任研究官 　深野　華子

 国立研究開発法人産業技術総合研究所　特別研究員 　西川　洋平

 長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科　助教 　四津　里英

 早稲田大学理工学術院先進理工学部生命医科学科　教授 　竹山　春子

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　山本　太郎

14．コンゴ民主共和国の通学児童における不顕性マラリア感染の実態調査とその影響
 順天堂大学医学部　教授 ◎美田　敏宏

 順天堂大学医学部　博士研究員 　池田　美恵

 順天堂大学医学部　博士研究員 　Balikagala Betty

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　山本　太郎

15．コガタアカイエカのウイルス叢と日本脳炎ウイルス媒介能に与える影響の関連解析
 国立感染症研究所昆虫医科学部　研究員 ◎小林　大介

 国立感染症研究所昆虫医科学部　室長 　伊澤　晴彦

 国立感染症研究所昆虫医科学部　主任研究官 　佐々木　年則

 東京大学大学院農学生命研究科　大学院生 　Astri Nur Faizah

 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　大学院生 　Michael Amoa-Bosompem

 明治大学農学部　学部生 　松村　　凌

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　二見　恭子

16．ベトナムにおける疾病媒介蚊の新規殺虫剤抵抗性変異高効率探索
 国立感染症研究所　主任研究官 ◎糸川　健太郎

 国立感染症研究所　主任研究官 　前川　芳秀
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 国立感染症研究所　研究員 　古谷　彰吾

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　皆川　　昇

17．赤痢アメーバシスト形成に伴う細胞変化の電子顕微鏡解析
 佐賀大学　講師（特定） ◎見市（三田村）文香

 佐賀大学　教授 　吉田　裕樹

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　濱野　真二郎

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　坂口　美亜子

18．亜熱帯・熱帯植物由来の抗マラリア薬の探索研究
 広島大学大学院医系科学研究科生薬学　教授 ◎松浪　勝義

 Airlangga University, Indonesia 　Melanny Ika Sulistyowaty

 広島大学大学院医系科学研究科薬用植物園　准教授 　杉本　幸子

 広島大学大学院医系科学研究科生薬学　助教 　山野　　喜

 広島大学大学院医系科学研究科　大学院生 　Nguyen Hoang Uyen

 広島大学大学院医系科学研究科生薬学　大学院生 　尾崎　　葵

 広島大学大学院医系科学研究科生薬学　大学院生 　山口　卓朗

 広島大学大学院医系科学研究科生薬学　大学院生 　早川　　碧

 安田女子大学薬学部天然物化学　教授 　大塚　英昭

 安田女子大学薬学部天然物化学　助教 　川上　　晋

 帯広畜産大学原虫病研究センター　助教 　菅沼　啓輔

 帯広畜産大学原虫病研究センター　准教授 　麻田　正仁

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　金子　　修

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　矢幡　一英

 長崎大学熱帯医学研究所　特任研究員 　Ben Yeddy-Abel Chitama

19．Genetic diversity of dengue virus and associated among dengue patient
 Senior Research Fellow, Universiti Kebangaan Malaysia ◎Neoh Hui-min

 Research Fellow, Universiti Kebangaan Malaysia 　Nor Azila Muhammad Azami

 Infectious Diseases Physician, Universiti Kebangaan Malaysia 　Petrick Periyasamy

 Infectious Diseases Physician, Universiti Kebangsaan Malaysia 　Najma Kori

 Postgraduate Registrar, Universiti Kebangsaan Malaysia 　Mahrunissa Mahadi

 Pathologist, Universiti Kebangsaan Malaysia 　Sharifah Azura Salleh

 Pathologist, Universiti Kebangsaan Malaysia 　Noor Zetti Zainal Rashid

 Pathologist, Universiti Kebangsaan Malaysia 　Siti Norlia Othman

 Research Fellow, Universiti Kebangsaan Malaysia 　Noraidatulakma Abdullah
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 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　Meng Ling Moi

20．住血吸虫のin vitro ライフサイクルの実現に向けて
 奈良県立医科大学病原体・感染防御医学　准教授 ◎王寺　幸輝

 奈良県立医科大学病原体・感染防御医学　教授 　吉川　正英

 奈良県立医科大学病原体・感染防御医学　教務職員 　島田　賢子

 奈良県立医科大学病原体・感染防御医学　大学院生 　北村　知嵩

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　濱野　真二郎

21．Clinical, serological, virological and molecular characterization of Chikungunya virus
	 in the Philippines	
 Associate Director for Basic Science Research, 

 Research and Biotechnology Group, St. Lukeʼs Medical Center ◎Mark Pierre Dimamay

 Scientist consultant, R&B-SLMC 　Corazon Buerano

 Laboratory manager, R&B-SLMC 　Samuel Allan Inovejas

 Research scientist, R&B-SLMC 　Maria Terrese Dimamay

 Technical Assistant, R&B-SLMC 　Lady-Anne Pangilinan

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　Meng Ling Moi

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　森田　公一

22．ルワンダ共和国における早産児の有病割合、リスク要因と予後の検討
 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科

 社会環境生命科学専攻疫学・衛生学分野　教授 ◎頼藤　貴志

 医療法人葵鐘会ルワンダ事業プロジェクトマネージャー 　アキンティジェ シンバ カリオペ

 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　助教 　松本　尚美

 大阪市立大学生活科学研究科　教授 　和田　崇之

23．�Profile of antimalarial drug resistance markers among school-age children in 
Kinshasa, Democratic Republic of Congo

 Professor, Division of Molecular Parasitology,

 Proteo-Science Center, Ehime University ◎Richard Culleton

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　山本　太郎

24．ウイルス感染症の革新的治療薬への応用を目指した合成フラボノイド誘導体の開発
 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　准教授 ◎淵上　剛志

 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　准教授 　吉田　さくら
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 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　博士後期課程２年 　中家　真理

 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　博士後期課程１年 　棚原　悠介

 長崎大学薬学部　５年生 　酒井　　樹

 長崎大学薬学部　４年生 　穴田　悠太

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　Mya Myat Ngwe Tun

25．Zika Virus Infection among Pregnant Women and neonates in Mandalay; A Peri-natal 
	 Congenital Zika Virus Infection Screening Project in Upper Myanmar (2020-2021)
 Deputy Director, Department of Medical Research, 

 Ministry of Health and Sports, Myanmar ◎Aung Kyaw Kyaw

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　Mya Myat Ngwe Tun

26．Research project name：Role of other viruses from the forest in dengue-like illness in 
	 patients from Sabah
 Professor, Department of Pathobiology and Medical Diagnostics, Faculty of 

 Medicine and Health Sciences, Universiti Malaysia Saba ◎Kamruddin Ahmed

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　森田　公一

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　Mya Myat Ngwe Tun

27．Arboviral infection in clinically suspected encephalitis patients in Sri Lanka
 Consultant Medical Virologist, National Hospital Kandy, Ministry of Heath, Sri Lanka 

◎Muthugala, Muthugala Arachchige Rohitha Vishvernath

 長崎大学熱帯医学研究所　助教 　Mya Myat Ngwe Tun

28．ライブイメージングによるエボラウイルス粒子放出機構の解明
 国立感染症研究所　主任研究官 ◎高松　由基

 国立感染症研究所　部長 　西條　政幸

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　南保　明日香

29．人獣共通感染性の肝蛭症に対する新規薬剤の探索
 岩手大学農学部共同獣医学科　助教 ◎関　　まどか

 長崎大学熱帯医学研究所　教授 　北　　　潔

 長崎大学熱帯医学研究所　准教授 　稲岡　健ダニエル
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1 ．医学研究のための倫理に関する国際セミナー

開催日：2020年 ₈ 月17日（月）～ 2020年 ₈ 月19日（水）

開催方式：オンライン及び長崎大学グローバルヘルス総合研究棟（坂本キャンパス）

代表者：佐々木　均（長崎大学病院薬剤部　教授）

参加者：32名

2 ．皮膚リーシュマニア会議

開催日：2020年12月 ₇ 日（月）及び2021年 ₃ 月 ₅ 日（金）

開催方式：オンライン

代表者：平林　史子（DNDi Japan理事/長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科）

参加者：12月 ₇ 日…50名 , ₃ 月 ₅ 日…149名

₃．₃　海外拠点連携共同研究　（◎は研究代表者）

1 ．�ケニアで発生している真菌症・放線菌症の原因菌の収集と形態学的，生理学的，分子生

物学的解析

千葉大学真菌医学研究センター センター長  ◎笹川　千尋

千葉大学真菌医学研究センター 准教授  　矢口　貴志

千葉大学真菌医学研究センター 准教授  　渡邊　　哲

千葉大学真菌医学研究センター 准教授  　高橋　弘喜

千葉大学真菌医学研究センター 助教  　伴　さやか

Chief Research Officer, Kenya Medical Research Institute（KMRI）

   　Bii C. Christine

2 ．ハノイコホートを用いたHIV- 1  subtype A/Eウイルス感染症の疫学および

　　ワクチン開発と治療のための基盤研究

熊本大学ヒトレトロウイルス学共同研究センター シニア教授 ◎滝口　雅文

熊本大学大学院生命科学研究部　准教授  　前田　洋助

熊本大学ヒトレトロウイルス学共同研究センター 特任准教授 　村越　勇人

熊本大学ヒトレトロウイルス学共同研究センター 特任講師 　近田　貴敬

₃．₂　研究集会
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４　研究活動

₄．₁　ウイルス学分野

1 ．熱帯ウイルス病の疫学研究

（ ₁）日本脳炎ウイルスの分子疫学解析

　日本脳炎ウイルスの生態をより詳細に明らかにするため，令和 ₂年度も引き続き日本

における蚊からのウイルス分離を行い，分子疫学解析を実施中である。近年，日本で分

離されるウイルスは遺伝子 I 型のみであるが，中国や韓国ではV 型の出現が確認されて

おり日本への侵入が危惧されている。

（ ₂） 東南アジアとアフリカでのデングウイルス，ジカウイルス，日本脳炎ウイルス，チ

クングニヤウイルスの分子疫学，血清疫学解析

　前年度から継続して，アジア各地においてウイルスを分離し分子疫学解析を実施した。

デングウイルスについては，ベトナム，フィリピン，ミャンマー，スリランカ，ネパー

ルの患者血清から分離し，遺伝子解析を実施した。また，ベトナムではジカウイルス感

染によると示唆される小頭症の発生に対応してWHO およびベトナム国立衛生疫学研究

所（NIHE），と協力し，ベトナム中部（Hue）および中央高地 Dak Lak 省地域における

発生地域一帯のウイルス学的および血清学的調査を継続した。また，フィリピンにおい

て血清学的解析でデングウイルスの流行状況を明らかにした。マレーシアにおけるジカ

ウイルスの血清疫学調査もを実施してコタキナバル周辺地域でジカウイルスが活動して

いること明らかにした。ケニアにおいても引き続きデングウイルス，チクングニヤウイ

ルス，リフトバレー熱ウイルスの活動状況についての血清疫学調査を継続した。

（ ₃）重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルスの調査

　令和 ₂年度も長崎を中心にヒト，ペット，マダニの調査を継続し，患者および動物の

検体からインターフェロンレセプターノックアックトマウスを用いて SFTS ウイルスを

分離し，次世代シークエンサーを用いて遺伝子解析を行った。血清学的調査も実施して

おり，ヒトだけでなくネコからも抗体陽性例が確認された。地域の感染リスクを明らか

にするため現在も調査を継続している。長崎県はSFTS 常在地であるため，ヒトおよび

ネコの迅速診断法としてリアルタイム -RT-PCR を用いており，ヒトにおいては，本法の

定量性を利用し，ウイルスコピー数の増減を見ることによって治療効果の判定に役立て

ている。
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（ ₄）ケニア国立中央医学研究所（KEMRI）との共同研究

　令和 ₂年度は，新型コロナウイルスの影響で渡航が制限され十分な研究調査活動が実

施できなかったが，次世代シークエンサーの導入など研究環境の整備を行った。

（ ₅）ケニアにおけるダニ媒介性ウイルス調査

　前年度に続き，ケニア国の北西部（ナイバシャ），北東部（イシオロ），北西部（バリ

ンゴ）において採集した家畜寄生マダニからのウイルス遺伝子を解析中を継続した。

2 ．ウイルス病原性の解析

　デングウイルス患者における発症メカニズムの解明デングウイルスの病原性を明らかにす

るため，ベトナム，ミャンマーなどアジア各地で流行しているウイルスの特性およびその多

様性について次世代シークエンサーなどを用いて解析を継続した。また，デング熱の防御メ

カニズムおよび中和抗体活性のレベルを明らかにするため，Fc γR 発現細胞を用いた感染増

強・中和試験の研究を進展させ，ELISAを用いたハイツループットFcγR 発現細胞を用いた

新規中和アッセイに続き，デング ₁型とデング ₂型の一回感染性ウイルス（SRIP）を作成し

さらに検査速度を向上させ，ゲノタイプの拡大と中和との関連性を検証した。

3 ．ワクチン，抗ウイルス薬の開発

（ ₁）デングウイルス治療薬の開発

　デングウイルス，ジカウイルスや日本脳炎ウイルスの治療薬開発を目指して，民間企

業との共同で抗デングウイルス活性をしめす複数の抗ウイルス薬候補物質を確認し，同

定作業を進めヒット化合物を得て，小動物での効果検証を実施中である。

（ ₂）デングウイルスワクチン評価のためモデル構築　

　デング熱ワクチンの評価には適切なモデル動物が不可欠と考えられている。国立感染

症研究所など国内，国外の研究協力者とともに開発を行っている。デング熱の霊長類マー

モセットモデルを用いてジカウイルスの感染モデルとして有用であることを証明した。

さらに，免疫不全マウスモデルを用いたワクチンの評価モデルとしての有用性の検討も

継続している。これらのモデル動物を用いて，東京都医学総合研究所，米国のベンチャー

企業との共同で進めているデング熱ワクチン候補の評価も継続している。

4 ．新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の緊急研究の開始

　2019年12月に中国で始まった COVID-19の流行は2020年 ₁  月に武漢で爆発的な感染とな
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り，ついで全世界に拡大し ₃  月11日には世界保健機関（WHO）からパンデミックが宣言さ

れる状況となった。ウイルス学分野では 2020年度もAMEDからの支援を受けて血清診断法

の開発，血清疫学調査を日本とベトナムで実施するとともに，日本とベトナムの患者からの

ウイルスについて全ゲノム解析を実施し，五島において中国型株の非定型的な感染事例を報

告した。2019年よりWHO の新型コロナウイルス標準ラボに指定されており，ケニア，ベト

ナム，フィリピンと長く協力関係にあるネパール，マレーシアの機関に技術支援を継続した。

また民間企業との共同で抗原検査法（イムノクロマト法）を実用化し，治療薬のスクリーニ

ング，ワクチン開発の研究が進展した。

5 ．WHO 研究協カセンターとしての活動

　WHO協力センターである国際医療協力センターが実施したGOARN研修の企画・実施に

協力した。

　当分野では，エボラウイルス，マールブルグウイルス，南米出血熱ウイルスなどアフリカ

や南米でアウトブレイクを繰り返す出血熱ウイルスや西アフリカで常在化しているラッサウ

イルス，世界的な流行を引き起こすインフルエンザウイルス，そして最近我が国でも発症者

が報告されて問題となっているSFTS（重症熱性血小板減少症候群）ウイルスなど重篤な疾

患を引き起こす高病原性ウイルスに注目し，これらのウイルスに対する抗ウイルス戦略の確

立に資する研究を進めている。また，今年度は新たに出現し，パンデミックになっている新

型コロナウイルス感染症に関しても研究を開始した。

1 ．ガボン共和国におけるウイルス感染症の調査研究

　ガボン共和国は大西洋に面し赤道を跨ぐ形で国土を有する中部アフリカの国である。この

国は，国土の80％が森林という自然豊かな土地であるが，これまでに ₄回エボラウイルス病

のアウトブレイクを経験している。デング熱やチクングニア熱などのウイルス感染症のアウ

トブレイクもこれまでに報告されているが，現地ではウイルス感染症の診断システムが確立

されておらず，多くのウイルス感染症は未同定のままでウイルス感染症の実態把握には至っ

ていない。当研究室では，2016年度より JICA・AMED共同プログラムである地球規模課題

対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）の研究課題として同国において「公衆衛生上

問題となっているウイルス感染症の把握と実験室診断法の確立プロジェクト」を進めている。

₄．₂　新興感染症学分野
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このプロジェクトでは，アフリカの現地医療に生涯を捧げたことでノーベル平和賞を受賞し

たアルベルト・シュバイツアー博士ゆかりの地であるランバレネにおいて，ランバレネ医療

研究センターとの国際共同研究として現地のウイルス感染症の実態調査とそれらウイルス感

染症の診断法の開発と導入を目指して活動している。

　これまでに，発熱患者検体よりデングウイルス（ ₂型， ₃ 型），麻疹ウイルス，肝炎ウイ

ルス（A型，B型，C型），エンテロウイルス，サイトメガロウイルス，アデノウイルス，ウ

エストナイルウイルスを検出している。

（ ₁）ガボンで流行するデングウイルス，A型・B型肝炎ウイルスの遺伝子系統解析

　ガボンでは　2007年と2010年に ₂ 度デング熱のアウトブレイクが報告されている

が，いずれもデングウイルス血清型 ₂（DENV2）が主で，一部血清型 ₁（DENV1）の

流行であった。一方で，デングウイルス血清型 ₃（DENV3）はこれまでガボン国内で

は2010年に ₁ 株報告されているのみであった。我々の調査研究では現在，DENV3が主

流であることがわかり，ウイルスゲノム配列に基づいた系統解析の結果，西アフリカか

ら伝播してきたDENV3が少なくとも2010年からガボンで循環していることも明らかに

なった（Abe et al., Int J Infect Dis, 2020）。

　A型肝炎ウイルスに関しても，ガボンで最初のA型肝炎ウイルスの系統学的解析を行

い，世界的にも希少な遺伝型 IIAがガボンで流行していることを明らかにした（Abe et 

al., J Viral Hepat, 2020）。

　更に，B型肝炎ウイルスの解析においては，同一検体内に複数のB型肝炎ウイルスゲ

ノムを検出し，ウイルスが患者体内で進化している状態である可能性を報告した（Abe 

et al., J Med Virol, 2020）。

（ ₂）抗ウイルス抗体調査

　抗ウイルス抗体検出による血清学的調査も進めており，デングウイルス，ウエストナ

イルウイルス，チクングニヤウイルスの他，ガボンでこれまで報告のないリンパ球性脈

絡髄膜炎ウイルス（LCMV）に対する抗体を検出している。（Ushijima et al., BMC Infect 

Dis, 2020 ; Ushijima et al.,  Int J Infect Dis, 2020）

2 ．新型コロナウイルスの迅速検出法の開発

　2019年末に中国武漢市で突如出現し，瞬く間にパンデミックとなった新型コロナウイル

ス感染症（COVID-19）に対して，RT-LAMP法を原理とする新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）

の迅速・簡便検査法をキヤノンメディカルシステムズ社と共同開発した（Yoshikawa et al., 
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PLOS NTDs, 2020）。2020年 ₃ 月には厚労省から行政検査法に採用され，保険適用の検査法

として国内で広く活用されている。長崎に寄港したクルーズ船コスタ・アトランティカ号で

発生した集団感染においては，乗員全員の検査を上記迅速検査法で実施し，同船における迅

速な感染症対策に大きく貢献した。

　現在，さらに簡便な検査法の開発を行っている。

3 ．ウイルス増殖の分子メカニズムの解明

（ ₁）フニンウイルスの増殖を抑制する細胞因子とウイルスタンパク質の相互作用の解析

　南米出血熱の一つであるアルゼンチン出血熱の原因ウイルスであるフニンウイルスの

増殖をインターフェロン誘導性細胞因子であるBST-2/Tetherinが阻害することを明らか

にした。一方で，フニンウイルスのNPタンパク質がBST-2/Tetherinの抗ウイルス作用

に対してアンタゴニストとして作用し，その効果を減弱させることも明らかにした

（Zadeh et al., J Gen Virol, 2020）。

（ ₂）E型肝炎ウイルスの増殖機構の解析

　自治医科大学との共同研究で，E型肝炎ウイルスが感染細胞から子孫ウイルス粒子を

放出する際に細胞の多胞体輸送（MVB sorting）機構を利用していることを明らかにし

た（Primadharsini et al., Virus Res, 2020）。

4 ． 3 　細菌学分野

　当分野は，腸炎ビブリオを主体に，コレラ菌やサルモネラを含めた腸管病原細菌の環境に

おける疫学的調査から感染発症機構の分子生物学的解析まで幅広く研究対象にしている。

1 ．腸炎ビブリオの病原性発揮機構の解明

　腸炎ビブリオが保有する ₂セットの III型分泌装置（T ₃ SS ₁ とT ₃ SS ₂ ）のうちT ₃ SS ₂ が，

感染患者の下痢発症に必須であることを見出してきた。さらにT ₃ SS ₂ から分泌されるエ

フェクタータンパクの同定と生物活性の決定，それら遺伝子群の発現誘導機構を解明してき

た。また，腸炎ビブリオ発見当初から知られていた溶血毒（TDH）が分泌経路の違いにより

異なる病原性に寄与することを報告した。しかしながら，本菌がどのように宿主腸管内に定

着し，下痢を誘導しているのか，詳細なメカニズムは未だに明らかでない。現在，新規動物

感染モデルの構築，生体内におけるT ₃ SS ₂ 遺伝子群の発現機構やエフェクターの生物活性
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の解析および腸内細菌との相互作用等，多角的な視野から解析を行うことで腸炎ビブリオの

下痢誘導活性の全容を解明したいと考えている。

2 ．ビブリオ属の感染流行地域での疫学調査および流行株出現の原因究明

　腸炎ビブリオやコレラ菌を含む病原性ビブリオ属菌を，感染の多いアジア流行地域の患者

や，環境水および汚染が疑われる食品から分離し，病原性ビブリオ属菌の流行株の動向をゲ

ノム疫学的な解析により理解することを目指す。またそれらの解析から，世界的な拡散に起

因する因子を同定し，機能的な役割を明らかにしたいと考えている。

3 ．サルモネラの病原性発揮機構の解明

　チフス菌やパラチフス菌，または一部のそれ以外の血清型のサルモネラが，どのように全

身感染を引き起こすのかについて，様々な in vitroの実験やネズミチフス菌・パラチフスC菌

を用いたマウス全身感染モデル，または遺伝学的・疫学的背景を含めた総括的な解析を行う

ことで明らかにすることを目指している。全身感染に必須であるサルモネラ病原性遺伝子島

₂  （SPI- ₂ ）上にコードされる ₃ 型分泌装置（T ₃ SS- ₂ ）のエフェクタータンパクの分子生

物活性を決定することで，サルモネラがどのように好中球やマクロファージ等による自然免

疫に抵抗し全身感染を起こすのか解明することを目指している。これらにより得られた知見

を元に抗菌薬に頼らない治療法およびワクチン開発に結び付けたいと考えている。

4 ．4　原虫学分野

　 ₄ 月にエドウィン・トーが博士課程教育リーディングプログラムに入学した。 ₄ 月から

2021年 ₃ 月の間，石﨑隆弘が助教を務めた。 ₉月にはアサレが退職し，ガーナのケープ・コー

スト大学に就職し，ピーターソン・マテンゲが当分野の博士研究員となった。

1 . マラリア原虫に関する研究

（ ₁）マラリア原虫の赤血球侵入の分子機構

　矢幡一英は英国のフランシス・クリック研究所のモーリッツ・トレーク博士およびロ

ンドン大学衛生熱帯医学大学院のロバート・ムーン博士らとマラリア原虫メロゾイトの

滑走運動に関する共同研究の成果を取りまとめて学術誌へ論文投稿した。石﨑隆弘はネ

ズミマラリア原虫Plasmodium yoeliiのジアシルグリセロールキナーゼの赤血球侵入にお

ける役割の解析を継続した。大学院生のナッタワット・チャイヤウォンはP. yoeliiの
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acylated pleckstrin homology domain-containing protein (APH)を誘導的にノックアウト

し，表現型を解析した。大学院生の鈴木真耶は熱帯熱マラリア原虫アクチン脱重合因子

に関する研究を継続した。大学院生のエドウィン・トーはP. yoeliiの偽キナーゼpPK ₄

の研究を開始した。GHIT基金事業による米国ペンシルベニア州立大学のホセ・スタウ

ト教授と熱帯熱マラリア原虫メロゾイトに対するワクチン開発研究も継続した。

（ ₂）マラリア原虫寄生赤血球の改変機構

　熱帯熱マラリア原虫SURFINの赤血球内への輸送に関わる分子の同定に関する研究成

果を取りまとめて学術誌へ論文投稿した。

（ ₃）カニクイザル・マラリア原虫を用いた研究

　オランダの霊長類医学研究センターのクレメンス・コッケン博士と熊本高等専門学校

の木原久美子博士と共同で，三日熱マラリア原虫と最も近縁のカニクイザル・マラリア

原虫の in vitro実験系を用いた休眠体のメタボローム解析を行い，休眠体群に特徴的ない

くつかのメタボライトを見出した（GHIT基金事業）。そこで，生体においても同じメタ

ボライトが検出されるか，第 ₂期の研究を開始した（GHIT基金事業）。また，ニュージー

ランドのオタゴ大学のブルース・ラッセル博士と共同で，ヒト赤血球を用いたカニクイ

ザル・マラリア原虫の培養系の確立に向けた研究を開始した。

（ ₄）二日熱マラリア原虫によるヒト感染の分子基盤

　大学院生の荘淮は熱研共同研究室の坂口美亜子博士と二日熱マラリア原虫寄生赤血球

の細胞接着に関する共同研究を継続し，その成果を第89回日本寄生虫学会大会（帯広，

2020年 ₅ 月）にて誌上発表した。金子修は韓国の江原大学のユンタク・ハン博士との

共同研究で，三日熱マラリア原虫に対する多くの抗体が二日熱マラリア原虫を認識する

ことを見出した（PLoS Negl Trop Dis, 2020）。

（ ₅）マラリアに対する創薬と薬剤耐性の研究

　熱帯熱マラリア原虫ケニア株の薬剤耐性と分子マーカーに関する解析結果をグローバ

ルヘルス合同大会（大阪・オンライン，2020年11月）にて発表した。博士研究員のベン・

チタマは薬剤耐性に関わる新規塩基多型候補を検証する実験を開始した。ケニア（マウ

ント・ケニア大学のジェッセ・ギタカ博士，科研費国際共同研究強化B）とコンゴ民主

共和国（国立生物医学研究所のパピ・マンドコ・ンコリ博士，AMED海外拠点活用研究）

にて行う予定であった熱帯熱マラリアの薬剤耐性に関する調査研究は，COVID-19の世
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界的大流行により渡航が出来なかったため実験計画の詳細を詰めた。金子が参画した黄

連やナンキョウ成分の抗マラリア活性等に関する研究が論文発表された（Malar J, 2020; 

Molecules, 2021）。

　上村春樹はインドネシア・アイルランガ大学のスクマ・バスキ博士とインドネシアの

熱帯熱マラリア原虫についての共同研究を行った。限られた地域に特徴的に認められる

薬剤耐性に関連する幾つかの遺伝子型について，起源と拡散，その後の増減を，マイク

ロサテライトを基に解析した。

（ ₆）マラリア原虫抗原の抗原性と多様性に関するフィールド調査研究

　大阪市立大学の金子明博士らと共同研究として，熱帯熱マラリア原虫ケニア株の多様

性に関する研究を継続した。

（ ₇）偶蹄類寄生性マラリア原虫の研究

　水牛マラリアの媒介蚊の同定に向けて行ったタイのチュラロンコン大学のモラコッ

ト・カエタマソーン博士との共同研究で得たデータの取りまとめを行った。

（ ₈）その他のマラリア原虫の研究

　金子が参画したマラリア原虫がホスト概日周期を認識する機構に関する研究成果が発

表された（Nat Commun, 2020）。

2 ．トリパノソーマ原虫に関する研究

　上村はアメリカ・トリパノソーマ原虫のトランスシアリダーゼ活性を阻害する化合物につ

いて，どのように酵素活性を阻害して原虫の感染・増殖に関連しているのか調べた。

3 ．バベシア原虫に関する研究

　ウシに寄生するBabesia bovisが寄生赤血球内へ分泌し，赤血球接着に寄与する新規分子

BbVEAPと赤血球表面に挿入されるチャンネル候補分子群を同定し発表した（PLoS Pathog, 

2020）。

4 ．その他，国際活動など

　上述した国外研究機関の研究者とマラリアに関する海外共同研究を行った。金子は日本寄

生虫学会の情報処理広報担当理事，学術誌PLoS ONEの編集委員を継続して務め，2020年

10月に日本熱帯医学会の理事長となった。金子はまた第 ₇版薬科微生物学（丸善出版，2021

年 ₃ 月）の寄生虫に関する項目を分担執筆した。
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4 ． 5 　寄生虫学分野

　本分野は世界的に重要な住血吸虫症・フィラリア症ならびに腸管寄生虫症などの蠕虫疾

患，多くの人々を苦しめているにもかかわらず顧みられることの少ないアメーバ赤痢・リー

シュマニア症・トリパノソーマ症などの原虫疾患に対してフィールド・ラボ双方向からのア

プローチを試みている。

　4月，客員研究員として長谷川光子，医学部2年生の世羅涼を受け入れた。岐阜大学医学部

3年生である中村美咲（協力研究員）は新型コロナ感染拡大防止のため研修を早期終了した。

8月，特任研究員として田中由佳を採用。9月8・9，27日‐ 10月2日，中部大学特任教授であ

る黒田玲子が住血吸虫の中間宿主である淡水産巻貝に関する共同研究のために来所。10月，

小林典子が医歯薬学総合研究科博士課程に入学，同31日，特任研究員Musa Md. Abuは退職し，

Georgia Cancer Center, Augusta Universityで研鑽を積むために渡米した。11月16日，特任研

究員として小林を採用，同24日，大学院生Mannan Khanjada Shahnewaj Binは遠隔での公開

学位審査を終え博士（医学）の学位を取得した。2月18日，Mukendi Kambala Jean Pierreは

博士（医学）を取得。3月31日，特任研究員の Jean，田中美緒，技能補佐員の大橋和佳子が

退職。神戸俊平は自主退学し，協力研究員となった。

　濱野は本学・医歯薬学総合研究科・医学部，熱帯医学研修課程，TMGH研究科，九州大学・

医学部，山口大学・医学部，奈良県立医科大学，岐阜大学・医学部，熊本大学・医学部で，

リモート授業を織り交ぜながら講義を行った。

1 ．住血吸虫症に関する研究

　科学研究費・基盤研究（A）（海外学術）『ヴィクトリア湖湖畔における住血吸虫伝播ダイ

ナミクスと環境モニタリング』（平成29～令和2年度）を展開した。病害動物学分野・二見恭

子・皆川昇，免疫遺伝学分野・菊池三穂子・平山謙二，工学部・板山朋聡，ケニア拠点・金

子聰，神戸大学・源利文，リバプール大学 Prof. Russell Stothardとの連携を進めると共に，

Prof. Njenga（ESACIPAC, KEMRI）の研究グループとの共同研究体制を維持・強化した。ケ

ニア中央医学研究所 KEMRI やケニア・マセノ大学において承認されている研究計画に基づ

き，Mbita には Evans Asena, Ngetich Benardを配しヒトの疫学研究を進めると共に，現地 

CBO を活用して中間宿主貝の定点観測，DNA 抽出を継続した。奈良県立医科大学の王寺幸

輝・吉川正英と共に「in vitro住血吸虫発育システムの開発」研究を展開し（濱﨑・濱野），

中部大学の黒田玲子と共に「マンソン住血吸虫に対する中間宿主巻貝の感染抵抗性機序の解
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明」を目指した研究に着手した（濱﨑・濱野）。

　公益社団法人グローバルヘルス技術振興基金（GHIT）の資金による住血吸虫症の新規モ

ニタリング法の開発（DTECT-Schistoプロジェクト，GHIT Fund 2017-272）をライデン大学，

リガチャーと共に展開した。また，TMGH 北潔・ダニエルグループと抗住血吸虫活性を有す

る化合物探索の共同研究を展開した。研究室ではマンソン住血吸虫 Schistosoma mansoni お

よび中間宿主である淡水産巻貝を継代維持して，各種研究や学生実習に供している。

・　 Mohammed ES, et al., PLoS Negl Trop Dis. 2020, 14(9): e0008518

・　 Sassa M, et al., PLoS Negl Trop Dis. 2020 ;14(8): e0008473.

2 ．フィラリア症ならびにその他の蠕虫疾患に関する研究と国際貢献

　ラボでは，マレー糸状虫 Brugia malayi，パハン糸状虫 Brugia pahangi および糸状虫の媒

介蚊であるネッタイシマカ Aedes aegypti を継代維持しており，TMGH 北潔・ダニエルグルー

プ，城西大学薬学部の准教授である武内智春らとの共同研究を継続した。土壌伝播蠕虫に関

しては，英国自然史博物館との共同研究として「DeWorm3プロジェクト」（ビル&メリンダ・

ゲイツ財団）に参画し，土壌伝播蠕虫症の撲滅に向けた世界規模の疫学研究の一環として高

感度検出法を用いた国内の現況調査を実施した（長谷川・濱野）。

・　 Hasegawa M, et al., Parasit Vectors. 2020; 13(1): 6

3 ．アメーバ赤痢およびリーシュマニア症に関する研究

　平成27年度に GHIT に採択されたオハイオ州立大学（米国），マギル大学（カナダ），

NIH・FDA（米国）との国際共同研究 “Live attenuated prophylactic vaccine for leishmaniasis” 

に関して研究を進めた。具体的には CRISPR-Cas 技術で作成された centrin 遺伝子欠損 

Leishmania major の生ワクチンとしての安全性と免疫付与・感染防御効果を確認し，GLP/

GMP規格の製品生産を可能とする次期大型予算を獲得し研究開発を進めた（GHIT Fund 

2018-102）（ムサ・濱野）。またリーシュマニア皮内テストの研究開発に向けた大型予算を獲

得した（GHIT Fund 2019-213）。本製品よって疫学調査や免疫状態の評価が可能となる。さ

らにシャーガス病に対する生ワクチン開発のための予算を獲得した。本プロジェクトでは遺

伝子編集技術を用いて cyclophilin 19 (Cyp19) 欠損株を作成し，その安全性と免疫付与・感染

防御効果を確認する（GHIT Fund 2019-102）。また赤痢アメーバ症の病態形成と重症化のメ

カニズムを理化学研究所と共同研究のもと免疫学的に解明し，その成果を学術誌へ論文投稿

した（中村・濱野）。さらに，感染症研究革新イニシアティブ（J-PRIDE, AMED，平成29年～）

に採択された「赤痢アメーバ“含硫脂質代謝”を標的とする阻害剤探索」に関する共同研究を

継続した（見市・濱野）。
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・　 Zhang WW, et al., Nat. Commun., 2020, 10; 11(1): 3461.

・　 Nakamura R, et al., iScience. 2020; 23(9): 101544.

・　 Mousa EAA, et al., Parasitology 2020, 147(12): 1305-1312.

4 ． 6 　免疫遺伝学分野

　当研究室では，幅広い感染症，とりわけ ₁ ）デング熱， ₂ ）マラリア， ₃ ）シャーガス病

に関連する以下のような問題に着目し，免疫学的・遺伝学的解析を行っている。

₁）デング熱は，不顕性感染の症例も多い蚊媒介性の熱性疾患として知られているが，重症

例では死に至る場合がある。そのため重症化に至る可能性が高い症例を早期に発見できる感

度・特異度の高い診断法（早期予測因子による）が求められている。また，ワクチン開発では，

これまで主に抗体誘導が目指されてきたが，近年 T細胞などが働く細胞性免疫の重要性が示

唆されている。しかし，その機序は未だ不明なことが多い。 ₂）マラリアに関しては，十分

に実用的なワクチンが開発できていないこと，また，抗マラリア薬に対しては，すぐに耐性

が生じてしまうことが問題になっている。このような現状から，新たな作用機序を有する優

れた新規抗マラリア薬の開発が常に求められている。 ₃）シャーガス病は，（前述のデング

熱同様に）＂顧みられない熱帯病＂に分類される疾患である。急性期には感冒に類似した症

状でおさまることが多いが ,10年ほどの比較的長い潜伏期の後に巨大結腸症や心肥大などの

慢性合併症を来すことが知られている。これら慢性期病態の発症機序やその予防法，さらに

は慢性感染症の治療薬の開発など，ラテンアメリカに在住する ₁  千万人以上の慢性感染者

や30万人の新たな感染者を抱える感染症の制御は大きな課題となっている。

　教室では各疾患の問題点に対して研究テーマを設定し，令和 ₂（2020）年度には代表的な

ものとして総括で述べるような研究成果をあげ，論文として報告している。

1 ．主な研究テーマ

・　デング熱における重症化早期予測因子の解明とその応用

・　デング熱における細胞性免疫の特にヒトT細胞応答性の解析

・　マラリアワクチン候補分子の同定とそれに関連する免疫応答性の解析

・　マラリア原虫抗原及び宿主免疫関連遺伝子の遺伝子多型と防御免疫の関連解析

・　フェノタイプあるいは標的分子を用いた新規抗熱帯熱マラリア・シャーガス薬開発

・　 ボリビアにおけるシャーガス病患者の薬剤感受性，合併症発症に関する遺伝学的・免疫

学的解析
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2 ． 令和 2 年度の総括

（ ₁） マラリアの高度流行地であるナイジェリア東北部における薬剤耐性マラリアの遺伝

子変異に関する調査を行い合剤の独立した耐性遺伝子変異の時間的な推移について

興味深い結果を得た。この研究は世界銀行の支援によるアフリカ地域の重点大学に

おける研究拠点事業の一つとして行われており，長崎大学は重要なパートナーとし

て貢献した。事業自体はさらに ₅年延長され継続している。

 　 Adamu A, Jada MS, Haruna HMS, Yakubu BO, Ibrahim MA, Balogun EO, Sakura T, 

Inaoka DK, Kita K, Hirayama K, Culleton R, Shuaibu MN. Plasmodium falciparum 

multidrug resistance gene- ₁  polymorphisms in Northern Nigeria: implications for the 

continued use of artemether-lumefantrine in the region. Malar J. 2020 Nov 

30;19( ₁ ):439. doi: 10.1186/s12936-020-03506-z. PMID: 33256739 Free PMC article.

（ ₂） デング熱に関するベトナム拠点をベースとした研究については，熱研の拠点が開始

された2005年から継続して行われているが，第 ₃ 期の2015年から ₅ 年にわたって

ベンチエ市の総合病院とホーチミンパスツールを中心に，重症デングの早期予測因

子および急性期のT細胞応答性の重症度による相違点について病院コホートを設定

し，200名以上の入院患者を約 ₃週間追跡し，外来時，入院中，及び退院後 ₂週間の

₃ 期にわたる変化を末梢血を指標に観察した。予測因子についてはすでに前年度ま

でに ₂ つの大きな因子について報告したが，フローサイトメトリーによるT細胞分

画の動態解析については，今回Frontiers in Immunologyに掲載され，特にCD ₈ T細

胞の誘導性に重症デングで問題があることが示された。今後の細胞性免疫応答の研

究に重要な知見をうることができ，2021年度の科学研究費にCD ₈ T細胞のシングル

セル解析を申請し採択された。

 　 Manh DH, Weiss LN, Thuong NV, Mizukami S, Dumre SP, Luong QC, Thanh LC, 

Thang CM, Huu PT, Phuc LH, Nhung CTH, Mai NT, Truong NQ, Ngu VTT, Quoc DK, 

Ha TTN, Ton T, An TV, Halhouli O, Quynh LN, Kamel MG, Karbwang J, Huong VTQ, 

Huy NT, Hirayama K. Kinetics of CD ₄ + T Helper and CD ₈ + Effector T Cell Responses 

in Acute Dengue Patients. Front Immunol. 2020 Sep 24;11:1980. doi: 10.3389/

fimmu.2020.01980. eCollection 2020. PMID: 33072068 Free PMC article.

（ ₃） 平山の指導するリーディングプログラムの博士課程大学院生であるナイジェリア出

身のPembi Emmanualはナイジェリア東北部のAdamawa州でのイスラム過激派によ

る政治的な混乱が結核対策プログラムにいかに影響したかについて， ₇年間のレト
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ロスペクティブ研究を行い，周辺部での大きな影響について詳細な解析結果を

BMJOpen誌に報告し，博士論文としても評価され，博士（医学）リーディングプロ

グラムを授与された。

 　 Pembi E, John S, Dumre SP, Ahmadu BU, Vuong NL, Ebied A, Mizukami S, Huy NT, 

Cuevas LE, Hirayama K. Impact of political conflict on tuberculosis notifications in 

North-east Nigeria, Adamawa State: a ₇ -year retrospective analysis. BMJ Open. 2020 

Sep 16;10( ₉ ):e035263. doi: 10.1136/bmjopen-2019-035263. PMID: 32938590

（ ₄ ） 同じく平山の指導する医歯薬学博士課程の望月はトリパノソーマ原虫の呼吸鎖に関

係する酵素群について，TMGHの北教授，稲岡准教授の指導の下に生化学的な解析

を行いユニークな酵素の機能について報告した。この酵素の機能については，同教

室の修士課程の学生が阻害剤のスクリーニングを行い，また同じく博士課程の学生

が結核菌への遺伝子導入実験を行うなどさらに広がりのある研究へと発展している。

本人は学取得後米国でポスドクをおこなっている。

 　 Mochizuki K, Inaoka DK, Mazet M, Shiba T, Fukuda K, Kurasawa H, Millerioux Y, 

Boshart M, Balogun EO, Harada S, Hirayama K, Bringaud F, Kita K. The ASCT/SCS 

cycle fuels mitochondrial ATP and acetate production in Trypanosoma brucei. Biochim 

Biophys Acta Bioenerg. 2020 Aug ₄ :148283. doi: 10.1016/j.bbabio.2020.148283. Online 

ahead of print.Biochim Biophys Acta Bioenerg. 2020. PMID: 32763239 

（ ₅） 同じく平山の指導する医歯薬学博士課程のテクレマイケルは漢方薬から抗マラリア

薬をスクリーニングする研究を富山大学和漢医薬学研究所の小松教授らと共同で行

い，黄連という生薬およびその主要な化合物であるコプチシンが著名な抗マラリア

活性を持つことを見出した。なおこの化合物は抗シャーガス活性も有することが見

出されており，その薬効メカニズムについて更なる解析が進行中である。

 　 Teklemichael AA, Mizukami S, Toume K, Mosaddeque F, Kamel MG, Kaneko O, 

Komatsu K, Karbwang J, Huy NT, Hirayama K.　Anti-malarial activity of traditional 

Kampo medicine Coptis rhizome extract and its major active compounds. Malar J. 

2020 Jun ₈ ;19( ₁ ):204. doi: 10.1186/s12936-020-03273-x.Malar J. 2020. PMID: 

32513250 Free PMC article. 

（ ₆） シャーガス病の国内調査についてTMGHの博士課程 Iglesiasが対象者の意識や知識

に関する調査結果をBMJOpenに発表した。
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 　 Iglesias Rodríguez IM, Mizukami S, Manh DH, Thuan TM, Justiniano HA, Miura S, 

Ito G, Huy NT, Smith C, Hirayama K. Knowledge, behaviour and attitudes towards 

Chagas disease among the Bolivian migrant population living in Japan: a cross-

sectional  study.  BMJ Open. 2020  Sep 14 ;10( ₉ ):e032546 .  doi :  10 .1136/

bmjopen-2019-032546. PMID: 32928842

（ ₇ ） その他，デング熱に関するシステマティックレビューや抗マラリア活性と抗へモゾ

イン活性の関連に関する詳細な解析結果などが論文として発表された。

 　 Morsy S, Hashan MR, Hieu TH, Mohammed AT, Elawady SS, Ghosh P, Elgendy MA, 

Le HH, Hamad WMA, Iqtadar S, Dumre SP, Hirayama K, Huy NT. The association 

between dengue viremia kinetics and dengue severity: A systemic review and meta-

analysis. Rev Med Virol. 2020 Aug 28:e2121. doi: 10.1002/rmv.2121. Online 

ahead of print. PMID: 32856357 Review.

 　 Tam DNH, Tawfik GM, El-Qushayri AE, Mehyar GM, Istanbuly S, Karimzadeh S, Tu 

VL, Tiwari R, Van Dat T, Nguyen PTV, Hirayama K, Huy NT. Correlation between anti-

malarial and anti-haemozoin activities of anti-malarial compounds. Malar J. 2020 Aug 

3 ．学会等の活動状況
氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

平山謙二・教授 日本寄生虫学会理事 日本寄生虫学会
平山謙二・教授 日本熱帯医学会評議員 日本熱帯医学会
平山謙二・教授 日本組織適合性学会評議員 日本組織適合性学会
平山謙二・教授 米国熱帯医学会会員 米国熱帯医学会
平山謙二・教授 科学研究費委員会専門委員 独立行政法人日本学術振興会
平山謙二・教授 日米医学学術委員 日米医学協力研究会
平山謙二・教授 会長 長崎シンガポール・マレーシア協会

平山謙二・教授 議長 アジア西太平洋地域倫理委員会
（FERCUP）

平山謙二・教授 帯広畜産大学原虫病研究センター
運営委員会委員 帯広畜産大学原虫病研究センター

平山謙二・教授 研究評価委員会委員 国立感染症研究所
菊池三穂子・講師 評議員 日本熱帯医学会
成瀬妙子・特任研究員 日本組織適合性学会理事 日本組織適合性学会

4 ．市民講演会，アウトリーチ活動

（ ₁）17回 医学研究のための倫理に関する国際研修コースの開催

 代表者：佐々木均教授
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 主催者：平山謙二教授 , Juntra Laothavorn教授主　催：長崎大学熱帯医学研究所

 共　催： 東京有明医療大学，昭和大学，国立病院機構総合医療センター治験研究部

治験推進室，アジア太平洋地区倫理委員会連絡会議（FERCUP），Strategic 

Initiative for Developing Capacity in Ethical Review （SIDCER），長崎大学熱帯

病・新興感染症制御グローバルリーダー育成プログラム

 日　時：2020年 ₈  月17日～19日

 場　所： 長崎大学グローバルヘルス総合研究棟大セミナー室（坂本キャンパス）及

びZOOMによるウェブシステムでの参加および講義を含む。

4 ． 7 　感染生化学分野

　研究グループの方針は「基礎研究を通して人類の向上と福祉をめざす事」であり，代謝調

節と生体膜の生化学および分子生物学などの純粋な基礎生物学的研究とこれに基づいた創薬

研究を行なっている。中でも抗感染症薬，抗がん剤の候補として天然化合物の重要性に着目

している。さらに国際的な医療問題に対する共同研究を含めた指導，調査による研究室外の

活動（中南米，東南アジア，アフリカ等の発展途上国や欧米の先進国）など異なった分野の

融合を積極的に試みている。

　また学内，特に熱帯医学研究所とは積極的に共同研究を行っており，中でもウイルス学分

野，新興感染症学分野，原虫学分野，寄生虫学分野，分子感染ダイナミックス解析分野とは

寄生虫およびウイルス感染に関して緊密な連携をとって研究を進めている。

1 ．研究活動

（ ₁）マラリア

　ヘム合成における初期段階の中間体である ₅ -アミノレブリン酸　（ ₅ -ALA）はサプリ

メントとしても市販されているが，2009年に抗マラリア活性がある事を in vitroの実験か

ら見出した。その後，マウスでも効果が示され，回復したマウスには長期の免疫が成立

していた。現在，この結果をヒトで検証する目的でネオファーマジャパン，国立国際医

療研究センターなどとの共同研究でラオスでは無症候感染者への効果を調べる臨床研

究，またタイでは発症者に対する効果の治験の準備を進めている。
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（ ₂）トリパノソーマ症

　中南米でシャーガス病を引き起こすTrypanosoma cruziおよびアフリカにおいてヒトの

睡眠病や家畜のナガナ病を引き起こすT. bruceiのミトコンドリアエネルギー代謝を標的

とする創薬研究を進めている。特に，宿主ミトコンドリアには保存されていない T. 

brucei のシアン末端酸化酵素の特異的阻害剤であるアスコフラノンに関してはその生合

成遺伝子を全て同定して安全な微生物に導入し，大量合成の基盤を構築した事から実際

にアフリカで家畜を用いた感染・治療実験を開始する。

（ ₃）エキノコックス症

　最近，北海道のみでなく愛知県（知多半島）でも野生のイヌの便から虫卵が検出され

問題となっているエキノコックスの幼虫にミトコンドリアの呼吸鎖を阻害する上述の抗

トリパノソーマ薬候補アスコフラノン（フマル酸呼吸の末端酸化酵素としての複合体 II 

阻害）と抗マラリア薬アトバコン（複合体 III阻害剤）の併用が極めて高い効果を示す事

を見出した。これは肝臓に寄生する幼虫のエネルギー代謝が嫌気と好気の両者の呼吸に

依存している事を示している。現在用いられているアルベンダゾールは殺虫作用がなく，

投薬の中止によって再発する事から新規薬剤の開発が喫緊の課題となっており実用化を

めざして研究を進めている。

（ ₄）抗ウイルス・抗がん剤の開発

　寄生虫は病原体の中で唯一真核生物に分類される事から，特効薬は少なく真に有効な

ワクチンはない。一方，抗がん剤が抗ウイルスあるいは抗寄生虫活性を持つ例は少なく

ない。これは病原性ウイルスが真核細胞に感染し宿主の系を用いて増殖し，また寄生虫

は自身が真核生物である事を考えれば不思議ではない。実際にアスコフラノンは抗ウイ

ルス・抗がん作用を持つ天然化合物として見出された天然化合物である。そのメカニズ

ムは最近，ピリミジン合成系の第 ₄  酵素であるミトコンドリアのジヒドロオロト酸脱

水素酵素が標的である事が判り，実際にアスコフラノンは低栄養・低酸素下でのすい臓

がん由来細胞の増殖を阻害し，またマウスを用いた移植がんでも効果を明らかにしてい

る。また，抗ウイルス作用についても高病原性ウイルスへの効果を示す結果を得ている。

そしてつい最近，抗マラリア薬として開発中の ₅ -ALA が試験管内での実験から新型コ

ロナウイルスの増殖を完全に阻害する事をウイルス学分野，新興感染症学分野，分子感

染ダイナミックス解析分野との共同研究から見出した。さらにこの成果は長崎大学病院

の感染制御教育センターにより人体への治療効果を検証する特定臨床研究へと進んでい

る。
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4 ． 8 　生態疫学分野

　本分野では，実態把握と実態の把握から始まる新たな研究への展開を目指し，分子生物学

や最新の情報技術も駆使しつつ，広く疾病・健康状態を監視するシステムとそのツールの開

発，さらには得られた新たな知見からの次世代研究へと繋げる活動を行っている。

1 ．�貧困層を中心とする複数感染症の一括・同時診断技術開発と広域的監視網の構築に関す

る研究

　アフリカにおいては，顧みられない熱帯病（Neglected Tropical Diseases: NTDs）が蔓延し，

その実態把握もままならない。幾つかの NTDs は，感染分布も重複していることから，複数

のNTDs を同時に監視する事が出来れば，効率よくその実態の把握と対策の評価を行うこと

ができる。本分野では，Multiplex 技術を用いた複数の感染症に対する抗体価の同時一括測

定技術の開発を展開しており，さらには，その技術を用いたサーベイランス（監視網）の整

備にむけての研究も展開している。

2 ．ケニアとラオスにおける HDSSの運用

　開発途上国では，住民登録が未整備な地域も多く，疫学調査を展開するに当たり，地域住

民の基礎統計も算出できない。そこで，調査地域に居住しているすべての住民を登録し，そ

の出生，死亡，移動，健康関連情報などを定期的に更新し，長期に追跡しるための仕組み

（HDSS：人口登録動態追跡システムという）を展開している。本研究分野では，ケニアプロ

ジェクト拠点における Mbita ならびに Kwale と，ラオスのラハナム地区，セポン地区の

HDSS に対して，技術支援をすると共に同地域における健康問題に関する研究も行っている。

3 ．アフリカにおける地域特性を考慮した乳幼児の健康改善モデル構築に関する疫学研究

　ケニアの地方（辺縁地域）であるクワレ地区は，ケニア国内においても最も貧困である地

域の一つであり，乳幼児死亡も高く，また，子供の栄養状態が悪いことから，stunting（月

齢に対する標準に比べて，身長が低い）の割合も高い。そこで，妊婦登録と乳幼児登録により，

新生児の把握とその追跡，さらには，乳幼児の健康に関する疫学 研究を展開し，新生児死亡

や stunting を予防するための要因の把握に関する研究を展開している。平成29年度からは，

あらたにクラウドベースの母子手帳登録システム（Women and Infant REgistration system: 

WIRE）を開発し，同地区の数カ所の医療施設において， 母子の電子登録を開始した。それと

ともにNEC 研究所とともに，新生児の生体認証煮関する研究開発も平行で実施している。
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4 ．寄生虫疾患の分子基盤解明を目指す研究

　世界的に重要な住血吸虫症，赤痢アメーバ症ならびにリーシュマニア症の分子基盤を解明

しようとしている。これらの研究結果を フィールド研究に還元することを目指している。

5 ．マイセトーマ（菌種）に関する環境疫学的研究

　スーダンにおいて公衆衛生学的問題となっているマイセトーマ（NTDs の一つ）に関する

環境DNAの測定，さらには疫学的調査を通じた環境疫学研究を実施している。

6 ． 3 Dプリンター技術を用いた調査ツール・技術開発

　マレーシア大学サバ校及び英国の研究チームと共にサルマラリア媒介蚊の研究への応用に

取り組んでいる。

4 ． 9 　国際保健学分野

　当分野の研究は， ₁）「生態系と感染症」の関係を研究するユニット， ₂）「環境や気候変

動と感染症」の関係を研究するユニット， ₃）「時間軸のなかでの感染症」を再構築し研究

するユニット， ₄）「歴史感染症学」を研究するユニットに大きく分かれる。そうした研究

ユニットを貫く共通概念を，「空間軸」と「時間軸」に置く。空間的広がりと時間的広がり

のなかで，感染症流行の様相を比較し，その多様性を理解する。あるいは，そうした広がり

のなかにおける，微生物の遺伝的多様性を，適応・進化といった側面から理解することを目

指す研究である。具体的には，実地疫学，分子疫学，統計・数理モデリング，微量 DNA の

検出技術，次世代シーケンサー，バイオインフォマティクス，分子進化学を駆使し，多種多

様なアプローチによって解析の糸口を探る。このような自然科学研究に，文献資料に基づく

歴史学的アプローチを加え，双方が共通の課題に取り組むことで，生物と社会の関係につい

て広く理解することが可能となる。

　もうひとつの柱である社会貢献は，分野の特性から国際貢献を行うことを目指す。企業に

「企業の社会的責任（CSR：Corporate Social Responsibility）」という言葉があるように，大学

にも社会的責任があると考える。当分野における社会的責任の一つが，国際貢献であると考

える。国際貢献としては，以下の ₃  つのことを行う。第一に政策提言，第二に現場におけ

る開発協力，第三に緊急援助等である。こうした取り組みを通して国際社会への貢献を行う。
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1 ．病原体の分子進化，感染自然史

（ ₁）HTLV- ₁ を始めとした性感染症の拡散予測モデルの構築と，その進化戦略の解明

　性感染症は主に性感染で感染を広げる感染症だが，母子感染も重要な感染経路として

存在する。そのため，性感染症の効果的な拡散防止戦略を提案するためには，性感染と

母子感染を同時に考慮し，世代を超えた感染動態の長期予測が不可欠になる。ここでは，

様々な数理モデリング（数学解析やコンピュータ・趣味レーション）の技法を用いて性

感染症の拡散予測モデルを構築し，性感染症の蔓延防止に貢献する。

　さらに疫学的な貢献だけでなく，性感染症の生態・進化的側面にも注目している。例

えば，HTLV- ₁ の性行為による感染率は一見かなりの低確率だが，縄文時代から2300年

以上に渡って風土病として日本人と共存してきたと言われる。そこで，性感染症全般で

「なぜ性感染症は絶滅しないのか」という適応進化の疑問として捉え，この進化戦略の

解明に取り組んでいる。

（ ₂）動物感染症，人獣共通感染症の循環と生態学的理解

　病原性の獲得は本質的には生物戦略であり，自然環境課における宿主と病原体の関係

がどのような生態的バランスにおいて発生，変化しているのかを理解することが重要で

ある。ヒトの病原体と自然環境の接点は人獣共通感染症にあり，さらには野生動物にお

いて循環・定着している感染症とその病原体を知ることが，そうした現象理解への新た

な糸口となる。本課題では，抗酸菌種や下痢原性大腸菌群の病原遺伝子，宿主スペクト

ルおよびその病原性を研究対象とし，途上国との連携やフィールド調査，症例分析を通

して病原体の分離同定，遺伝的多様性解析を行っている。

（ ₃）日本における結核菌の遺伝的特異性とその来歴

　結核菌は結核患者の咳などによって拡散する病原体である。結核菌には複数の系統群

が存在しており，それぞれの系統群が地域特異的に定着している。東アジアでは「北京型」

と呼ばれる系統群が定着しており，わが国では分離株の約 ₈  割が同群に属している。

この中で，「祖先型」と細分類された亜系統群は日本において優先的に分離されること

が知られているが，周辺国を含めて分離例が少ないことから，日本固有の疫学的背景や

何らかの適応進化がその理由として考えられる。本課題では，現代株の比較ゲノムと分

子進化，過去の結核患者の古病理標本を材料とした微量 DNA の調査分析，歴史学的調

査といった多角的アプローチにより，日本における結核菌のルーツと履歴を検証し，さ

らにはそれが現代に及ぼす影響を探る。
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（ ₄）文献資料を用いた感染症流行の再現

　おもに文献資料を用いて過去数百年における日本の感染症流行状況の再現を行う。対

象としては，江戸時代の天然痘，明治時代のコレラ，戦前から戦後にかけての結核，戦

後直後の三日熱マラリア等，日本社会に多大な影響をもたらした事例を取りあげている。

過去の感染症流行については，いずれも歴史学ないしは社会経済史など，文献資料のみ

を用いて，人文・社会学的手法によって研究されてきた。本分野では，天然痘について

は数理疫学による伝播パターンの追求，結核については遺伝型別に基づく結核菌の分子

疫学研究などを，文献資料の分析と合わせて用いることで，過去の感染症流行の実態に

迫ることを目指している。

2 ．寒冷高地への適応と生活習慣病に関する疫学研究

　中国西北部（四川省，青海省，チベット自治区）およびネパール北部，アンデス，エチオ

ピアの海抜3500m を超える高地居住者の間で問題となっている肥満，糖尿病，高血圧などの

生活習慣病が，どのような原因に基づくものであるのかを疫学的に解明することが目的で

ある。

　長期的な視野に基づき，次の二つの点から本問題にアプローチしている。第一に，伝統的

に継承されてきた塩分多量摂取という歴史文化的適応が，結果的に現代の生活習慣病を増加

させる要因となっていないかという点である。第二は，数千年に及ぶ高地居住のなかで蓄積

された遺伝的変化，すなわち身体的適応と，生活習慣病との関係である。本研究では，これ

らについて，現地住民の食生活調査および身体計測によりデータを採取する。

　本研究では，高地居住者が，歴史文化的および遺伝子的適応をどのように行ってきたのか

を踏まえ，これらが生活習慣病を増幅させる要因となっていないかを疫学的に明らかにする。

その上で，高地居住者にとってどのような健康増進の方法が望ましいのかを考えたい。

3 ．結核分子疫学に基づく伝搬経路推定

　結核分子疫学は，結核菌の遺伝的多様性をマーカーとして患者由来株の異同または相同性

を判定し，感染源や伝搬経路を推定することを目的とする。

　本邦では，東アジア地域の定着株である北京型結核菌において分解能が高い JATA（12）- 

VNTR 型別分析が標準法として有効であり，地方衛生研究所（地衛研）を中心に普及が進め

られている。しかしながら，数十年にわたる潜伏や患者の長距離移動など，様々な理由のた

め遺伝多型解析のみでは結核の伝播経路の正確な追跡は難しく，患者情報をはじめとした多

様な疫学情報を駆使することが不可欠である。
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4 ．特殊環境下に居住する住民の腸内細菌叢の解析

　ヒト腸管内には膨大な数や種類の微生物が存在し，常在細菌叢と呼ばれる微生物の集団を

形成しており，ヒトの健康の維持に重要な役割を担っていることが報告されている。常在細

菌叢は各人固有の構成を有しており，生活する環境や摂取する食事などに応じて細菌種の構

成が変化することが知られている。近年では，microbiomeと呼ばれる次世代シークエンサー

を用いた解析により，ヒトの腸管内や皮膚に存在する細菌種の構成が明らかになりつつある。　

当分野では，特殊環境下（高地や砂漠など）で生活する住民の常在細菌叢を明らかにするこ

とで，環境適応に特徴付けられる細菌種の構成が認められるのかを検証するということを計

画している。また同時に，それら特殊環境下で生活する住民から回収した糞便サンプルを適

切に保存する方法の確立も目指す。

4 ．10　国際健康開発政策学分野

　国際健康開発政策学分野は，2018年より熱帯医学・グローバルヘルス研究科の専属教授 ₃

名が兼務する形で旧社会環境分野から改組された。それぞれ小児保健・緊急援助，人類生態

学・エコヘルス，保健システム強化・公衆栄養学，を専門とするが，その専門領域に関わる

グローバルヘルス政策についての研究に携わり，グローバルヘルスの個別政策とグローバル

ヘルス全体の動向の両者に対する批判的かつ建設的な評価と提案を推進している。

1 ．エコヘルス研究，人類生態学的研究

（ ₁）　ラオスにおけるエコヘルス研究

　ラオス・サワンナケート県においてタイ肝吸虫症，メコン住血吸虫症，フォレストマ

ラリア，および，出産に関する人類生態学的研究を実施するとともに，環境を視野にい

れた公衆衛生学的研究を実施できる人材育成を実施した。また，ラオス国立大学教育学

部と共同で，エコヘルス教育の推進を図った。2021年より，科学研究費でメコン住血吸

虫の環境DNA研究，および，安全分娩キットの配布による安全な出産の促進研究をスター

トさせた。

（ ₂）ケニアにこえる人類生態学的研究

　長崎大学が1980年ごろから観察しているケニア沿岸部の調査地における様々な研究を

実施し，人口転換，健康転換，栄養転換の様相を明らかにする研究を継続している。
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（ ₃）換気に関する研究

　COVID-19の原因ウイルスSARS-CoV- ₂ についてはエアロゾル感染の重要性が指摘さ

れ，換気効率が着目されている。二酸化炭素を継続的に測定することにより，エアロゾ

ル感染，飛沫感染対策を推進させる研究に着手した。

2 ．小児保健，緊急援助等に関する実装科学Implementation Science 

（ ₁）コロナ禍における国際保健援助の実践に関する Implementation Science 　

　以前のフィリピンとケニアにおける保健サービス調査で軽視，弱体化がみられた現場

力は，コロナ禍の制限下，その重要性を再認識されつつある。コロナ禍による影響を，

保健援助プロジェクトの関係者からの聞き取りを元に検討した。援助スタッフの撤退，

遠隔業務による事業継続において，現地NGOやコミュニティ組織への委譲，現地行政

機関の自発な活動，受益者との直接対話，遠隔で可能な業務の気付きが促進される一方，

直接対面を通じた関係構築の停滞から，きめ細かい援助，モニタリング評価，会計チェッ

クが困難となり，現地主体の活動の質保証が課題として挙げられた。コロナ禍は，グロー

バルな再帰性・経路依存性による保健援助への影響の中で，現地に根ざした援助，住民

のエンパワーメント，援助協調の重要性を改めて提起している（グローバルヘルス合同

大会2020年で一部発表）。

（ ₂）ケニアにおいて継続可能なスナノミ症外用治療に関する無作為比較対照研究 

　ケニア西部においてスナノミ症に対する臨床研究として予定していた，ココナッツオ

イル+過酸化水素水と過マンガン酸カリウムの治験がコロナ禍で延期となったが，2019

年に実施した調査のフォローアップを行い，スナノミ症の罹患数と地域分布，研究実施

予定の学校と研究対象となる学童の罹患状況，研究協力を依頼する現地の医師，看護師，

コミュニティヘルスボランティア，学校教員，現地調達する薬品を再確認した。，また，

コミュニティヘルスボランティアのスナノミ症診断に関する研修を行った。

（ ₃）child-centered, family centered approach 

　子ども自らが権利を持つ主体であることを強調する「子どもの権利条約」に沿い，フィ

リピンの障がい児に対する包摂的排除（政策上は包摂されながらも現実には排除されて

いる現状）をコロナ禍の緊急事態下で検討し，保健医療サービスへのアクセスの制限，

家庭でのケア負担増加，他の兄妹の教育機会の喪失など会負の影響を認めている。
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3 . 保健システム強化・公衆栄養学

（ ₁）　マダガスカルにおける児童の栄養不良と学習能力の因果関係に関する研究

　マダガスカルのアナラマンガ県農村部に位置する公立小学校11校の ₁～ ₂ 年生（ ₉～

14歳）に就学する児童を対象に，栄養不良と学習能力（国語と算数の ₂科目）の因果関

係を推定した（Aiga H, et al. BMJ Nutr Prev Health 2021; ₄  （₁）: 18-29）。本研究はマダ

ガスカル国民教育省との協働で実施された。発育阻害（Stunting）が算数能力を阻害す

ることの因果関係が明らかにされた。この研究結果に基づき，国際協力機構は同県での

学校給食事業の改善案を検討することになった。

（ ₂）モザンビークにおける ₅歳未満児栄養不良の決定因子の研究

　モザンビークの最貧州のひとつであるニアッサ州において , ₅ 歳未満児の栄養不良（発

育阻害，低体重，消耗症，過体重，肥満）の有病率ならび栄養不良の決定因子を推定し

た（Aiga H, et al. BMJ Nutr Prev Health 2020; ₃  （₂）: 320-338）。本研究はモザンビーク

国立保健研究所との協働で実施された。生後 ₆～ ₈ か月における固形・半固形食物の未

導入が，発育阻害（Stunting）や低体重（Underweight）の決定因子であることが判明し

た。この研究結果に基づき，国際協力機構は同州におけるマルチセクトラル栄養プログ

ラムの詳細設計を行うことになった。

（ ₃）ナイジェリア都市貧困層を対象にしたmHealth研究

　ナイジェリア・ラゴス州の都市部の大規模スラム地区において，母親の携帯電話に送

られる予防接種のリマインダー SMSメッセージの ₅ 歳未満児の小児予防接種率へのイ

ンパクトを推定した（Kawakatsu Y, et al. Vaccine 2020; 38 （42）: 6600-6608）。2019年に

実施されたこのSMS介入試行ならびに評価はラゴス州保健省と協働で実施された。引き

続き同省と協力し，識字能力が低い母親にも有効であることが期待される文字メッセー

ジ形式ではなく音声メッセージ形式のmHealth介入の，産前健診・施設分娩・産後健診・

小児予防接種のサービス利用率への効果を解析・推定している。

4 ．11　病害動物学分野

　当分野では，主に感染症を媒介する節足動物の生理，生態，進化，分類及び防除について

研究を行なっている。特にアフリカとアジアの熱帯地方を中心に，デングウイルスを媒介す

る蚊とマラリア原虫の媒介蚊の研究を進めている。一方，本年度は新型コロナウイルスの流
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行もあり，海外でのフィールド活動が限られたため，これまで蓄積されたサンプルやデータ

の分析に主眼を置いた。

1 ．ヒトスジシマカの研究

　アジア起源とされているヒトスジシマカはデング熱やチクングニア熱の主要媒介蚊であり，

グローバル化によりその分布をアフリカ大陸まで広げている。コンゴ民主共和国においては，

すでに内陸部まで分布を広げていることを確認するとともに，環境要因をもとに東部高地を

除いたほぼ全土が生息に適していることを示した。一方，モザンビークの首都マプトでのヒ

トスジシマカの定着を東アフリカで初めて確認しており，その起源は地理的に近いマダガス

カルと推定されていた。しかし，東南アジアの集団とより遺伝的に近いことを明らかにした。

　ヒトスジシマカは日本土着の種であるため，海外から侵入した集団を形態的に確認するこ

とができない。そこで，九州の主要国際港に生息するヒトスジシマカの集団を遺伝的手法に

よって確認したところ，福岡の貨物ターミナルにおいて国内の集団と異なる集団を発見し，

海外から侵入した可能性が示唆された。

　長崎市においてフィールド調査と衛星画像のデータをもとに，長崎市内におけるヒトスジ

シマカの生息地を予測するモデルを開発した。

2 ．マラリア媒介蚊の研究

　マラリア媒介蚊の研究は，主に，西ケニアにあるフィールドで実施している。大阪市立大

学と共同で実施しているサトレップス事業（地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム）

において，新しく開発され蚊帳の効果試験を開始した。本年度はクラスター無作為化比較試

験を実施するために，全家屋及び人口調査を実施し，対象地域を選定した。

　上記サトレップス事業に採用される蚊帳のもととなった ₂種類の蚊帳のクラスター無作為

化比較試験を事前に実施しており，得られた分析結果をまとめた。蚊の殺虫剤抵抗性に対応

した住友化学のオリセットプラスは ,10歳以下の子供の感染（PCRベース）を26~33%ほど減

少させる効果が見られた。さらに，天井に住友化学のオリセットネットを貼ることで，屋根

とネットの間に蚊をトラップさせるとともに，家屋内に侵入した蚊を殺す“天井蚊帳”では，

感染を47%減少させる効果が見られた。

　マラウイ共和国におけるマラリア媒介蚊発生源対策の一環として，ドローンに搭載したマ

ルチスペクトルカメラによる空撮画像から，発生源の微小水域を特定することに成功した。

さらに，高倍率ズームカメラによって発生源の幼虫を撮影する試みを行った結果，高度20-

30mから水面の幼虫が直接撮影可能であることが分かった。さらに，撮影した空撮画像から，

機械学習により画像内の蚊幼虫を認識できる判別器（機械学習モデル）を試作した。
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3 ．長崎マラリアモデルの開発

　南アフリカで実施したサトレップス事業で開発したマラリアモデルを深層学習によって精

度を向上させる研究を開始した。

4 ．蚊の忌避試験装置の開発

　殺虫剤や忌避剤を処理した防蚊繊維の忌避性能を試験するための装置をカケンテストセン

ターとの共同研究により開発し，この装置を用いて，忌避剤のヒトスジシマカに対する効果

をより正確に評価することができた。また，この装置を用いた防蚊繊維忌避試験法は日本産

業規格（JIS）に制定され，さらに2022年の国際規格（ISO）制定に向けて作業中である。

5 ．アタマジラミのピレスロイド抵抗性調査

　沖縄県におけるアタマジラミ症例患者から得られたアタマジラミの虫体と卵のDNAを抽

出し，ピレスロイド抵抗性をもたらす電位感受性ナトリウムチャネル内に知られている ₃箇

所のノックダウン抵抗性（kdr）変異を分析した結果 ,90％以上に ₁ 箇所以上のkdr型変異を

確認し，沖縄県におけるアタマジラミのピレスロイド抵抗性の実態を明らかにした。

6 ．ベトナム拠点活動

　ベトナム拠点での活動は新型コロナウイルスの影響で限られたが，デング流行予測モデル

開発のため，現地共同研究者により南部ベトナムにおける媒介蚊サーベイランスデータの収

集を開始した。

4 ．12　臨床感染症学分野（熱研内科）

　当分野は，熱帯感染症を含む全身感染症，呼吸器感染症，HIV・エイズを対象として臨床

とサイエンスをつなぐ学際的研究を実施している。特に，病院ベースおよびコミュニティー

ベースの臨床疫学フィールドを立ち上げ，これらを基盤として質・量ともに疫学的価値の高

い情報と検体を蓄積させることで，臨床研究を展開してきた。また，当分野の最大の特徴は，

熱帯医学研究所唯一の臨床教室として，長崎大学病院において感染症内科診療と臨床教育に

従事していることにある。

　2020年度は，引き続き長崎大学病院感染制御教育センターによる新型コロナウイルス感染

症院内感染対策に全面的に協力，また，国際医療センター ₁階内科病棟・結核病棟（同年度

中はコロナ病床に転用，新型コロナウイルス感染症入院患者数のピーク時には ₇階病棟や12
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階病棟）において，長崎大学病院呼吸器内科や総合診療科等の関連医局と協力しながら，本

院における新型コロナウイルス感染症診療の主力として活躍した。

　当該年度における感染症内科への入院患者は144名，熱研内科と連携している総合診療科

（科長前田隆浩教授）への入院患者は79名であった。このうち，結核患者は ₈名，新型コロ

ナウイルス感染者は61名（感染症内科47名，総合診療科14名）であった。2018年から始まっ

た総合診療科との診療連携は順調であり，2020年 ₄ 月からは平戸市の事業である「へき地病

院再生支援・教育機構」のなかに「国際医療人育成室」が設置された。加えて，当該年度中（令

和 ₂ 年 ₄ 月 ₁ 日～令和 ₃ 年 ₃ 月31日）に院内の感染症コンサルト症例728症例の診療にも携

わった。紹介元診療科は多岐にわたる：高度救命救急センター・外傷センター88件，循環器

内科66名，整形外科41件，消化器内科71名，消化器外科38名，皮膚科27件，産婦人科36件，

泌尿器科21件，精神科33名，リウマチ・膠原病・代謝内科19名，耳鼻咽喉科27件，脳神経外

科35件，形成外科30件，口腔外科14件，心臓血管外科 ₇件，脳卒中センター・脳神経内科24名，

放射線科 ₅ 件，眼科 ₄ 件，血液内科 ₅ 件，腎臓内科 ₉ 名，小児科・小児外科 ₇ 名，その他。

また，週 ₁回の渡航外来では渡航前旅行者の予防接種・健康アドバイスを行っている。教育

面においても，医学部 ₄年次から ₆年次の病棟実習，初期・後期研修医の臨床教育に担当診

療科として深くかかわっている。

　2020年度に発表した症例報告（ケースシリーズを含む）としては，診断に苦慮した四日熱

マラリア症例を報告したものがある（Sugimoto T, et al., Trop Med Health 2020 Jun; Sano M, 

et al., BMC Infect Dis 2020 Nov）。尚，当教室が立ち上げに深く関与したベトナムでの小児呼

吸器感染症研究 （Althouse BM, et al., Sci Rep 2021 Mar; Miyahara R, et al., Sci Rep 2020 Apr），

およびフィリピンでの結核研究については（Edwards T, et al., Int J Tuberc Lung Dis 2020 Jul; 

Thi AM, et al, Trans R Soc Trop Med Hyg Jun 2020），小児感染症学分野，及び熱帯医学・グ

ローバルヘルス研究科の報告と重複するので割愛する。

1 ．結核を含む呼吸器感染症に関する研究

　昨年度まで当該分野の研究として記載していた呼吸器感染症研究については（Nemoto M, 

et al., ERJ Open Res 2020 Nov; Yasuda I et al., Vaccine 2020 May; Ito H, Sci Rep 2020 Jul; Furuse 

Y, et al., Emrg Infect Dis 2020 Sep; The Experts Members of the National COVID-19 Cluster 

Taskforce at Ministry of Health, Labour and Welfare Japan. Jpn J Inect Dis 2020 Nov; Nakata K 

et al., ERJ Open Res 2020 Jan），本年度より当該分野から独立した呼吸器感染症分野が引き続

き継続しているため詳細は割愛する。

　結核については，インターフェロンγ放出アッセイに一般的に用いられる活動期結核抗原

（ESAT ₆ /CFP-10）に加え，新潟大学の松本壮吉教授らの協力を得て非活動期の結核抗原
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（HBHA, Arc, MDP）に対する非Th ₁ 系サイトカイン反応を調べる研究を継続している。本

年度は，AMED・アジア地域における臨床研究・治験ネットワークの構築事業の事業 ₃「新

興・再興感染症領域」（班長　国立研究開発法人基盤・健康・栄養研究所霊長類医科学研究

センターの保冨康宏教授）に参画し，フィリピンの患者を対象として潜在性結核感染症の新

たな結核免疫評価法の開発に取り組み始めた。

2 ．HIV・エイズを含むレトロウイルスに関する研究

　当分野が先導し，タイ国立衛生研究所と共同で運営してきた北タイランパン病院HIV感染

者コホート研究から収集された検体とデータを用いた新たな研究成果が発表された

（Yanagisawa K, et al., PLoS One 2020 Dec）。本研究は，群馬大学医学部附属病院感染制御部

の柳澤邦雄博士らが，国内の横断的観察結果から提唱したニューモシスチス肺炎発症と患者

の自然免疫に関与する遺伝子のひとつであるマンノース結合レクチンの遺伝子多型との相関

関係を，本コホート研究を用いた縦断的観察によって確認したものである。

　さらにレトロウイルスベクターを用いた研究として，久保嘉直准教授は下記研究成果を挙

げた。ヒト免疫不全症ウイルス（HIV）やヒトT細胞白血病ウイルス（HTLV）などのレトロ

ウイルスはヒトに疾患を起こすだけではない。遺伝子工学により ₁回しか感染しないように

細工したレトロウイルスベクターは，医学生物学研究において目的の遺伝子を細胞に導入す

る遺伝子の運び屋として利用されている。更にレトロウイルスベクターは他のウイルスのス

パイク蛋白質を取り込み，その働きにより細胞に感染することが出来る。その機能を利用し，

BSL ₄ レベルでしか扱うことの出来ないエボラウイルス等の危険なウイルスも，そのスパイ

ク蛋白質を取り込んだ複製欠損レトロウイルスベクターを用いることにより，危険なウイル

スの感染機構の解明や感染を抑制する薬剤の探索を行うことが可能となる。

　遺伝子を細胞に導入するレトロウイルスベクターの場合，ウシに口内炎を誘導する

vesicular stomatitis virus のスパイク蛋白質（VSV-G）が広く用いられている。なぜなら

VSV-Gを取り込んだレトロウイルスベクターは多くの動物に感染し，他のウイルスのスパイ

ク蛋白質よりも非常に高い感染価を示すからである。しかし，VSV-Gがなぜそのように高い

感染価を誘導するのか不明であった。我々はVSV-GがレトロウイルスGag蛋白質を安定化し，

産生されるレトロウイルスベクター量が大きく増加することにより，感染価が高くなること

を突き止めた（Izumida M., et al., Front Bioeng Biotechnol 2020）。更に，その作用は宿主の

ezrinにより抑制されており，ezrinをノックダウンすると更に感染価の高いレトロウイルス

ベクターが構築できることを発見した。

　またレトロウイルスベクターを用い，まだあまり研究が進んでいなチクングニヤウイルス

の感染機構を解析した。その成果として，チクングニヤウイルスは感染する標体細胞に依存
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しエンドサイトーシスもしくはマクロピノサイトーシスにより細胞内に取り込まれるが，い

ずれの場合も感染は宿主のcathepsin Bプロテアーゼを必要とすることを突き止めた（Izumida 

M., et al., Viruses 2020）。

3 ．全身感染症を含む熱帯感染症に関する研究

　熱帯地における好酸球性髄膜炎の主要な原因は，広東住血線虫症だと考えられている。我々

は，北ベトナムハノイのバクマイ病院感染症病棟へ入院し髄液所見に異常が見られた患者

404名において臨床症状と寄生虫抗体検査やPCR検査を用いて詳細に調べたところ，髄液中

の好酸球増多を伴わない広東住血線中性髄膜炎患者の存在を示唆する結果が得られPLoS 

NTDへ発表した（Hiraoka T, et al., PLoS Neglected Tropical Diseases 2020）。

　ツツガムシ病（Orientia tsutsugamushi感染症）などのリケッチア感染症研究については，

ロンドン大学衛生熱帯医学大学院と協働して指導している博士論文候補生が南インドで実施

した疫学研究成果を発表した（Devamani CS, et al., Am J Trop Med Hyg 2020 Jul）。国内では

千葉県房総半島での日本紅斑熱の発生と野生動物の分布について解析した論文を発表した

（Matsuyama H,. J Vet Med Sci 2020 Dec）。

4 ．その他

　2020年 ₃ 月にフィリピン国内で新型コロナウイルス感染症第二波が到来し混乱の中，当分

野が中心となりウイルス学教室・ベトナム拠点および国立感染症研究所，さらには在フィリ

ピン日本大使館の協力を得て，国立感染症病院（サンラザロ病院）への新型コロナウイルス

PCR診断技術を早期移転するなどの診療支援を継続している。同時に中国国外では初の新型

コロナウイルス感染症死亡症例となった同病院の入院症例の症例報告（Edrada EM, et al., 

Trop Med Health 2020 Apr）を始め，同病院で診断された新型コロナウイルス患者の臨床疫

学的解析からフィリピンにおける第一波，第二波の特徴を記載した論文（Salva EP et al., 

Trop Med Health 2020 Jun），サンラザロ病院医療スタッフの感染は患者からの院内感染では

ないことを示し，最前線に立つスタッフに自信をもたらした論文（Sayo AR, et al., J Clin 

Tuberc Other Mycobac Dis 2020 May; Villanueva AMG, et al., Am J Trop Med Hyg 2020 Jul）を

発表した。さらにMultiplex PCRを用いてCOVID-19感染者疑い患者に検出された他のウイル

ス感染症に関する論文も発表した（Agrupis KA et al., Trop Med Infect Dis 2021 Mar）。また，

COVID-19感染症対策を国際比較した論文にも協力した（Lu G et al., Glob Health Action 2021 

Jan）。

　ネパールにおいて，2015年の大地震で被災した小児の栄養状態関する影響に関する研究

（Dhoubhadel BG, et al., Trans R Soc Trop Med Hyg 2020 Jun）や小児の尿路感染症起炎菌の
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薬剤耐性に関する研究（Raya GB, et al., Trop Med Health 2020 Aug）を発表した。

4 ．13　呼吸器感染症学分野

  当分野では，主に国内の成人呼吸器感染症とネパールにおける小児感染症に関する疫学

研究を行っている。2020年11月をもって開設された分野であるが，在籍する研究者らが臨

床感染症学分野所属時に従事してきた研究をさらに発展させて行っている。

　成人呼吸器感染症疫学については，2011年から2014年まで全国で行った肺炎のサーベイ

ランス（Adult Pneumonia Study Group-Japan，以下APSG-J研究）で得られたデータや検

体の解析を続けている。当分野が開設されるまでに10件の論文がすでに雑誌に掲載され，

世界でも最も高齢化が進む社会における高齢者の肺炎およびその実態・予防について提言

を行ってきた。また，2016年から開始した，成人肺炎球菌性肺炎の血清型分布に関するサー

ベイランスは，2019年からは西日本に参加施設を拡大して2020年度も継続した。この研究

で集積された近年の成人肺炎球菌性肺炎の血清型の変化に関するデータは，日本の高齢者

肺炎球菌ワクチンの方針決定にも貢献している。

　一方，肺炎球菌感染症の重要な最初の段階として知られている上気道の保菌についても

2018年から自宅に在住している高齢者で調査をおこない報告しているが，この時に得られ

た検体を用いた研究をも行っている。

　2019年12月から世界に拡大したとされる新型コロナウイルス（SARS-CoV- ₂ ）感染症に

ついては，2020年 ₂ 月から厚生労働省クラスター対策班に参加し，その一員としての論文

作成への参加，また ₄ 月から発生した長崎市クルーズ船アウトブレークにおいても，クラ

スター対策班として疫学チームを担当したことからこのデータの解析を行った。

1 ．国内の成人呼吸器感染症疫学研究

（ ₁） 肺炎球菌性肺炎血清型分布サーベイランス

　2016年から開始している肺炎球菌性肺炎の患者から分離された肺炎球菌を収集し，膨

化反応によって血清型を決定し，その血清型分布を観察する研究である。これまでに，

小児の蛋白結合型ワクチン (PCV13)の定期接種により，間接効果でPCV13に含まれる血

清型が減少していることを示しているが，その後分離された菌株の分析を進め，PCV13

に含まれる血清型の減少は下げ止まっている可能性を見出している（論文投稿準備中）。
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（ ₂）APSG-J研究

　2011年から2014年まで国内四施設で行った成人肺炎サーベイランスのデータを分析

し，緑膿菌による肺炎の臨床像を明らかにした。この解析によると，成人市中肺炎のうち，

喀痰グラム染色を用いることで0.9％が緑膿菌肺炎であると判断され，その特徴として基

礎疾患に肺結核後遺症，慢性閉塞性肺疾患，気管支拡張症が多い傾向にあった。市中肺

炎において緑膿菌をターゲットとした抗菌薬のあり方に一石を投じた。（Ann Am Thorac 

Soc . 2021;18:1475-1481）。

（ ₃）SARS-CoV- ₂ 感染症（COVID-19）の疫学

①　長崎市クルーズ船アウトブレーク調査

　長崎市で2020年に発生したクルーズ船乗組員における，COVID-19アウトブレー

クにおいては149例におよぶ検査陽性者が発生し，当教室は疫学グループとして対

応に加わった。ここで得られた疫学データを様々な角度から分析し，論文として投

稿した。

②　 COVID-19の軽症，重症者数の統計数は経時的に変化するが，実際に感染者がどの程

度の割合で，何日経過したら軽症から中等症さらに重症となり，または重症から改

善していくのか正確な統計情報はない。これらの情報を把握してより正確に疾病負

荷を算出するため，大阪府におけるCOVID-19の公的データを利用して解析を加えた。

（ ₄）高齢者肺炎球菌保菌研究とその付随研究

　高齢者施設においても肺炎球菌は重要な肺炎の原因病原体である。高齢者施設におい

て，上気道の肺炎球菌保菌がどの程度存在し，どのように伝播しているのかを明らかに

するための前向きコホート研究を計画した。COVID-19の流行により高齢者施設への立

ち入りが制限され，開始は次年度の予定となった。

　この研究に関連し，高齢者においては培養での検出が難しく，唾液から分子生物学的

手法（PCR）によって肺炎球菌を検出することが多い。これまでは lytAを使用していたが，

口腔内にはその他の連鎖球菌も多くその特異性に課題があった。高齢者施設のコホート

を前に，より特異的とされるpiaBやSP2020をターゲットとして加えたmulti-plex PCRシ

ステムを開発した。

　また，2018年に肺炎球菌の保菌研究を行う目的で収集した，市中に在住している504

人の高齢者の上気道にどのようなウイルスが保有されているのかを分析し，論文を作成

した。Influenza A 14名，hMPV ₂ 名，rhinovirus 42名，RSV ₃ 名などのウイルスが検出

され，いずれかのウイルス保有者は22.3%であった。
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2 ．ネパールSiddhi Memorial Hospitalにおける小児感染症研究

（ ₁） 小児入院感染症の疫学サーベイランス

　ネパールのSiddhi Memorial Hospitalにおいて，2014年から小児病棟に入院する感染症

患者調査し，その原因を調査した。このサーベイランスでは，肺炎球菌性肺炎に対する

ワクチン導入に効果を評価する研究を行いデータ解析した。

（ ₂） その他

　生後 ₆ 週での上気道肺炎球菌の保菌状況とその血清型を明らかにする研究を計画し，

準備を行った。

4 ．14　小児感染症学分野

1 ．臨床疫学に関する研究（令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月31日）

　ベトナム・カンホア県ニャチャン住民コホートを用いた小児感染症研究：ベトナム国立

衛生疫学研究所（NIHE）との共同研究。2006年、2010年、2015年に、人口約35万人、 ₇万

₆千世帯を対象に人口世帯調査（センサス）、疾病行動調査を実施した。これによりコミュ

ニティーレベルで感染症に関する背景情報を収集し、この住民基盤コホートを用いた小児

感染症、特に急性呼吸器感染症、下痢症、デング熱など ₅ 歳未満死亡の主な原因となる重

症小児感染症を対象とする研究をおこなっている。Vaccine Preventable Diseases、出生コホー

ト、環境関連疾患、またCOVID-19パンデミックを受けてCOVID-19の研究も展開している。

（ ₁）小児急性呼吸器感染症サーベイランス

　2007年よりカンホア総合病院小児科において Multiple PCR法を用いて急性呼吸器感染

症（ARI）入院患者の病原ウイルスを同定する ARI サーベイランスシステムを構築した。

これらのデータをもとに小児 ARI データベースを作成した。令和 ₃  年 ₃  月31日までに

小児急性呼吸器感急性呼吸器感染症の症例14115人を登録した。登録時採取した鼻咽頭

ぬぐい液より multiplex-PCR を用いてウイルス検査をおこなった13559人中、 8869人

（65.4％）の児で呼吸器ウイルス；ライノウイルス3670人（27.1％）、RSウイルス2863人

（21.1％）、インフルエンザ A ウイルス1347（9.9％）、パラインフルエンザウイルス ₃  型 

544人（4.0%）、ヒトメタニューモウイルス437人（3.2％）を同定した。

　呼吸器ウイルスまたその重複感染による小児ARI重症度： ₀、 ₁、 ₂ 種類の他のウイ
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ルス同時感染によるARIの重症度の差はほとんど認めなかった。一方、RSウイルスとヒ

トメタニューモウイルス感染児には重症化するリスクが1.5～ ₂ 倍になり、アデノウイル

ス感染児には重症化リスクが低下した。RSウイルスやヒトメタニューモウイルス感染が

疑われる場合に確定診断のPCR検査をしたり、重複感染ウイルスを検出したりすること

は患者の重症化を予測し管理する上で重要なこととなる（Scientific Reports, 2021）。

　インフルエンザウイルス・ヒトメタニューモウイルスの世界的疾病負荷推定：

Respiratory Virus Global Epidemiology Network の一員として、 ₅歳未満の小児における

インフルエンザウイルスに関連した（Lancet Global Health, 2020）、またヒトメタニュー

モウイルスに関連した（Lancet Global Health, 2021）急性下気道感染症の世界的な発生率、

入院数、死亡率の負担を年齢別に推定する研究に参加した。 ₁歳未満乳児はすべての地

域でヒトメタニューモウイルス重症感染症のリスクが高く、インフルエンザウイルスで

もヒトメタニューモウイルスでも特に低中所得国、また ₆か月未満乳児においてその死

亡リスクが高いことがわかった。本結果は妊婦・小児のインフルエンザ予防接種に関す

る新たなエビデンスとなり、特に低中所得国における将来の予防接種政策に役立つもの

である。また、低中所得国の乳児におけるヒトメタニューモウイルス関連感染症の転帰

を改善する継続的な努力の必要性を示した。

　ベトナムCOVID-19研究：ベトナムでは、2020年 ₁ 月23日に初のCOVID-19症例が宣言

された。その後2020年 ₂ 月から ₃月にかけての第一波として、主に流行国からの帰国者

と一部の小規模な感染例を含むCOVID-19症例が増加した。第一波の広がりを食い止め

た後、99日間症例が報告されなかったが、2020年 ₇ 月25日にベトナム中部の大都市であ

るダナンの病院でCOVID-19の第 ₂ 波が起こった。第 ₂波は、最初院内感染から始まり、

それが波及してコミュニティの広い範囲での感染となった（感染者数1000以上、死亡者

35名）。2020年当分野はニャチャンパスツール研究所、ダナンCDCと協力しダナンの病

院アウトブレイク症例を対象とした臨床疫学調査・追跡研究を開始している。

　長崎ARIサーベイランス：長崎大学病院小児科、長崎みなとメディカルセンター小児

科と共同で長崎の小児入院ARI患者を対象に呼吸器ウイルスを同定するサーベイランス

をおこなった。対象の69％でいずれかの呼吸器ウイルスを同定し、特にライノウイルス

（46.4%）、RSウイルス（29.7%）、ヒトメタニューモウイルス（6.8%）を多く認めた。ARI

重症度は原因ウイルスよりも基礎疾患に依存する傾向がみられた（Pediatric Infectious 

Disease Journal, 2020）。

（ ₂）ベトナム都市部および山間部におけるVaccine Preventable Diseases調査

　ベトナムの都市部ニャチャンのコミュニティにおいて2017年、510人を対象にジフテ
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リア毒素抗体価および百日咳毒素抗体価を測定、年齢グループ毎の抗体価・抗体保有率

を調査し、また2019年に同じ参加者を対象とした追跡調査をおこなった（n=306）。 ₆ 歳

以上でジフテリア毒素抗体価は減衰しており、就学年齢でのワクチン追加接種が推奨さ

れた。また、2017年対象の5.4%で ₁年以内の百日咳感染が推定され、その後の抗体価上

昇より2017～2019年の百日咳流行が示唆された。一方、2015~2018年にジフテリアアウ

トブレイクが起こった山間部クアンガイのコミュニティにおいて、2019年1216人を対象

にジフテリア、百日咳の毒素抗体価、保菌率調査を起こった。ジフテリア毒素抗体価お

よび百日咳毒素抗体価を測定、また咽頭・鼻咽頭検体よりPCR、培養によりジフテリア

の同定、PCRによる百日咳菌の同定をおこなっている。

　

（ ₃）ベトナムの肺炎球菌コンジュゲートワクチン（PCV）クラスターランダム化介入試験

　2016年よりNIHE、ロンドン大学衛生熱帯医学大学院、豪州マードック小児研究所と

共同で、ニャチャン市においてPCVの接種回数を減じたスケジュールを評価するクラス

ターランダム化介入試験をおこなっている。その副研究として、PCV導入前の ₀～ ₁ 歳

児とその母親の鼻咽頭・結膜肺炎球菌保菌率およびその血清型を調査した。8.9%の小児

で結膜に肺炎球菌を保菌しており、鼻咽頭肺炎球菌保菌と強く相関していた（Scientific 

Reports, 2020）。滲出性中耳炎保有率調査を行い、PCV導入前には17.2％の ₀ ~ ₁ 歳児で

滲出性中耳炎を認め、 ₀歳児において鼻咽頭肺炎球菌保菌との関連を認めた（Vaccine, 

2021）。また、帝王切開率とその関連因子を調査し、44.3％というWHO推奨の ₂倍以上

の高い帝王切開率を認めた（Tropical Medicine and Health, 2020）。その結果より派生し、

同地域の妊娠中の母親と医療従事者を対象としたインタビューにより、帝王切開を決め

る社会的な要因を明らかにした（Healthcare, 2020）

（ ₄）出生コホートと母子感染症研究

　2017～2018年に出生した小児2000人の出生コホートを立ち上げ、風疹ワクチン導入

（2014年）後、またベトナムでのジカウイルス感染症例の確認（2016年以降）後のベト

ナムの先天感染の現状を調査した。新生児の0.5% にジカウイルス先天感染を認め、その

12人を対象に2019～2020年に家庭訪問にて発達検査、眼科スクリーニング検査、聴覚ス

クリーニング検査をおこなった。眼科・神経学的調査を継続の予定である。

2 ．環境疫学に関する研究

　気候変動、大気汚染、インフルエンザの健康への影響について、地域的および地球規模

で研究をおこなっている。
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　気候変動・大気汚染・インフルエンザ：700以上の都市からデータを収集し，気温とイ

ンフルエンザ死亡率への複合効果を推定したり，気候温暖化に伴う異常気象の将来的な影

響を予測したりしている（Environment International, 2020）。

　エコチル調査：全国規模の疫学調査である「子どもの健康と環境に関する全国調査（エ

コチル調査）」に参加し、小児の環境面での健康リスクを推定した（Environmental Health, 

2020）。

　COVID-19：SARS-CoV- ₂ 流行と気象要因との関連や、COVID-19へのnon-pharmaceutical 

interventions: NPIの他の呼吸器ウイルス流行への影響などのモデリング研究をおこなって

い る（International Journal of Infectious Diseases, 2020; Atmosphere, 2021; Environmental 

Epidemiology, 2021）。

　長崎大学は，大阪市に本社を置く塩野義製薬株式会社と2019年 ₂ 月28日に「マラリアを中

心とした感染症分野における包括的連携」に関する協定を締結した。本協定に基づき同年 ₄

月 ₁ 日に熱帯医学研究所内に「シオノギグローバル感染症連携部門」が増設された。当部門

の目的は，マラリアの生活環および宿主側の防御機構の解明など，マラリアの予防，診断お

よび治療に必要な研究に取り組み，その知見を基に革新的な新薬の創製を目指すことにある。

マラリアは，エイズ，結核と並ぶ世界三大感染症の一つであり，現状では，予防ワクチンの

有効性は十分とは言えず，昨今，既存の治療薬に耐性を示す原虫が増加してきていることか

ら，マラリアの脅威は世界的に深刻視されている。当部門は， ₄  つの研究分野（細胞環境構

築学，分子感染ダイナミックス解析，免疫病態制御学および創薬探索研究）から成り立って

おり，単に塩野義－長崎大学 ₂  者間の連携に留まらず，国内外の産学連携による新たなオー

プンイノベーション拠点の核となり，マラリア撲滅を目指した新たな予防・治療法を確立す

ることを目標としている。

　設置 ₂ 年目である今年度は，前年度に引き続きマラリア原虫の生理機能に関する基礎的研

究や新規ターゲットの探索，抗マラリア薬の低分子創薬に向けた複数のターゲットに対する

ハイスループットスクリーニングの実施とヒット化合物の取得，新規ワクチン開発のための

抗原選定ならびにデリバリーシステムを構築し，基礎研究をはじめ，治療薬，ワクチン創製

に向けての取り組みに着実に成果を挙げつつある。また，オープンイノベーションによる基

礎研究ならびに創薬活動を推進するため，塩野義―長崎大学連携に加え，第三者研究機関と

4 ．15　アライアンスコーディネーター
（熱研産学連携室）分野
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の共同研究の探索を行った結果，複数の共同研究が開始され，創薬・ワクチン探索を着実に

前進させている。

4 ．16　細胞環境構築学分野

1 ．研究活動

　当分野は，2019年にスタートした塩野義グローバル感染症連携部門の一つであり，主に熱

帯熱マラリアの赤内期における脂質代謝と生物物理学的現象を主な研究テーマとしている。

マラリア感染赤血球は，原虫の細胞膜を含めると合計 ₃  重の脂質膜が存在しており，非常

に複雑な構造をとっている。この膜レイヤーを介して様々な生理学的な活動を行い，成長と

分裂を繰り返しているため，原虫の生存にとって脂質代謝は中心的な役割を担っている。我々

はこの原虫の脂質代謝に注目し，抗マラリア薬につながる脂質代謝酵素群の同定と機能の解

析を進めている。

　また本年度は，徳舛と福本が第89回日本寄生虫学会大会で発表した。

（ ₁）リン脂質生合成経路の酵素群の機能解析

　マラリア原虫は赤血球内で寄生胞膜に保護された状態で増殖するが，同時に寄生胞膜面

積も拡大していく。よって膜を構成するリン脂質の需要も大きくなるため，脂質代謝は大

変重要な機能の一つである。赤内期において脂肪酸合成は活性が低いため，リン脂質合成

回路である Kennedy Cycle が中心となる。我々はその酵素群の機能を詳細に解析している。

①酵素群の遺伝子改変 :

　今年度は，原虫学分野との共同研究で各リン脂質合成酵素のコンディショナルノッ

クアウトを行うための技術基盤の確立を行った。現在，熱帯熱マラリア原虫の培養に

適用しコンディショナルノックアウト原虫の作成に取り組んでいる。

②脂肪酸取り込み能の解析 :

　原虫は主に外部から脂肪酸取り込みリン脂質を合成するが，脂肪酸種の特異性，増

殖への影響，そして性分化（ガメトサイトへの移行）に対する効果を調べており不飽

和脂肪酸の重要性を報告した（Biology Open， 2019, 16: bioi042259）。

③ In vitro発現系を用いた酵素活性解析：

　リン脂質合成系酵素をコムギ胚無細胞発現系，大腸菌それぞれで発現し，脂肪酸ラ

ベル体と質量分析計を用いて酵素活性を解析した。
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（ ₂）感染細胞のコレステロール取り込みに関する研究

　マラリア原虫はコレステロールを生合成できないため，外部からリポタンパク質を取

り込む形でコレステロールを得ている。しかし，ヒトなどで解明されているリポタンパ

ク質の取り込み機構は感染細胞には存在しない。われわれは帝京大学医学部と共同研究

を行い，HDL（High Density Lipoprotein）の取り込みに関わるタンパク質が細胞外から

輸送されてきたものであることを発見し，現在その結果を投稿中である。

4 ．17　分子感染ダイナミックス解析分野

1 .　研究活動

（ ₁）マラリア創薬研究

　当分野は世界三大感染症の一つである熱帯熱マラリアに対する新規治療薬の開発を目指

している。これまで，宿主と寄生虫のエネルギー代謝に関する研究を20年以上行ってきた。

その知識と経験を活かし，マラリア赤内期におけるミトコンドリアのエネルギー代謝やピ

リミジン生合成経路に着目し，塩野義製薬と連携して薬剤標的分子および原虫その物を用

いた，新規スクリーニング系の開発と実施を行っている（Wang et al., Genes, 2019）。

①　 原虫を用いた創薬リード探索：昨年度，近赤外領域に蛍光波長を有する turn-onプ

ローブを原理とした，世界最高のパフォーマンスを有するハイスループットスク

リーニング（HTS）系を開発した（Sakura et al., 投稿準備中）。今年度は，このHTS

系を用いて塩野義製薬の化合物ライブラリーのスクリーニングを実施した。スク

リーニングに用いた化合物はマシーンラーニングを取り入れ，まず化合物の多様性

を担保した化合物群を選択し，その結果からさらに化合物を選択し，ヒット率を向

上させる新しい手法を用いてHTSを行った。一次ヒットから，既存の抗マラリア創

薬標的と同じ作用機序の化合物をyDHODH- ₃ D ₇ （酵母のジヒドロオロト酸脱水

素酵素を発現させた ₃ D ₇ 株）を用いて除いた。さらに，SYBR Green法を用いてヒッ

ト化合物の中から擬陽性化合物を除いた。その結果，多数の化合物を「true hit」と

して創出した。

②　 薬剤標的分子を用いた創薬研究：マラリア原虫のミトコンドリアエネルギー代謝に

関わる複数の標的分子に対し，組換え酵素の作成と精製法，1536穴プレートを用い

たHTS系を確立し，スクリーニングを実施した。スクリーニングは，塩野義製薬の

全化合物ライブラリーを用いて実施した。さらに，マラリア原虫と同じアピコンプ

レクサ門に属し，鶏コクシジウムを引き起こすEimeria tenellaのDHODHの生化学

― 55 ―



的解析と結晶構造解析を行い，マラリア原虫DHODHとは異なる阻害剤感受性を示

す事を明らかにした（Sato et al., Genes, 2020）。また，北里大学の大村・塩見グルー

プと連携し，マラリア原虫のDHODHに対する天然物阻害剤を見出した（Pramisandi 

et al., J Gen Appl Microbiol, 2020）。

（ ₂）トリパノソーマ科原虫のエネルギー代謝研究

　シャーガス病を引き起こすTrypanosoma cruziとアフリカ睡眠病を引き起こすT. bruceiの

ミトコンドリアエネルギー代謝において，寄生虫の生存に必要不可欠な酵素を複数見出し，

生化学的解析を行っている。特に，宿主には保存されていないT. bruceiのシアン末端酸化

酵素の反応機構解析や（Young et al., BBA Bioenergetics, 2020），acetate:succinate CoA 

transferaseの生化学的解析と構造生物学的解析を行い，報告した（Mochizuki et al., BBA 

Bioenergetics, 2020）。

（ ₃）蠕虫のエネルギー代謝研究

　蠕虫類（線虫・吸虫・条虫）に対する薬剤は他の寄生虫と比較して有効な薬が極めて

少なく，薬剤耐性株の出現といった問題も抱えており，新規な治療薬の開発が重要であ

る。そのため，熱研・濱野教授や北海道衛生研究所・孝口グループ主査と連携し，さま

ざまな蠕虫のミトコンドリアエネルギー代謝の詳細な生化学的解析と阻害剤探索を行っ

ている。濱野等と共同でマンソン住血吸虫の感染性セルカリアに対し，ミトコンドリア

機能阻害剤が極めて低濃度で抗寄生虫効果を有する事を明らかにした。また，感染動物

を用いた予防および治療モデルを確立し，in vivoでも予防効果と治療効果を有する化合

物を複数見出した（Talaam et al., 投稿準備中）。日本でも問題になっているエキノコッ

クス症においては，孝口等と共同で原頭節と成虫ではミトコンドリア代謝が異なる事を

明らかにし，治療薬として有望なミトコンドリア代謝阻害剤を見出した（Enkai et al., 

Parasitol Int., 2020；Enkai et al., Data Brief, 2020）。

4 ．18　免疫病態制御学分野

  本分野は，シオノギグローバル感染症連携部門の ₁  分野として2019年度に設置された。

部門内では，マラリアに対する宿主応答解析を担当し，特にマラリアワクチン開発研究に注

力している。

　マラリアに対しては既に多くのワクチン開発研究がなされている。2019年には最も開発が
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進んでいるRTS,S/AS01がアフリカ地域では使用され始めたが，未だに更なる開発は必要と

されている。

　マラリアの原因となるマラリア原虫の生活環は，ヒトの体内では肝細胞期と赤血球期に分

かれている。赤血球期に対しては，薬剤耐性株の出現という大きな問題は抱えているが，こ

れまでに多くの薬が開発されている。これに対し，肝細胞期に使用できる薬剤はわずかしか

なく，それらも顕著な副作用を示すものに限られている。

　肝細胞期マラリアに対しては，T リンパ球が主体となる細胞性免疫がその防御に重要であ

ると考えられている。しかしながら，これまでのワクチン開発研究の多くは抗体が主体とな

る液性免疫の誘導を目指したものであり，これと対をなす細胞性免疫の誘導に重きを置いた

ものは多くなかった。

　本分野では，肝細胞期マラリアを標的とした細胞性免疫誘導型ワクチンの開発を目指して，

これに適したワクチン抗原，抗原デリバリーシステムなどの選定を行う。また，これに加えて，

免疫系を活性化するアジュバント物質，簡便かつ効果の見込まれる免疫方法などの検討も試

みる。我々は，マウスマラリアモデルを用いて研究を開始したが，得られた結果をヒトに感

染する熱帯熱マラリアでの研究に応用し，ワクチンの実用化につなげることを目指している。

　また，本分野では上記以外に，マラリア，デング熱，COVID-19などを対象とした各種研

究も行っている。

1 ．主な研究テーマ

・　細胞性免疫誘導型肝細胞期マラリアワクチンの開発研究

・　新規抗マラリア薬・抗シャーガス薬の開発研究

・　デング熱における細胞性免疫のメカニズム解析

・　SARS-CoV- ₂ ワクチン開発における細胞性免疫解析

2 ．令和 2 年度の総括

　本年度は，年度当初から在籍した水上修作（主任研究者・准教授），中前早百合，片上幸

美（以上，特任研究員），宮川聡史（細胞環境構築学・協力研究員），谷口真由美，野口亜紀

子（以上，技能補佐員），神谷万里子（大学院生）に，年度途中で酒井あゆみ（技能補佐員），

望月恒太（特任研究員）の ₂名が加わり，合計 ₉名で研究活動を行った。

（ ₁）細胞性免疫誘導性肝細胞期マラリアワクチンの開発研究

　令和 ₂ 年度は，抗原デリバリーシステム候補としたmRNA を内包した脂質ナノ粒子

（mRNA-lipid nanoparticle （LNP）） の有用性を検討した。まず我々は，モデル抗原として
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卵白アルブミン （ovalbumin; OVA） を用いたマウス実験系にて，OVA mRNA-LNPを用い

た免疫が，細胞性免疫におけるエフェクター細胞である抗原特異的な細胞傷害性T細胞

（cytotoxic T lymphocyte; CTL） 及び組織常在性記憶細胞 （resident memory T cell; TRM） を

効率良く誘導することを確認した。これらの免疫効果は，静脈内投与に加えて，ヒトへ

の応用時に，より適していると考えられる筋肉内投与及び皮下投与でも認められた。更

に我々は，OVA mRNA-LNPによる免疫が肝細胞期マラリアに対する感染防御を誘導で

きるのかを検討した。マウスにOVAを発現する組換えマウスマラリア原虫のスポロゾイ

トを感染させ，これを肝細胞期マラリアモデルとした。OVA mRNA-LNP（もしくはコ

ントロール）を投与した後にスポロゾイト感染を行い，肝細胞期に続く赤血球期の原虫

血症（赤血球の原虫感染率）の上昇を指標に免疫効果を評価した。その結果，OVA 

mRNA-LNPを事前に投与した群では，コントロール群よりも原虫血症の上昇が有意に遅

く，OVA mRNA-LNPの感染防御効果が確認された。また，この実験に使用した組換え

マウスマラリア原虫はOVAの全長ではなくCTLに認識されやすい ₈アミノ酸 （OVA257-264） 

のみを発現している。そのため，この結果はOVA mRNA-LNP投与による感染防御にお

ける細胞性免疫の重要な役割を示唆するものと考えられた。

　これらの結果から，我々は，mRNA-LNPを本ワクチン開発研究に使用する抗原デリバ

リーシステムとして選定した。現在，mRNA-LNPの有用性がOVAを抗原として用いた

場合に限定されないことを，代表的なマラリア抗原である circumsporozoite protein 

（CSP） を用いて検証している。また，これまでに得られた研究成果を学会発表や論文投

稿として公表すべく，その準備を進めている。次年度以降は，mRNA-LNPを用いた肝細

胞期マラリアワクチンに適した抗原の選定を本格化させる予定である。

（ ₂）その他の活動

　当分野では，基幹研究となる上記マラリアワクチン開発研究に加え，下記のような研

究も行っている。

　研究課題「細胞内タンパク質分解に着目したデングウイルスワクチン開発のための基

盤的研究」（研究代表者・水上）が科学研究費助成事業（基盤研究（C））に採択された

ため，研究に必要な倫理申請などの各種準備を行った。

　国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の創薬総合支援事業に採択された

長崎大学病院薬剤部（佐々木均教授）を中心としたグループによる吸入型mRNAナノボー

ルワクチン開発研究に参加し，主に宿主マウスの細胞性免疫解析を担当した。

　免疫遺伝学分野（平山謙二教授）の，新規抗原虫薬開発研究やデング熱に対する免疫

応答解析などに参加した。その中で，富山大学和漢医薬学総合研究所との共同研究とし

― 58 ―



て行った漢方由来の抗マラリア薬開発研究（Malar J;19（ ₁ ）:204, 2020.）とベトナム

国内のデング熱患者検体を用いたデング熱における細胞性免疫の研究（Front Immunol; 

11:1980, 2020.）は，論文発表に至った。

 

4 ．19　創薬探索研究分野

1 ．研究テーマの概要

　本分野は2019年度，熱帯医学研究所に設置されたシオノギグローバル感染症連携部門の

₁分野であり，化合物スクリーニングによる創薬を基盤とした抗マラリア治療薬の創製研究

を進めている。

　マラリアはHIV・結核と並ぶ世界 ₃ 大感染症の ₁ つであり，年間 ₂ 億人以上が罹患し ,40

万人以上が犠牲となっている原虫感染症である。いまだ有効なワクチンはなく，既存治療薬

に対する耐性マラリアが報告されてきており，新規薬剤の開発が急務である。

　本分野の特色は，塩野義製薬の現役研究員が研究責任者を担当し，4. 16, 4. 17, 4. 18章に記

される当該部門の ₃分野と共に，長崎大学の強みであるマラリア研究のノウハウやグローバ

ルネットワークといった研究アセット，塩野義の強みである低分子での創薬，すなわちSAR

（構造活性相関）エンジンを活用したスクリーニング創薬を結びつけるハブとしての役割を

担うことであり，それぞれの強みを生かして新規治療薬の創製研究を推進する。特に，「分

子感染ダイナミックス解析分野」と連携して強い抗マラリア活性を持ち，安全性の高い治療

薬を創出することを目標としている。

2 ．主な研究テーマ

　抗マラリア治療薬の創出と新規ターゲット探索・基盤研究の実施

・　スクリーニング創薬を基盤とした創薬研究の推進

・　Hit to Lead構造活性相関（SAR）アプローチの実施，Lead骨格の創出

・　シオノギ社内において，候補化合物の薬物代謝，安全性，物性パラメータの最適化

3 ．2020年度の総括

・　 分子感染ダイナミックス解析分野と共同して，昨年度とは別のマラリア由来酵素を

標的とした ₁種の大規模スクリーニング評価系を構築し，シオノギ由来化合物ライ

ブラリーを用いた大規模スクリーニングを完了した。昨年度，実施した大規模スク

リーニングから見出されたヒット化合物群に対し特異性・選択性・細胞毒性試験を
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行い，ヒット化合物の絞り込みを進めた。

・　 他社の抗マラリア薬を起点とした化合物の構造最適化を実施し，マラリア生活環の

複数ステージでの活性を持ち，高い抗マラリア活性，高い経口吸収性が確認されて

おり，かつ薬物動態学予測からは長い効果持続性発揮の可能性が示唆される化合物

を見出し，Lead最適化ステージへと進めた。

・　 免疫病態制御学分野と協業し，各種アジュバントの提供を行った。

・　 細胞環境構築学分野と協業し，マラリアの脂質代謝に関する有力な候補マラリア遺

伝子由来タンパク質の評価系構築を進めた。

・　 北里大学 大村智記念研究所と ₃者共同研究契約を締結し，同研究所由来の天然化合

物を起点とした抗マラリア薬の創製を開始した。
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５　附属施設

₅．₁　アジア・アフリカ感染症研究施設

₅．₁．₁　ケニアプロジェクト拠点

　ケニアプロジェクト拠点は，文部科学省の特別教育研究経費（連携融合事業）「新興・再

興感染症研究ネットワークの構築」（2005（平成17）年 ₉ 月）による事業として始まり，特

別経費「熱帯病・新興感染症臨床・疫学研究プログラム－アフリカと日本を結ぶ教育研究体

制の構築－」（2010（平成22）年 ₄ 月）2016（平成28）年 ₄ 月からは機能強化経費「感染症

制御に向けた研究・人材育成の連携基盤の確立－熱帯医学研究拠点からの取り組み－」（全

国共同利用・共同実施分）へと事業を引き継がれ，現在に至っている。

　ケニア中央医学研究所（Kenya Medical Research Institute, KEMURI）内に事務所並びに研

究施設を設置し，ビクトリア湖畔のMbita 地区とインド洋側の内陸地であるKwale 地区の ₂  

箇所のフィールドにおいて，人口登録（HDSS）やラボの設置をしており，熱帯病・グロー

バルヘルスに関する研究と人材育成，さらには，KEMRI との共同研究の強化を図っている。

2010年（平成22年） ₃ 月には，長崎大学アフリカ教育研究拠点（グローバル連携機構）も

併設され，熱帯医学研究所以外の本学組織（歯学部，水産学部，工学部および医学部保健学科，

医歯薬総合大学院， 熱帯医学・グローバルヘルス研究科，多文化社会学部等）の教育研究を

支援する体制が確立している。

1 ．研究活動

令和2年度に継続中の研究は下記の通り。
No 研究課題名 研究代表者 研究費名

1
Spatial distribution, relative abundance of 
host snails and their infection rate with 
Schistosoma spp. Around transmission 
sites in Mbita region, Western Kenya

濱野　真二郎 科学研究費（基盤A）海外学術
2017年度～2020年度

2
Novel diagnostics for schistosomiasis 
control: development of defined antigens 
for detection of Schistosoma infection 
-specific antibodies in blood and urine

濱野　真二郎
Global Health Innovative Technology 

Fund
2018.4.1～2020.9.30

3 ケニアKiambu及びMbita地区でのロ
タウイルス胃腸炎に関する疫学研究 森田　公一 田辺三菱製薬

2019.1.1～2021.3.31

4 Ilaramatak Area Development Pro-
gram Mother to Mother Project 森田　公一

WORLD VISION KENYA, 
WORLD VISION JAPAN
2018.1.1～2021.7.31

5 殺虫剤デリバリー技術の性能評価及び評価系の構築 皆川　昇 住友化学
2013.11.1～2022.1.31
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6
熱帯アフリカのマラリア撲滅に向け
たアルテミシニンとイベルメクチン
による集団投薬

皆川　昇
科研_国際共同研究加速基金 (国際共

同研究強化 (B))
2018.10.9～2022.3.31

7 ケニアにおいて継続可能なスナノミ症外用治療に関する比較対照研究 神谷　保彦 科研_基盤（C）
2019年度～2021年度

8 新生児・乳児の生体認証技術の調査・研究
金子　聰
幸田　芳紀

NEC
2019.2.1～2022.3.31

9 JSPS論博（Mwangangi Morris 
Ndemwa） 金子　聰 JSPS

2019.4.1～2022.3.31

10 グローバルヘルスの改善・向上に資する IoT学術拠点の形成 金子　聰
JSPS 研究拠点形成事業 -B．アジア・
アフリカ学術基盤形成型2020.4.1～

2023.3.31

11

第2回 KEMRI-長崎大学・熱帯医学シンポ
ジウム：個から統合へのダイアローグ/
2nd KEMRI-NU Tropical Medicine 
symposium: Dialogue to integration 
from independent research programs

金子　聰 JSPS 二国間交流事業
2020.4.1～2022.3.31

12 子供の成長と生活環境に関するアフリカ出生コホート研究 金子　聰 科学研究費（基盤A）
2020.4～2023.3

13 ケニアにおけるTB-LAMPオペレー
ショナルスタディーの実施

金子　聰
森保　妙子

栄研化学株式会社
2020.6.1～2022.5.31

14 JSPS論博（Muuo Sheru Wanyua） 金子　聰 JSPS
2020.4.1～2023.3.31

15 東アフリカにおける未来の人口高齢化を見据えた福祉とケア空間の学際的探究 増田　研 科学研究費（基盤A）
2018.4～2022.3

16
ケニア無歯科医地域での部族間を横
断した統合型口腔観光疫学データの
構築と活用

福田　英輝 科学研究費（基盤B）
2017.4.1～2021.3.31

17 ケニア共和国におけるマダニ媒介感染症の疫学調査 早坂　大輔 科学研究費（基盤B）
2017.4.1～2021.3.31

18 熱帯熱マラリアのダイナミクス～多様性は媒介蚊の多様性によって維持される？ 二見　恭子 科学研究費（基盤C）
2018.4.1～2022.3.31

19 各種アルボウイルスの鑑別診断法の開発 井上　真吾 科学研究費（基盤C）
2018.4.1～2021.3.31

20
A Cross-sectional Study on Invasive 
Bacterial Infections Associated with 
severe Malaria Among Children Hospi-
talized in Western Kenya

Mohammad 
Shah

科学研究費（基盤C）
2019.4.1～2022.3.31

21 アフリカにおける糞線虫駆虫に関する研究：人獣共通感染症の視点も含めた対策に向けて 日向　綾子 科研_特別研究員奨励費
2019.4.25～2022.3.31

2 ．教育活動

　ケニア拠点が中心となり，申請を進めていた令和2年度 JSPS・大学の世界展開力強化事業

～アフリカ諸国との大学間交流支援～「プラネタリーヘルスの実現に向けた日ア戦略的共同

教育プログラム：PHASE Program」が採択となり，日ケを繋いだオンライン交流プログラム

が経済学部のロビンソン・フリッツ助教により実施された（長大から12名，ケニアから12

名参加）。
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3 ．海外・国内活動

　新型コロナウイルス感染症のケニア国内での拡大防止のため，4月6日にケニア国内の地域

間移動がすべて停止となりなり，その後も，職場への通勤の制限やフィールドでの調査活動

が禁止されたことからケニア拠点の活動は大幅に制限された。一方で，ケニア政府による外

食関係者の新型コロナウイルスの検査実施に当たり，ケニア拠点のP3ラボの利用の要請があ

り，ケニア拠点がKEMRIに協力する形で，ケニア政府のコロナ対策に協力した。

　日本国内では，JICAからのKEMRIへの短期新型コロナウイルス感染症支援についての相

談やケニア拠点のP3ラボラトリー施設を用いた新型コロナウイルス感染症関連の研究や診断

についての案件相談等があった。さらには，文部科学省からのケニア拠点への赴任教員の増

員要求の承認（令和3年度から1名），長崎大学を中心とした文部科学省，外務省，JICAも参

加したKEMRIへの感染症対策に資する人材育成に向けた取り組み開始に向けた検討が始ま

り，ポストコロナに向けた活動の活性化に向けた良い兆しも見えつつある。

　JICA草の根技術協力事業「ケニア国ホマベイ地区における持続可能なスナノミ感染症対策

プロジェクト」もR＆Dが取り交わされ，開始となった。また，JSPSアジア・アフリカ拠点

形成事業「グローバルヘルスの改善・向上に資する IoT学術拠点の形成」，JSPS二国間交流

事業「第2回 KEMRI-長崎大学・熱帯医学シンポジウム」は，採択されたものの新型コロナ

ウイルス感染症の移動制限により次年度に実施を延期することとなった。

5．1．2　ベトナムプロジェクト拠点

　令和 ₂ 年 ₃ 月に日本医療研究開発機構（AMED）感染症研究国際展開戦略プログラム

（J-GRID）第 ₃期が終了し，令和 ₂年 ₄ 月から新たにAMEDの新興・再興感染症研究基盤創

生事業（海外拠点研究領域）のベトナムにおける新興・再興感染症研究推進プロジェクトが

開始し，長崎大学とベトナムの国立衛生疫学研究所（NIHE）との間で， ₁）デング熱，ジ

カ熱など蚊媒介性感染症の流行に関する研究， ₂）感染症流行に関与する媒介蚊の特性と予

測研究， ₃）野生動物由来の未知の病原体の探索， ₄）ニャチャン住民コホートを用いた小

児呼吸器感染症研究， ₅）感染性下痢症に関する研究，更に令和 ₂年度の補正予算から ₆）

新型コロナウイルスの診断・予防・治療・予後に関する横断的研究が追加され共同研究が開

始された。令和 ₂年 ₁ 月23日にベトナム保健省はベトナム国内における最初のCOVID-19患

者発生を発表後，ベトナム北部で中国武漢市から帰国したベトナム人による感染クラスター

が発生し， ₂月からは各国からの入国規制が始まり， ₃月21日から日本人へのビザ免除措置

が停止され，日本－ベトナム間の往来が困難となった。また，ベトナム国内における
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COVID-19の散発的な流行のため，社会的隔離など行動規制などが施行された状況下でそれ

ぞれの研究活動が遂行された。

1 ．研究活動

（ ₁）デング熱，ジカ熱など蚊媒介性感染症の流行に関する研究

　令和 ₂年度は，約1000検体（血清およびPBCM検体）を採取し，ウイルス遺伝子，ウ

イルス血症，抗体活性の解析を実施している。さらには，迅速B細胞単離手法および中

和試験を確立し，抗ウイルス抗体産生B細胞をスクリーニング・単離を行い BCR解析を

実施している。

（ ₂）野生動物由来の未知の病原体の探索

　COVIDパンデミックを受けてコウモリに集中して検体収集を行っている。ベトナム国

内 ₄地点での今年度の検体収集を終了し，年度内にさらに ₃地点での収集を行う。収集

検体は各組織に分けて保存し，NGS等を用いたウイルス遺伝子の探索，培養による分離

等を進めている。

（ ₃）感染症流行に関与する媒介蚊の特性と予測の研究

　デング熱の感染が多い南部ベトナムにおいて，地域を限定した媒介蚊と感染者の詳細

なサーベイランスシステムを強化した。また，南部の広範囲な感染とウイルスデータ，

媒介蚊データを整理し，分析を開始している。今後，新たなサーベイランス地域を加え

予測に向けて分析を進める。

（ ₄）ニャチャン住民コホートを用いた小児呼吸器感染症研究

　2020年 ₁ 月23日にベトナムで初のCOVID-19症例が報告され，ベトナム政府による

COVID-19の予防対策が実施されたことから，カンホア総合病院における小児呼吸器感

染症患者の入院症例の減少へと繋がった（2020: 488 vs 2019: 1078， 2018: 1075）。

COVID-19流行前にニャチャン市では中国武漢市からの直行便が週 ₇便あった為，SARS-

CoV- ₂ の侵入時期を確認するため2019年 ₉ 月から2020年 ₆ 月までに呼吸器疾患で入院し

た741入から採取した検体を real-time PCR検査した結果，全検体が陰性であった。他の

呼吸器感染症ウイルス検査を実施するため検体の輸送を準備している。

（ ₅）感染性下痢症に関する研究

　ベトナムの下痢菌病原体（ビブリオ属細菌および胃腸炎／腸管ウィルス）の分子疫学
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研究を展開することで，遺伝学的特徴および遺伝的推移から感染症流行の傾向と要因を

探る。そのために病原体株の収集，血清型別，遺伝子型別の決定およびゲノム配列の取

得を開始した。

（ ₆）「ベトナムにおける新興・再興感染症研究推進プロジェクト」【補正予算分】

　新型コロナウイルスの診断・予防・治療・予後に関する横断的研究

　2020年 ₁ 月のベトナムにおけるCOVID-19感染第 ₁例確認以来，NIHEと協力して臨床

検体の採取，保存，血清疫学解析，分子疫学解析を実施する一方，横断的研究および拠

点活用研究に供与する検体情報を共同研究者と共有し下記の調査・研究データを継続的

に蓄積している。長崎大学の分担担当している研究については熱帯医学研究所と医学部

（医歯薬額総合研究科）が協力して実施している。

①SARS-CoV- ₂ 全ゲノムの分子疫学研究（長谷部教授，竹村助教）：

　32株の解析（うち15株が分離株）を完了した。第 ₁波の検体（ ₈検体）には19Bクレー

ド，20Bクレードが混在していたが，それ以降の検体では20A，20B，20Cの各クレー

ドのみが同定された。国内感染例も少数であることから，独立したクラスター等は見

出せず，持ちこみ元の流行株を反映していると考えている。

②患者免疫反応の解析（モイ教授，井上教授）：

　2014年～2019年ベトナムでのフィールド調査で972名の住民に対し，抗S抗原抗 IgG

抗体，抗N抗原抗 IgG抗体ELISA検査法により，SARS-CoV- ₂ のS抗原交叉抗体のレ

ベルを測定し，COVID-19流行前にもSARS-CoV- ₂ に対する交叉抗体が認められた。一

部の住民（14/115)には， SARS-CoV- ₂ に対する中和活性が認められたが，今後は防御

における意義を明らかにする必要がある。

③遺伝子，抗体，抗原検出診断法の実用化（安田教授）：

　BSL- ₂ で実施可能なシュードウイルスを用いた中和抗体価測定法を確立した。また，

インフルエンザウイルスの重感染によるCOVID-19病態への影響をハムスター感染モ

デルで解析した。

④計算創薬による新規化合物の探索（西田教授・医歯薬総合研究科）：

　SARS-CoV ₂ のスパイクタンパク質並びにRNAポリメラーゼ（nsp ₇ ）を標的とした

ドッキング計算を実施した。名古屋大学（佐藤綾人）が独自に構築した化合物ライブ

ラリを計算用にデータ変換（ITbM PPIライブラリー（PPIrライブラリ：現在保有す

るPPIライブラリー，PPIvライブラリー）して使用した。結合能上位の化合物のうち，

Drug-likeなものをピックアップして，今後岐阜大学にて標的蛋白との結合性を

differential scanning fluorometry (DSF)およびBiacoreを用いて評価する予定。並行し
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て長崎大学にて感染細胞での感染増殖阻害アッセイを開始した。

⑤ニャチャンコホート活用したCOVID-19の重症化に関するリスク因子の同定（吉田教授）：

　2020年 ₇ 月25日にベトナム中部の大きな観光都市であるダナンの病院でCOVID-19

の第 ₂波が始まった (感染者数1,095名，死者35名 )。ダナンCOVID-19患者の臨床疫学

的因子，重症度・死亡リスク因子の解析を行い，長期合併症を明らかにするのため追

跡調査 (感染後6，9，12月 )を実施する。罹患後3，6，12ヶ月と回復例を追跡調査し，

中和抗体と細胞免疫反応の推移を調べる。感染が起こった地域に見られるCOVID-19

株の分子進化を明らかにし，その臨床的意義や重症度との関連を明らかにする。本研

究のため長崎大学の倫理，Pasteur ニャチャン， ダナンCDC， 保険局の許可を受けた。 

2021， ₁ 月から約400人のCOVID19患者のmedical chart reviewを開始し追跡調査と臨

床検体検査を開始する。

　これらの研究課題とは別に，令和 ₂年度 「新興・再興感染症研究基盤創生事業（海外拠点

活用研究領域）（課題公募番号102）新型コロナウイルス感染症に関する研究」の公募で松浦

善治教授（大阪大学）が申請した「インドシナ半島における新型コロナウイルス感染症対策

の確立に向けた研究」，上野英樹教授（京都大学）が申請した「ベトナムSARS-CoV- ₂ 非感

染健常者および回復患者での SARS-CoV- ₂ 交差反応性T細胞，B細胞の解析に基づく

COVID-19予後関連免疫因子の同定」，及び椎名隆教授（東海大学）が申請した「ハイリスク

患者選別のためのCOVID-19ウイルス抗原特異的免疫応答の網羅的評価法の開発」の ₃研究

課題と，令和 ₂年度 「新興・再興感染症研究基盤創生事業　海外拠点活用研究領域（課題公

募番号101）新興・再興感染症研究（新型コロナウイルス感染症以外）」の公募で大場靖子教

授（北海道大学）が申請した「フラビウイルス感染症における抗原特異的免疫応答の網羅的

評価法の開発および重症化リスク選定とワクチン開発に向けた応用に関する研究」，滝口雅

文教授（熊本大学）が申請した「治療・予防を目指したHIV- ₁ サブタイプA/E感染症の研究

開発」，及び鈴木仁人主任研究官（国立感染症研究所）が申請した「自然環境中における細

菌 -プラスミド相互作用の網羅的解析」の ₃研究課題が採択され，それぞれベトナム拠点を

活用した分担研究が開始した。
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5 ． 2 　熱帯医学ミュージアム

1 ．熱帯医学に関する啓発活動

　熱帯医学研究所における研究活動を中心に熱帯学に関する社会の関心を高め，かつ，理解

を深めることを目指し，情報提供・講義および熱帯医学ミュージアムにおける展示解説など

を行っている。また，iPadを用いた英語および中国語による解説も提供している。

　他機関とも連携し共同企画展示等も模索してきた。令和 ₂年度は，韓国国立寄生虫博物館，

ソウル大学校医科大学等とのリンパ系フィラリア対策に関する医学史的視点からの展示につ

いて議論を重ね，令和 ₃年夏に企画展示を実施する計画を策定した。

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行を受けて長崎県においても緊急事態宣言が

発出され（令和 ₂ 年 ₄ 月17日～同年 ₅ 月22日），その間，感染予防を目的として臨時に休館

した。また，その後も多くのイベントがオンライン形式で開催されたことの影響を受け，来

館者はかなり減少した。そのような状況下で，当室は従来の博物館運営に加え，下記の活動

を行った。

₁） COVID-19に対する感染症対策の観点から，中高生を主たる対象とするオンラインセ

ミナーを「熱研夏塾2020」として企画，運営，開催した。また，奥村は同セミナーの

座長として100名を超す参加者と演者による質疑応答を円滑に進行し好評を得た。

₂） COVID-19流行は，患者や医療従事者等に対する社会的偏見または差別を生むなど，

社会に様々な影響を与えている。この点を鑑み，奥村は小学生高学年を対象とし，ア

フターコロナにおけるライフスキル教育と題して，感染症全般に関連する基礎を学び，

感染症に起因する差別について自ら考えるための教材（暫定版）を長崎大学教育学部

および工学部教員らと共同で作成した。令和 ₃年度には，フィードバックを得るため

のトライアルを開始する予定である。

2 ．情報技術支援（IT）活動

　I T（Information Technology）環境の維持・管理を行っている。具体的には，サーバ及びネッ

トワーク機器などの更新を伴う I T環境を強化し，高度なセキュリティ維持に努めている。

また，熱帯医学研究所の研究者などから要請される多様なニーズに対応した I T機器の貸し

出し体制などの環境整備を図っている。

3 ．ホームページ更新・維持管理・広報

　熱帯医学研究所ホームページの情報更新を含む維持管理を行っている。令和 ₂ 年度は

COVID-19流行の中，熱帯医学研究所の多くの分野で同感染症対策に資する研究ならびに活
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動が行われた。これらの内容を取り纏めホームページによる情報発信にも努め，広報活動の

一端も担っている。

5 ． 3 　共同研究室

　共同研究室は研究所の大型研究機器等の効率的管理と運用，および，研究所で行われてい

る研究一般を支援することを目的としている。研究所内の各分野への支援に加えて，文部科

学大臣から認定された共同利用・共同研究拠点「熱帯医学研究拠点」の国内設備として所外

からの利用にも対応している。

5 ． 3 ． 1 　分子細胞生物学ユニット

　生体分子及び細胞機能解析に関する教育研究にその施設等を供するとともに，熱帯医学研

究に対して総合的な支援を行い，教育・研究の進展に資することを目的としている。

　共同利用できる機器として，シーケンサーなどの遺伝子解析用機器，フローサイトメーター

などの細胞機能解析用機器，蛍光発光画像撮影装置などのイメージング解析用機器に加えて，

研究一般を支援する設備として， 超純水作製装置，凍結乾燥機，細胞破砕装置，マイクロ天

秤装置，液体窒素試料保管庫，ドラフトチャンバー，低温室，暗室などが整備されている。

分子細胞生物学ユニットでは，これらの機器の管理・利用補助を行うと共に，共同研究室の

機器を用いて実験を行う研究者に対し，テクニカルセミナーや利用者講習会などを通して，

最新情報・技術の提供を行っている。

機器リスト
　　共同機器　　 　メーカー名・機種名・型番

キャピラリーシーケンサー ABI 3730 Genetic Analyzer (48 capillaries)
ABI 3130xl Genetic Analyzer (16 capillaries)

マルチラベルプレートリーダー Perkin Elmer
EnVision 蛍光発光測定用プレートリーダ
Perkin Elmer
ARVO 蛍光発光測定用プレートリーダ

フローサイトメーター Becton Dickinson FACSVerse  
Becton Dickinson FACSCelesta
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　　共同機器　　 　メーカー名・機種名・型番
Beckman Coulter Gallios

高感度ノンラベル・ゲノム定量解析システム SEQUENOM MassARRAY®Nanodispenser
リアルタイムPCR Roche Diagnostics Light Cycler®480II

ABI QuantStudio 7 Flex real time PCR
ABI QuantStudio 3 real time PCR

サーマルサイクラー Biometra TI Thermal cycler (384 well)

ABI GeneAmp 9700 (96 well)

DNAバイオアナライザー Agilent 2100 Bioanalyzer

ケミルミイメージングシステム Vilber Fusion FX6 Edge

ビーズ式粉砕機 アズワン 4-461-01 BHA-6

液体クロマトグラフ質量分析 装置日立ハイテクノロジーズ Nano Frontier eLD

DNA、RNA　自動電気泳動装置 QIAGEN QIAxcel Advanced

オールインワンタイプ蛍光顕微鏡 Keyence BZ8000

細胞破砕装置 大岳製作所　フレンチプレス

サンプル密閉式超音波破砕装置 コスモバイオ BIORAPUTOR

天秤 Mettler Toledo ミクロ天秤

分光光度計 日立ハイテクノロジーズ U3900H

マルチプレックス　 Bio-Rad Laboratories Bio-Plex 200

＊機器の使用には登録が必要です。機器の一部には別途誓約書が必要なものがあります。

5 ． 3 ． 2 　光学顕微鏡ユニット

　光学的手法を用いて分子局在や形態の変化を静的・動的に解析することにより，病原体の

細胞への感染成立機構等を明らかにし，治療・予防法の開発に資する研究を支援している。

平成27年 ₄ 月に開設された長崎大学ニコン感染症イメージング・コアラボラトリーの管理・

利用補助を担当する。共同利用機器として，共焦点レーザー / 蛍光顕微鏡（Confocal A₁R， 

Nikon），イメージングフローサイトメーター（ImageStream MarkⅡ， MERCK），共焦点レー

ザー / 超解像度顕微鏡（LSM780/ELYRA　PS1， ZEISS），バーチャルスライドスキャナ

（NanoZoomerRS 2.0RS， 浜松ホトニクス）が使用可能である。

ホームページ : http://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/microscope/kiki.html
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5 ． 3 ． 3 　電子顕微鏡ユニット

　感染症を引き起こすあらゆる病原体の微細構造解析のみならず，免疫組織学的手法を含む

新しい技法を取り入れ，電子顕微鏡を駆使して病原体と宿主との相互作用を超高倍率で直接

観察し，その解析を行っている。現在の主な機器は透過および走査電子顕微鏡，超ミクロトー

ム，真空蒸着装置，オスミウムプラズマコーター，超音波固定装置などで，広範な電子顕微

鏡レベルでの研究を行っている。

1．電子顕微鏡を用いた主な共同研究

（ ₁）ウイルス感染細胞の超微細形態解析（新興感染症学分野）

（ ₂）ネズミマラリア原虫及び感染赤血球の免疫電顕法による局在解析（原虫学分野）

（ ₃）サルマラリア原虫及び感染赤血球の免疫電顕法による局在解析

　　　（原虫学分野，獨協医科大学）

（ ₄）アメーバ原虫の超微細形態解析（寄生虫学分野，佐賀大学）

（ ₅）フォルニカータ生物の退化したミトコンドリアの超微細形態解析（筑波大学）

　上記のように，透過型電子顕微鏡を用いたネガティブ染色，試料ブロックの薄切の観察や

免疫染色による局在解析が主な作業となっている。

2 ．電子顕微鏡室での研究

　サルマラリア原虫Plasmodium knowlesiは東南アジアに生息するマカク属サルを自然宿主と

するが，近年，同地域内でヒトにも自然感染することが次々と報告され，現在では ₄  種の

ヒトマラリア原虫に続く第 ₅  番目のヒトマラリア原虫として認識されている。さらに P. 

knowlesi感染による死亡例では臓器内血管において感染赤血球による塞栓像が観察され，ヒ

トにおけるサルマラリア重症化機序に感染赤血球の血管内皮細胞への接着が関与すると考え

られる。

　電子顕微鏡室ではヒト血管内皮細胞への接着に関わるP. knowlesi分子を同定し，感染赤血

球やヒト血管内皮細胞における局在や接着機構を解明することを目的として，分子生物学的

及び超微細形態学的研究を行っている。
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　熱帯医学研究所は平成14年よりナショナルバイオリソースプロジェクト（以下，NBRP）

に参画し，病原性原虫リソースの収集・保存と提供を担当している。NBRPは平成27年度に

文部科学省から日本医療研究開発機構へ移管され，これをうけて，本研究所直下のプロジェ

クト業務としてNBRP事業に取り組むこととし，同年に熱研生物資源室を開設した。マラリ

ア原虫，トリパノソーマ，リーシュマニア，赤痢アメーバ，ランブル鞭毛虫などの病原性原

虫株を主なリソースとして保管し，以下の活動を通じて，学内外における原虫感染症と病原

性原虫の研究と教育を支援している。

（ ₁）主な活動内容

①　病原性原虫株の収集・寄託受け入れ

②　病原性原虫株の保管

③　病原性原虫株や原虫由来試料等の提供

④　教育用スライド標本の作製と提供

⑤　国内関連機関で保有されている原虫株情報等の発信

（ ₂）令和 ₂年度事業実績

保存原虫株数：900株

ホームページ公開株数：352株

リソース提供件数：47件

（ ₃）学会，広報，アウトリーチ活動

①　第89回日本寄生虫学会大会（令和 ₂年 ₅月30～31日，誌上開催）

②　 第43回日本分子生物学会年会 NBRPオンライン展示会「バイオリソース勢ぞろい」

（令和 ₂年12月 ₂ ～ ₄ 日，国立遺伝学研究所NBRP広報室主催）

5 ． 4 　熱研生物資源室
（NEKKEN Bio-Resource Center: NBRC）
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　世界の人口の 8 割を占める途上国や熱帯地域の貧困層に拡がる寄生虫疾患等の慢性感染症

は「顧みられない熱帯病（NTDs）」と呼ばれ、新薬・診断薬の開発の市場価値が低いことから、

民間企業による研究開発が滞り、診断治療予防対策が極端に遅れている。そこで所内にこの

領域のイノバティブな研究活動を促進するワンストップセンターとして、産学官連携を主体

とする医薬品開発研究推進センターを2016年度より開設した。GHIT Fund、AMED（国立研

究開発法人日本医療研究開発機構）等への研究費申請支援を行う共に企業ならびに国際的な

NTDs のネットワークとの連携を図り、研究開発を進展させるための取り組みである日本顧

みられない熱帯病のネットワーク（Japan Alliance on Global NTDs: JAGntd）も組織し国内外

の情報交換や積極的なPPPの取り組みの提言などを行っている。

活動内容

（ ₁）GHIT Fund、 AMED、 SATREPS 等への大型外部研究資金申請の支援

（ ₂  ）「世界保健ニーズに応える医薬品開発研究ディプロマコース」の終了記念シンポジウ

ム（2020年２月19日）をまとめた14年間の活動報告書 「世界保健ニーズに応える医薬品

研究開発ディプロマコース記録集」14 years of PRD diploma course for equity in health

の発刊。

（ ₃） 研究倫理の国際研修コースの実施： 2020年 8 月17日（月）－19日（水）研究倫理の

国際研修コース（ETHICS）（３日間）を実施。

（ ₄）セミナーの実施： 

　　　 • JAGntdブランドでのウェビナーをGHIT Fundと共催で ₆回実施。

　　　　 第 ₁回：2020年11月25日　参加者：150名

         　　     「NTDs総論」矢島綾　世界保健機関西太平洋地域事務所　顧みられない熱帯

病専門官

         　　      「リンパ系フィラリア症」矢島綾　世界保健機関西太平洋地域事務所・顧みら

れない熱帯病専門官、多田功九州大学名誉教授、關原誠　JICA「大洋州広域フィ

ラリア対策プロジェクト」専門家

　　　　  第 ₂回：「皮膚NTDs」2020年12月16日　参加者：132名

        　　     矢島綾　世界保健機関西太平洋地域事務所・顧みられない熱帯病専門官、四津

里英 長崎大学熱帯医学グローバルヘルス研究科　客員准教授、鈴木幸一　帝京

大学医療技術学部臨床検査学科　教授

5 ． 5 　顧みられない熱帯病イノベーションセンター
（NTD innovation Center）
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　　　　 第 ₃回：「住血吸虫症」 2021年 ₁ 月22日　参加者：180名

         　　     矢島綾　世界保健機関西太平洋地域事務所・顧みられない熱帯病専門官、堂本

郁也氏　アステラス製薬　Corporate Social Responsibility (CSR) 担当部門、飯

島渉氏　青山学院大学文学部史学科　教授

　　　　 第 ₄回：「シャーガス病」2021年 ₂ 月 ₁ 日　参加者：131名

         　　     矢島綾　世界保健機関西太平洋地域事務所　顧みられない熱帯病専門官、橋本

謙　国際保健コンサルタント／ JICAプロジェクト専門家、嶋田淳子　群馬大

学医学部保健学科　教授

　　　　 第 ₅回：「ハンセン病」2021年 ₂ 月22日　参加者：139名

         　　     矢島綾　世界保健機関西太平洋地域事務所　顧みられない熱帯病専門官、南里

隆宏　笹川保健財団　常務理事、遠藤隆久　熊本学園大学　名誉教授

　　　　 第 ₆回：「マイセトーマ」 2021年 ₃ 月11日　参加者：121名

         　　     四津里英　長崎大学熱帯医学グローバルヘルス研究科　客員准教授、森岡翠　

DNDi Japan　External Relations Senior Officer、北朱美　AAR Japan 「難民を助

ける会」プログラムマネージャー、井本大介　GHIT Fund External Affairs & 

Cooperate Development Vice President、飛弾隆之　エーザイ株式会社サステイ

ナビリティー部　副部長、矢島綾　世界保健機関西太平洋地域事務所　顧みら

れない熱帯病専門官 

　　　 •  厚生労働省WHO事前認証及び推奨の取得並びに途上国向けWHO推奨機器要覧掲

載推進事業「途上国の感染症対策に資する診断薬開発を推進するために」の開催（10

月30日・オンライン）：101名の参加者があった。

（ ₅）NTDsに関する国際会議・イベント等への参加

　 ₁） 2020年12月 ₇ 日 - ₉ 日　台北市　"20th International Conference of the Forum for Ethical 

Review Committees in Asia and Western Pacific (FERCAP)" をZOOMにて開催。議長

あいさつ、講演「感染症薬などの開発のためのヒトチャレンジ感染実験における倫理

的な問題」来年度は韓国大邱にて開催予定。

　 ₂） 2020年 ₆ 月16,17日　ジュネーブ　44回TDR/WHO合同調整会議（JCB）にメンバーと

して平山が参加。TDRへの日本の貢献が年々低下していると認識。

　 ₃） 2021年 ₁ 月30日、JAGntdブランドのものと、世界NTDデーのライトアップイベント

に協力し、万里の長城、ピサの斜塔などの世界的名所と共に、長崎の観光名所（稲佐山、

眼鏡橋、女神大橋）をNTDsの基本色である紫とオレンジ色でライトアップした。
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　以下の趣旨，目的のもと，熱帯医学研究所人道支援調整室（以下に概要）が2016年に設置

された。初代室長は国際保健学分野の山本が併任することとなった。設置後，熱帯医学研究

所からは2016年 ₄  月に発生した熊本地震後の人道支援ニーズ把握及び支援のため人員を派

遣し，またアフリカコンゴ民主共和国で流行が見られた黄熱病へ国際緊急援助隊感染症チー

ムの一員として人員を派遣した。現在，JICA国際緊急援助隊に感染症対策チームが設立され，

その支援委員会へ委員として森田教授が，公衆衛生対応班班長として山本がその任務にあ

たっている。

（趣旨）

　熱帯医学研究所内に熱帯医学研究所人道支援調整室を置く。

（目的）

　人道支援調整室は，主として熱帯地域，開発途上国，あるいは我が国を含むその他の国，

地域において発生した大規模災害（自然災害，人為的災害等）に対して，緊急支援活動を行

うとともに，支援活動に携わる人材の育成，研究，国内外ネットワークの拠点となることを

目的とする。

（概要）

₁．人道支援調整室は熱研内に設置する。 

₂ ． ₁ 名の兼任室長（教授），その下に事務局を置く。

₃． 上記目的に関する，情報収集，発信，国内及び国際的ネットワークの構築，研究等

を行うと同時に，機動的に人的貢献を行う。

（背景）

　長崎大学熱帯医学研究所は2010年のハイチ大地震，及び同年のハイチのコレラ大流行，

2011年の東日本大震災2014年の西アフリカにおけるエボラ出血熱の流行2015年のネパール大

地震等に，所員を派遣しており，人道支援分野における国内リーディング機関の一つとなっ

ている。

　独立行政法人国際協力機構（JICA）は2014年に西アフリカで発生したエボラ出血熱の発生

等を受け，感染症対策チームの設立を2015年10月に決定した。国際緊急援助隊感染症対策チー

ム（注 ₁）の国内支援には，東北大学，国立感染症研究所，国立国際医療研究センターと共に，

長崎大学が積極的に参加することとなった。

　熱帯医学研究所人道支援調整室を置く要請が高まっている。

（注 ₁）大規模自然災害に対して国際緊急援助を行うにあたって，JICA は，国際緊急援助隊

₅． 6 　人道支援調整室
（Office of Coordination for Humanitarian Affairs）
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派遣，緊急援助物資の供与，緊急無償資金供与の ₃つのスキームを有している。国際緊急援

助隊は，「国際緊急援助隊の派遣に関する法律（昭和62年公布・施行）」にもとづき派遣される。

緊急援助隊は，救助チーム，医療チーム，専門家チーム，自衛隊から構成されていたが，そ

こに感染症対策チームが加わった。
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６　特別事業費による事業

₆．₁　熱帯医学研修課程

　令和 ₂ 年度（第43回）熱帯医学研修課程は ,2020年 ₄ 月 ₁ 日から ₆ 月26日まで ₃ヵ月間に

わたり16名の参加者で実施された。研修生の職種内訳は医師 ₁名，看護師11名，薬剤師 ₃名，

その他 ₁名（女性15名，男性 ₁名）であり，昭和53年度の第 ₁回から令和 ₂年度の第43回ま

での修了生の総数は583名となった。

1．カリキュラム

　本年度カリキュラムも前年度同様，分野横断的な理解を促す目的で，熱帯医学分野（総論・

各論，実習，臨床歴学）と実務的分野（国際保健・国際協力等の専門家による講義）を織り

交ぜながら配置した。

今年度の特徴

（ ₁）講義録画システムによる復習

　グローバルヘルス総合研究棟の講義室には，講義録画システムが設置されており，ほ

ぼ全講義の収録を行っている。今年度は，同システムの授業聴講期間を ₆ヵ月（研修期

間 ₃ヵ月＋修了後 ₃ヵ月）に延長し，研修課程修了後も復習できる体制を構築した。

（ ₂）シラバスの充実

　今年度も前年度と同様の編集方針で作成した。前年度に引き続き，見開き左ページに

各講義のポイント，右ページに中心的スライド ₄～ ₆ 枚を配するレイアウトとした。ま

た，担当講師に依頼して各スライドに ₂ - ₃ 行で要点をまとめてもらうことにより研修生

の理解や予習や復習を助けた。

（ ₃）e-learningコースの開設

　本年度研修生 ₂ 名にe-learningコース用webページ作成を依頼した。今後，必要な手

続きを踏みながら来年度以降に開設する予定である。

2 ．試験

　平成17年度（第28回）より導入した学科試験を今年度も実施した。所内の各分野に問題の

作成を依頼し，計50問の選択試験問題を出題した。全体の平均得点は63.0点であった。
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3 ．研修生による評価と全体まとめ

　全講義及び試験終了後の ₆月25日に研修生による評価をワークショップ形式で行った。カ

リキュラム構成，授業及び実習内容，時間数，難易度，就学支援体制等について活発な議論

が交わされた。本年度は，新型コロナウイルスのパンデミックにより，入所式を簡略化し，

すぐに ₂週間の自宅待機期間に入ったことや，Zoomの使用によるトラブルなど予想外の事

態が生じたため，講師や研修生同士で十分に交流できないこと，Zoom対応などが反省点と

して挙げられた。

4 ．COVID-19対応

　熱研の各教室に感染予防チェックシートを送付し定期チェックを行った。また，ゴールデ

ンウイークで東京近郊に戻った研修生のPCR検査を個別に行った。
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７　外部資金による研究

₇．₁　文部科学省科学研究費補助金（令和2年度）
研究種目 職名・研究者名 研究経費

（千円）
間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

基盤研究（A）
海 外 教　授・平　山　謙　二 5,500 1,650

慢性シャーガス病の合併症早期予
測因子の探索　－ボリビアコホー
ト研究

2016.4.1～
2021.3.31

基盤研究（A）
海 外 教　授・濱　野　真二郎 9,100 2,730

ヴィクトリア湖湖畔における住血
吸虫伝搬ダイナミクスと環境モニ
タリング

2017.4.1～
2021.3.31

基盤研究（A）
一 般 教　授・金　子　　　聰 9,700 2,910 子供の成長と生活環境に関するア

フリカ出生コホート研究
2020.4.1～
2024.3.31

基盤研究（B）
海 外 教　授・山　本　太　郎 3,700 1,110

中国及びネパール高地における適
応と肥満、糖尿病とヒト腸内細菌
多様性に関する研究

2017.4.1～
2021.3.31

基盤研究（B）
一 般 教　授・金　子　　　修 4,000 1,200

マラリア原虫メロゾイト細胞内小
器官からの分子分泌シグナル機構
の解明

2019.4.1～
2022.3.31

基盤研究（C）
一 般 助　教・坂　口　美亜子 1,200 360 ヒト血管内皮細胞への接着に関与

するサルマラリア原虫分子の解明
2018.4.1～
2021.3.31

基盤研究（C）
一 般 助　教・二　見　恭　子 600 180

熱帯熱マラリアのダイナミクス～
多様性は媒介蚊の多様性によって
維持される？

2018.4.1～
2021.3.31

基盤研究（C）
一 般 准教授・井　上　真　吾 700 210 各種アルボウイルスの鑑別診断法

の開発
2018.4.1～
2021.3.31

基盤研究（C）
一 般 准教授・稲岡健ダニエル 1,000 300

トリパノソーマクルージの細胞内
寄生期おけるATP代謝の可視化に
よる単一細胞解析

2019.4.1～
2022.3.31

基盤研究（C）
一 般 助　教・矢　幡　一　英 800 240 マラリア原虫の赤血球侵入期にお

ける滑走運動の役割
2019.4.1～
2022.3.31

基盤研究（C）
一 般 教　授・モイ　メンリン 1,300 390 重症デング熱におけるmiRNAの

バイオマーカー探索及び機能解析
2019.4.1～
2022.3.31

基盤研究（C）
一 般 助　教・モハマドシャー 1,200 360

A Cross-sectional Study on Invasive 
Bacterial Infections Associated with 
Severe Malaria Among Children 
Hospitalized in Western Kenya

2019.4.1～
2022.3.31

基盤研究（C）
一 般 准教授・久　保　嘉　直 800 240

海産下等動物を利用したＨＩＶ増
殖を抑制する新規宿主防御因子の
同定

2019.4.1～
2022.3.31

基盤研究（C）
一 般 准教授・水　上　修　作 900 270

細胞内タンパク質分解に着目した
デングウイルスワクチン開発のた
めの基盤的研究

2020.4.1～
2023.3.31

基盤研究（C）
一 般 助　教・鍋　島　　　武 1,200 360 デング出血熱の発症に関与する血

管上皮細胞内の分子機構の解明
2020.4.1～
2023.3.31

基盤研究（C）
一 般 准教授・森　本　浩之輔 700 210 高齢者肺炎における肺炎球菌保菌

調査の構築と分析
2020.4.1～
2023.3.31
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研究種目 職名・研究者名 研究経費
（千円）

間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

基盤研究（C）
一 般 助　教・森　保　妙　子 1,200 360

狂犬病制圧に向けた犬のワクチン
接種率向上にナッジは有効か　-
ランダム化比較実験-

2020.4.1～
2023.3.31

基盤研究（C）
一 般 助　教・櫻　井　康　晃 800 240

クリミア・コンゴ出血熱ウイルス
の細胞侵入過程を要因とする病原
性発現機序の解明

2020.4.1～
2024.3.31

奨 励 研 究 技能補佐員・平倉　説子 480 144 乳幼児突然死症候群（SIDS）とウ
イルス感染との関係解明

2020.4.1～
2021.3.31

若 手 研 究 客員研究員・吉原　圭亮 800 240
ベトナム小児重症呼吸器疾患にお
けるエンテロウイルス属の臨床・
分子疫学研究

2018.4.1～
2021.3.31

若 手 研 究 客員研究員・竹形みずき 500 150
妊娠高血圧腎症が生後1年未満の
児の発達及び母親の心身の健康状
態に与える影響

2018.4.1～
2021.3.31

若 手 研 究 特任研究員・牛島　由理 1,600 480
中部アフリカにおける出血熱ウイ
ルス不顕性感染の網羅的解析及び
抗体遺伝子配列解析

2019.4.1～
2021.3.31

若 手 研 究 助　教・佐　倉　孝　哉 1,800 540 がん微小環境におけるピリミジン
生合成経路の生理的な役割

2019.4.1～
2021.3.31

若 手 研 究 助　教・阿　部　　　遥 1,600 480
中部アフリカにおける野生動物保
有病原体の次世代シークエンサー
を用いた網羅的解析

2019.4.1～
2021.3.31

若 手 研 究 助　教・マダニヤズリナ 800 240
A systematic assessment on the 
s e a s o n a l i t y  o f  m o r t a l i t y : a 
multicountry time series study

2019.4.1～
2022.3.31

若 手 研 究 客員准教授・山道　真人 1,000 300 環境変動における迅速な進化と多
種共存

2019.4.1～
2023.3.31

若 手 研 究 客員研究員・阪下健太郎 1,400 420
Orientia感染症の世界分布解明へ
向けた多価リケッチア血清検査法
の開発

2019.4.1～
2023.3.31

若 手 研 究 准教授・樋　泉　道　子 1,500 450 ベトナムの山間部と都市部におけ
る百日咳発生とそのリスク因子

2020.4.1～
2023.3.31

若 手 研 究 助　教・吉　岡　浩　太 1,200 360
日本におけるシャーガス病治療へ
のアクセス：要因の分析および提
言

2020.4.1～
2023.3.31

若手研究（A）助　教・伊　東　　　啓 4,900 1,470
エージェントモデルによる薬剤投
与戦略の構築－薬剤耐性菌の進化
と拡散の防止

2017.4.1～
2021.3.31

国 際 共 同
研究強化（B）教　授・金　子　　　修 2,900 870 アフリカ型アルテミシニン耐性マ

ラリアの耐性機序の解明
2019.4.1～
2023.3.31

国 際 共 同
研究強化（B）助　教・矢　幡　一　英 4,800 1,440 熱帯熱マラリア原虫の滑走運動と

赤血球侵入のメカニズム
2019.4.1～
2022.3.31

研 究 活 動
スタート支援 客　員・山　藤　栄一郎 1,100 330

日本紅斑熱における新たな媒介生
物としてのヤマビルとその吸血被
害の実態

2019.4.1～
2021.3.31

研 究 活 動
スタート支援 助　教・宮　崎　真　也 1,100 330

マラリア原虫ガメトサイト期に赤
血球内に形成される膜構造物の生
理機能

2020.4.1～
2021.3.31
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研究種目 職名・研究者名 研究経費
（千円）

間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

研 究 活 動
スタート支援 特任研究員・福本　隼平 1,100 330 肝内型マラリア原虫における寄生

胞膜を介した生存戦略の解明
2020.4.1～
2021.3.31

研 究 活 動
スタート支援 助　教・石　﨑　隆　弘 1,100 330 DGKが制御するマラリア原虫赤

血球侵入メカニズムの解明
2020.4.1～
2021.3.31

特 別 研 究
促 進 費 教　授・森　田　公　一 40,000 12,000

アジアに展開する感染症研究拠点を
活用した新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）に関する緊急研究
2020.2.20～
2021.3.31

【合計　37件　148,304,000円】 114,080 34,224
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₇．₂　受託研究費等（令和 2 年度）
₇．₂．₁　受託研究

相 手 先 職名・氏名 課題名 直接経費
（千円）

間接経費（千円）
大学全体 備考

国 立 研 究
開 発 法 人
日本医療研究
開 発 機 構

教　授・森　田　公　一 ベトナムにおける新興・再興感染
症研究推進プロジェクト 296,377 88,913

分担機関送金額内訳
【NCGM】
　直：4,500千円
　間：1,350千円

教　授・安　田　二　朗
公衆衛生上問題となっているウイ
ルス感染症の把握と実験室診断法
の確立

8,648 2,594

教　授・皆　川　　　昇
マラリアのない社会の持続を目指し
たコミュニティ主導型統合的戦略の
ための分野融合研究プロジェクト

4,119 2,136

教　授・平　山　謙　二
マラリアのない社会の持続を目指し
たコミュニティ主導型統合的戦略の
ための分野融合研究プロジェクト

3,000 0

教　授・森　田　公　一
クリミア-コンゴ出血熱ウイルス
のゲノム多様性がもたらすウイル
ス学的意義の解明

2,880 864

教　授・モイ　メンリン
中和抗体レパトア解析を用いたデングウ
イルス感染防御のメカニズム解明とワク
チン開発に向けた応用に関する研究開発

4,615 1,385

教　授・安　田　二　朗 昆虫媒介性ウイルス感染症の世界
的流行状況に基づく我が国の総合
的対策に資する開発研究

4,000 1,200
教　授・モイ　メンリン

教　授・森　田　公　一 重 症 熱 性 血 小 板 減 少 症 候 群
（SFTS）の対策に資する開発研究 2,000 600

教　授・安　田　二　朗
高病原性ウイルス感染症に対する
治療・予防法の開発研究：ワクチ
ン及び動物モデル開発

1,100 330

教　授・安　田　二　朗 一類感染症等の新興・再興感染症
の診断・治療・予防法の研究推進 1,500 450

教　授・有　吉　紅　也 ダニ媒介性細菌感染症の総合的な
対策に向けた研究 1,200 360

教　授・有　吉　紅　也
病理学的アプローチによる先天性
感染症・原因不明感染症診断法の
開発

2,000 600

教　授・森　本　浩之輔
ワクチンで予防可能な疾病のサー
ベイランスとワクチン効果の評価
に関する研究

1,000 300

教　授・森　田　公　一 COVID-19に対するmRNA吸入ワ
クチン開発 5,000 1,500

教　授・平　山　謙　二 COVID-19に対するmRNA吸入ワ
クチン開発 5,000 1,500

准教授・水　上　修　作 COVID-19に対するmRNA吸入ワ
クチン開発 5,000 1,500

教　授・安　田　二　朗 アフリカにおける新型コロナウイル
ス感染症対策の確立に向けた研究 5,000 1,500 北海道大学から

の再委託
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相 手 先 職名・氏名 課題名 直接経費
（千円）

間接経費（千円）
大学全体 備考

国 立 研 究
開 発 法 人
日本医療研究
開 発 機 構

教　授・モイ　メンリン
ハイリスク患者選別のための
COVID-19ウイルス抗原特異的免
疫応答の網羅的評価法の開発 

7,200 2,160 東海大学からの
再委託

教　授・長谷部　　　太
インドシナ半島における新型コロナ
ウイルス感染症対策の確立に向けた
研究（大阪大学、タイ拠点の活用）

5,000 1,500 大阪大学からの
再委託

教　授・安　田　二　朗
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症
（COVID-19）の重症化を阻止する
治療薬の開発

15,000 4,500 エーザイ（株）か
らの再委託

教　授・モイ　メンリン
フラビウイルス感染症における抗原特異的免疫
応答の網羅的評価法の開発および重症化リスク
選定とワクチン開発に向けた応用に関する研究

6,000 1,800 北海道大学から
の再委託

准教授・井　上　真　吾
東京大学中国拠点を活用したフラ
ビウイルス感染症制御のための基
礎研究

3,000 900 大阪大学からの
再委託

助　教・竹　村　太地郎 治療・予防を目指したHIV-1サブ
タイプA/E感染症の研究開発 2,000 600 熊本大学からの

再委託

准教授・稲岡健ダニエル
トリパノソーマクルージを標的に
した天然物ライブラリー用のスク
リーニング系の探索

5,060 0

助　教・竹　村　太地郎 自然環境中における細菌-プラス
ミド相互作用の網羅的解析 2,750 825 代表機関：国立

感染症研究所

教　授・長谷部　　　太
ベトナムSARS-CoV-2非感染健常者および回復患
者でのSARS-CoV-2交差反応性T細胞、B細胞の解
析に基づくCOVID-19予後関連免疫因子の同定

5,000 1,500 京都大学からの
再委託

教　授・金　子　　　修
中部アフリカにおける熱帯熱マラ
リアのアルテミシニン耐性分子機
序の解明

14,300 3,900
分担機関送金額内訳
【公立大学法人大阪】
直：1,000千円
間：300千円

教　授・有　吉　紅　也
感染症分野における日本とアジア諸国の
国際研究開発協力を促進する臨床研究・
治験プラットフォーム形成と実証事業

26,517 7,955 NCGMからの
再委託

教　授・平　山　謙　二
感染症分野における日本とアジア諸国の
国際研究開発協力を促進する臨床研究・
治験プラットフォーム形成と実証事業

14,776 4,433 NCGMからの
再委託

教　授・森　田　公　一 デングウイルス非構造蛋白質組換
えワクチンの探索 2,475 0

教　授・森　田　公　一 デング熱重症化の予測に資する免
疫・細胞因子の同定 1,700 510

教　授・モイ　メンリン
Long-term immunity to SARS-
CoV-2 in influencing COVID-19 
disease outcome in Asia

2,150 645

教　授・有　吉　紅　也
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症
（COVID-19）の治療薬開発を加速
する臨床研究基盤の整備

1,800 540

教　授・モイ　メンリン
COVID-19予防のためのナノ粒子型蛋
白ワクチンの開発にかかる抗原蛋白の
最適化、製剤の最適化、非臨床POC試験

7,377 2,213
代表機関：
ユナイテッド・
イミュニティ
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相 手 先 職名・氏名 課題名 直接経費
（千円）

間接経費（千円）
大学全体 備考

B I L L  & 
M E L I N D A 
G A T E S 
FOUNDATION

教　授・吉田レイミント Evaluation of PCV schedules in a 
naive population in Vietnam 46,808 7,013

分担機関
・National Institute 
o f  H y g i e n e  a n d 
Epidemiology
・The  Murdoch 
Childrens Research 
Institute
・Lomdon School 
o f  H y g i e n e  a n d 
Tropical Medicine

G l o b a l 
H e a l t h 
Innovative 
Technology 
F u n d

教　授・濱　野　真二郎
Novel diagnostics for schistosomiasis 
control: development of defined antigens 
for detection of Schistosoma infection-
specific antibodies in blood and urine

334 47 研究代表機関：
Lygature

教　授・濱　野　真二郎
Live attenuated prophylact ic 
vaccine for leishmaniasis
（リシューマニア症に対する弱毒
化予防生ワクチン2019）

12,374 1,732 研究代表機関：
オハイオ州立大学

教　授・濱　野　真二郎
Production, validation and use of 
leishmanin skin test for detection of 
Leishmania exposure and immunity

15,682 2,195 研究代表機関：
オハイオ州立大学

教　授・濱　野　真二郎

A schistosomiasis rapid diagnostic test to 
support control programmes in monitoring 
treatment impact and reassessment mapping
治療効果のモニタリングと再評価マッピング
における制御プログラムを支援するための住
血吸虫症迅速診断テスト

20,394 2,855 研究代表機関：
FIND

教　授・金　子　　　修
Identification of Vaccine Targets that 
Will Block the Interaction of Plasmodium 
falciparum Malaria Parasites with the 
Complement Regulator CD55

1,053 147
研究代表機関：
The Pennsylvania 
State University

教　授・金　子　　　修
Towards the rapid diagnosis of 
malaria hypnozoite infection: 
feasibility studies

23,422 571
長崎大学代表
分担機関：オラン
ダBPRC、熊本高専

独立行政法人
国際協力機構 教　授・安　田　二　朗

公衆衛生上問題となっているウイ
ルス感染症の把握と実験室診断法
の確立プロジェクト

4,224 0

国立研究開発法人
科学技術振興機構 教　授・安　田　二　朗 COVID-19に対する化合物の薬効

評価 3,000 900

富士フイルム
株 式 会 社 教　授・森　田　公　一

デングウイルスおよびデングウイ
ルス感染血を用いたデング熱診断
キット（DEN-SAI）の評価

3,500 1,050

エ ー ザ イ
株 式 会 社 教　授・安　田　二　朗 COVID-19治療薬の研究開発 1,000 300

富士フイルム
富山化学株式会社 教　授・安　田　二　朗 臨床分離されたSARS-CoV-2の経

時的定量評価 13,000 3,800

新 潟 大 学 教　授・森　本　浩之輔

自己免疫性肺胞蛋白症に対するSK-
1401吸入製剤の多施設共同無作為化
二重盲検プラセボ対照並行群間比較試
験（以下、PAGE試験）に参加した各施
設の患者の予後調査結果報告書作成

300 90

D N D i 教　授・平　山　謙　二
シャーガス病治療薬の創出のため
のリード化合物の最適化プロジェ
クトに基づくDNDiとの研究契約

8,252 1,238

【合計　48件　789,538,527円】 627,887 161,651
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₇．₂．₂　受託事業費
相 手 先 職名・氏名 課題名 直接経費

（千円）
間接経費（千円）
大学全体 備考

独 立 行 政 法 人
日本学術振興会

教 　 授 ・ 濱 野 真 二 郎
　　　　（金子　聰）

論文博士号取得希望者に対する支
援事業 1,200 0

教　授・モイ　メンリン 論文博士号取得希望者に対する支
援事業 1,200 0

教　授・有　吉　紅　也 論文博士号取得希望者に対する支
援事業・OLIVIER 1,200 0

教　授・有　吉　紅　也 論文博士号取得希望者に対する支
援事業・DEVAMANI 1,200 0

教　 授・ 平 山 謙 二
　　　　　（ 金 子　 聰 ）

論文博士号取得希望者に対する支
援事業 1,200 0

教　授・金　子　　　聰
二国間交流事業・セミナー（第2
回KEMURI-長崎大学・熱帯医学
シンポジウム）

1,368 0

教　授・金　子　　　聰
研究拠点形成事業（B.アジア・アフリカ
学術基盤形成型）グローバルヘルスの改
善・向上に資するIoT学術拠点の形成

6,556 0

株式会社JTB長崎支店

教　授・金　子　　　聰
学術指導　新型コロナウイルス予
防対策のための「宿泊施設取組ガ
イドライン」の監修

1,000 100

教　授・金　子　　　聰
新しい長崎旅行・MICEスタイル
の制作物の内、新型コロナウイル
スに関わる掲載がされる部分

100 10

S i g h t s a v e r s 教　授・平　山　謙　二 日本顧みられない熱帯病アライア
ンス運用管理プロジェクト 12,644 506

G l o b a l  H e a l t h 
I n n o v a t i v e 
Technology Fund

助　教・吉　岡　浩　太
顧みられない熱帯病（NTDｓ）
ロードマップローチンに伴う日本
における広報業務

2,256 23

独 立 行 政 法 人
国 際 協 力 機 構
（ J I C A ）

教　授・神　谷　保　彦
ケニア国ホマベイ地区における持続
可能なスナノミ感染症対策プロジェ
クト（草の根パートナー型）（第1期）

67,228 0

【合計　12件　97,789,810円】 97,151 638

₇．₂．₃　その他の補助金
事業名 職名 プログラム名 直接経費

（千円） 備考

地球規模保健課題解決
推進のための行政瀬策
に 関 す る 研 究 事 業

教　授・森　田　公　一
国外の健康危機発生時に対応できる人材に必
要なコンピテンシーの分析及び人材を増強す
るための研修プログラムの開発のための研究

250 研究分担者

地球規模保健課題解決
推進のための行政瀬策
に 関 す る 研 究 事 業

教　授・山　本　太　郎
国外の健康危機発生時に対応できる人材に必
要なコンピテンシーの分析及び人材を増強す
るための研修プログラムの開発のための研究

250 研究分担者

新興・再興感染症
及び予防接種政策
推進研究事業

教　授・森　田　公　一 新興・再興感染症のリスク評価と危機管理機
能の実装のための研究 30,000 研究分担者

【合計　3件　30,500千円】 30,500

― 84 ―



₇．₂．₄　民間等の共同研究
民間等機関名 職名・氏名 研究題目 民 間 等

（ 千 円 ） 備考

株式会社ニコン
インステック 教　授・金　子　　　修 イメージングによる感染症成立メカニズムの

理解 525

マイキャン・テクノ
ロジーズ株式会社
京 都 大 学

教　授・金　子　　　修
マラリア原虫等培養及び抗マラリア原虫等薬
としてのhESC/iPS細胞由来幼若赤血球様細
胞の開発

1,000

キヤノンメディ
カルシステムズ
株 式 会 社

教　授・安　田　二　朗 新興・再興感染症に対する迅速検査法の研究 1,200

一般財団法人カケ
ンテストセンター 准教授・川　田　　　均 吸血昆虫の人工飼育方法の研究 594

塩 野 義 製 薬
株 式 会 社 教　授・徳　舛　富由樹

「マラリア治療薬」の開発を中心とした人類の
脅威となる感染症に対する予防，診断および
治療に必要な「くすり」の研究・開発

200,000

シ ャ ー プ
株 式 会 社 准教授・川　田　　　均 蚊の捕集効率の改善検証 500

ア ド テ ッ ク
株 式 会 社 教　授・森　田　公　一 イムノクロマト法を用いた新型コロナウイル

スの検査試薬の開発 605

公益財団法人
東 京 都 医 学
総 合 研 究 所

教　授・森　田　公　一 コロナウイルス対策研究 7,000

日 本 電 気
株 式 会 社 教　授・金　子　　　聰 新生児・乳児の生体認証技術の調査・研究 3,850

ネオファーマ
株 式 会 社 教　授・安　田　二　朗 5-ALA（5-Aminolevulinic acid） を 用 い た

COVID-19の新規治療法の開発 1,089

栄研化学株式会社 教　授・金　子　　　聰 ケニアにおけるTB-LAMPオペレーショナル
スタディーの実施 6,000

株 式 会 社
m A b p r o t e i n
島 根 大 学

教　授・森　田　公　一 新型コロナウイルスタンパク質を用いた臨床
検査への基盤的研究 1,500

大鵬薬品工業
株 式 会 社

教　授・平　山　謙　二 シャーガス病（Trypanosoma cruzi）の治療薬
スクリーニングに関する研究 2,200

教　授・森　田　公　一 核酸誘導体からのデングウイルス（Dengue 
virus）の治療薬スクリーニングに関する研究 600

教　授・森　田　公　一
核酸誘導体からのSFTSウイルス（Severe 
Fever with Thrombocytopenia Syndrome 
virus）の治療薬スクリーニングに関する研究

1,000

教　授・森　田　公　一 デングウイルス（Dengue virus）の治療薬スク
リーニングに関する研究 1,600

教　授・森　田　公　一
大鵬核酸誘導体ライブラリー（A系統）からの
新型コロナウイルス（SARS-CoV2）の治療薬ス
クリーニングに関する研究

10,472

教　授・森　田　公　一
新規核酸誘導体ライブラリー（B系統）からの
新型コロナウイルス（SARS-CoV2）の治療薬ス
クリーニングに関する研究

10,472

教　授・森　田　公　一
核酸誘導体ライブラリー（A系統、及びB系統）
からのデングウイルス（Dengue virus）の治療
薬スクリーニングに関する研究

10,461

株式会社ボナック
東京医科大学 教　授・森　田　公　一 miRNAを用いたCOVID-19治療薬の開発研究 500

富士レビオ
株式会社 教　授・森　田　公　一 熱帯感染症の免疫学的診断法の開発及び基礎

研究 990

西日本設計工業
株式会社 教　授・森　田　公　一 オゾン噴流装置による新型コロナウイルスへ

の不活性化効果 500

【合計　22件　262,658,000円】 262,658
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８　海 外 活 動
渡　　航　　者

渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分
職　 名 氏　　名

特 任
研究員 牛　島　由　理 SATREPSにおける研究遂行のため ガ ボ ン

2020/0４/01
～

2020/0４/21

受託研究等
収 入

教　 授 吉田レイミント 小児肺炎球菌研究の打合せおよび情報収
集のため ベ ト ナ ム

2020/04/01
～

2020/09/08

受託研究等
収 入

教　 授 吉田レイミント 小児肺炎球菌研究に関する打ち合わせお
よび情報収集のため ベ ト ナ ム

2020/11/25
～

2021/03/04

受託研究等
収 入

助　 教 竹　村　太地郎
ベトナム行フライトまでの在宅勤務お
よびベトナム到着後の隔離期間におけ
る在宅勤務のため

ベ ト ナ ム
2021/01/30

～
2021/03/04

受託研究等
収 入

特 任
研究員 牛　島　由　理 SATREPSにおける研究遂行のため ガ ボ ン

2021/02/22
～

2021/03/31

受託研究等
収 入

助　 教 阿　部　　　遥 SATREPSにおける研究遂行のため ガ ボ ン
2021/02/22

～
2021/03/31

受託研究等
収 入

教　 授 金　子　　　聰
ケニアPJ拠点の各業務（文科省打合
せ.JICA打合せ.フィールド活動打合
せ.拠点長業務）のため

ケ ニ ア
2021/03/02

～
2021/03/12

運 営 費
交 付 金

― 86 ―



9 ．₁　研究業績（2020.1-12）

ウイルス学分野
1 ） Kyaw AK, Ngwe Tun MM, Naing ST, Htwe TT, Mar TT, Khaing TM, Aung T, Aye 

KS, Thant KZ, Morita K: Inapparent dengue virus infection among students in Mandalay, 

Myanmar. Trans R Soc Trop Med Hyg 114(1): 57-61, 2020
2 ） Wijesooriya SL, Nguyen CT, Nguyen TTT, Vu TBH, Takemura T, Morita K, Le 

TQM, Dang DA, Hasebe F, Moi ML: Long-term surveillance needed to detect Zika virus 

outbreaks in endemic regions. Lancet Infect Dis 20(2): 168-169, 2020
3 ） Ngwe Tun MM, Muthugala R, Kyaw AK, Shimada S, Morita K, Hayasaka D: 

Pathogenetic Potential Relating to Metabolic Activity in a Mouse Model of Infection with 

the Chikungunya Virus East/Central/South African Genotype. Viruses 12(2): 169, 2020
４ ） Ngwe Tun MM, Hmone SW, Soe AM, Luvai E,  Nwe KM, Inoue S, Buerano CC, 

Thant KZ,  Morita K: Zika virus infection in asymptomatic persons in Myanmar, 2018. 

Trans R Soc Trop Med Hyg 114(6): 440-447, 2020
5 ） Bastola A, Sah R, Rodriguez-Morales AJ, Lal BK, Jha R, Ojha HC, Shrestha B, 

Chu DKW,  Poon LLM, Costello A, Morita K, Pandey BD: The first 2019 novel 

coronavirus case in Nepal. Lancet Infect Dis 20(3): 279-280, 2020
6 ） Ngwe Tun MM, Muthugala R, Nabeshima T, Rajamanthri L, Jayawardana D, 

Attanayake S,  Soe AM, Dumre SP, Ando T, Hayasaka D, Inoue S, Buerano CC, 

Morita K: Unusual, neurological and severe dengue manifestations during the outbreak in 

Sri Lanka, 2017. J Clin Virol 125: 104304, 2020
₇ ） Sah R, Rodriguez-Morales AJ, Jha R, Chu DKW, Gu H, Peiris M,  Bastola A, Lat 

BK, Ojha HC,  Rabaan AA, Zambrano LI, Costello A, Morita K, Pandey BD, Poon 

LLM: Complete Genome Sequence of a 2019 Novel Coronavirus (SARS-CoV-2) Strain 

Isolated in Nepal. Microbiol Resour Announc 9(11): e00169-20, 2020
8 ） Ngwe Tun MM, Nguyen TTT, Ando T, Dumre SP, Soe AM, Buerano CC, Nguyen 

MT, Le NTN, Pham VQ, Nguyen TH, Le TQM, Morita K, Hasebe F: Clinical, 

Virological, and Cytokine Profiles of Children Infected with DengueVirus during the 

Outbreak in Southern Vietnam in 2017. Am J Trop Med Hyg 102(6): 1217-1225, 2020
₉ ） Le TQM, Takemura T, Moi ML, Nabeshima T, Nguyen LKH, Hoang VMP, Ung 

THT, Le TT,  Nguyen VS, Pham HQA, Duong TN, Nguyen HT, Ngu DN, Nguyen 

CK, Morita K,  Hasebe F, Dang DA: Severe Acute Respiratory Syndorome Coronavirus 

2 Shedding by Travelers, Vietnam, 2020. Emerg Infect Dis 26(7): 1624-1626, 2020
10） Akagi K, Miyazaki T, Oshima K, Umemura A, Shimada S, Morita K, Senju H, 

Tashiro M,  Takazono T, Saijo T, Kurihara S, Sekino M, Yamamoto K, Imamura Y, 

Izumikawa K,  Yanagihara K, Uda A,  Morikawa S, Yoshikawa T, Kurosu T, 

Shimojima M, Saijo M, Mukae H: Detection of viral RNA in diverse body fluids in an 

９　研究成果の発表状況
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SFTS patient with encephalopathy, gastrointestinal bleeding and pneumonia: a case report 

and literature review. BMC Infect Dis 20(1): 281, 2020
11） Nguyen CT, Moi ML, Le TQM, Nguyen TTT, Vu TBH, Nguyen HT, Pham TTH, Le 

THT, Nguyen LMH, Phu Ly MH, Ng CFS, Takemura T, Morita K, Hasebe F: 

Prevalence of Zika Virus Neutralizing Antibodies in Healthy Adults in Vietnam During and 

After the Zika Virus Epidemic Season: A Longitudinal Population-Based Survey. BMC 

Infect Dis 20(1): 332, 2020
12） Balingit JC, Phu Ly MH, Matsuda M, Suzuki R,  Hasebe F, Morita K, Moi ML: A 

Simple and High-Throuhput ELISA-Based Neutralization Assay for the Determination of 

Anti-Flavivirus Neutralizing Antibodies. Vaccines (Basel) 8(2): 297, 2020
13） Ngwe Tun MM, Muthugala R, Nabeshima T, Soe AM, Dumre SP, Rajamanthri L, 

Jayawardana D,  Attanayake S, Inoue S, Morita K: Complete Genome Analysis and 

Characterization of Neurotropic Demgue Virus 2 Cosmopolitan Genothpe Isolated From 

the Gerrebrospinal Fluid of Encephalitis Patients. PLoS One 15(6): e0234508, 2020
14） Ngwe Tun MM, Moriuchi M, Toizumi M, Luvai E, Raini S, Kitamura N, Takegata M, 

Nguyen HT,  Moi ML, Buerano CC, Anh DD, Yoshida LM, Morita K, Moriuchi H: 

Congenital Zika Virus Infection in a Birth Chohort in Vietnam, 2017-2018. Am J Trop Med 

Hyg 103(5): 2059-2064, 2020
15） Buerano CC, Pangillinan LS, Dimamay MTA,  Mepua CA, Dimamay MPS, Matias 

RR, Natividad FF, de Guzman Daroy ML, Hasebe F, Morita K , Moi ML: Zika Virus 

Infection, Philippines, 2012. Emerg Infect Dis 26(9): 2300-2301, 2020
16） Kyaw AK, Ngwe Tun MM, Nabeshima T, Soe AM, Thida T, Aung TH, Htwe TT, 

Myaing SS,  Mar TT, Aung T, Win KMM, Mar Myint K, Lwin EP, Thu HM, 

Buerano CC, Thant KZ, Morita K: Chikungunya Virus Infection in Blood Donors and 

Patients During Outbreak, Mandalay, Myanmar, 2019. Emer Infect Dis 26(11): 2741-

2745, 2020
17） Islam MA, El Zowalaty ME, Islam S, Sharif M,  Rahman MR, Amin MR, Ali MM, 

Rahman MT, Morita K, Ashour HM: A Novel Multiplex RT-PCR Assay for Simultaneous 

Detection of Dengue and Chikungunya Viruses. Int J Mol Sci 21(21): 8281, 2020

新興感染症学分野
18） Abe H, Ushijima Y, Bikangui R, Loembe MM, Agnandji ST, de Vries SG, Grobusch 

MP, Lell B, Yasuda J: Ongoing evolution of hepatitis B virus during viremia in patients 

with febrile in Central Africa. J Med Virol 92(2): 251-256, 2020
19） Yoshikawa R*, Abe H*, Igasaki Y, Negishi S, Goto H, Yasuda J: Development and 

evaluation of a rapid and simple diagnostic assay for COVID-19 based on loop-mediated 

isothermal amplification. PLoS Negl Trop Dis 14(11): e0008855, 2020　* These authors 

contributed equally to this work.

20） Abe H, Ushijima Y, Bikangui R, Ondo GN, Zadeh VR, Pemba CM, Mpingabo PI, 

Igasaki Y, de Vries SG, Grobusch MP, Loembe MM, Agnandji ST, Lell B, Yasuda 
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J: First evidence for continuous circulation of hepatitis A virus subgenotype IIA in Central 

Africa J Viral Hepat 27(11): 1234-1242, 2020
21） Zadeh VR, Urata S, Sakaguchi M, Yasuda J: Human BST-2/tetherin inhibits Junin 

virus release from host cells and its inhibition is partially counteracted by viral 

nucleoprotein. J Gen Virol 101(6): 573-586, 2020
22） Mpingabo PI, Urata S, Yasuda J: Analysis of the Cell Type-Dependence on the 

Arenavirus Z-Mediated Virus-Like Particle Production. Front Microbiol 11: 562814, 2020
23） Abe H, Ushijima Y, Loembe MM, Bikangui R, Nguema-Ondo G, Mpingabo PI, 

Zadeh VR, Pemba CM, Kurosaki Y, Igasaki Y, Vries SG, Grobusch MP, Agnandji 

ST, Lell B, Yasuda J: Re-emergence of dengue virus serotype 3 infections in Gabon in 

2016-2017, and evidence for the risk of repeated dengue virus infections. Int J Infect Dis 

91: 129-136, 2020
24） Mizutani T, Ohba Y, Mizuta S, Yasuda J, Urata S: An antiviral drug screening platform 

with a FRET biosensor for measurement of arenavirus Z assembly. Cell Struct Funct 45(2): 

155-163, 2020
25） Primadharsini PP, Nagashima S, Takahashi M, Kobayashi T, Nishiyama T, 

Nishizawa T, Yasuda J, Mulyanto, Okamoto H: Multivesicular body sorting and the 

exosomal pathway are required for the release of rat hepatitis E virus from infected cells. 

Virus Res 278, 2020

原虫学分野
26） Peng YC, Qi Y, Zhang C, Yao X, Wu J, Pattaradilokrat S, Xia L, Tumas KC, He X, 

Ishizaki T, Qi CF, Holder AA, Myers TG, Long CA, Kaneko O, Li J, Su XZ: 

Plasmodium yoelii Erythrocyte-Binding-like protein modulates host cell membrane 

structure, immunity, and disease severity. mBio 11(1): e02995-19, 2020
27） Ishizaki T, Chaiyawong N, Hakimi H, Asada M, Tachibana M, Ishino T, Yahata K, 

Kaneko O: A novel Plasmodium yoelii pseudokinase, PypPK1, is involved in erythrocyte 

invasion and exflagellation center formation. Parasitol Int  76: 102056, 2020
28） Tang J, Templeton TJ, Cao J, Culleton R: The Consequences of Mixed-Species Malaria 

Parasite Co-Infections in Mice and Mosquitoes for Disease Severity, Parasite Fitness, and 

Transmission Success. Front Immunol  10: 3072, 2020
29） Kawai S, Annoura T, Araki T, Shiogama Y, Shogo S, Sato MO, Kaneko O, 

Yasutomi Y, Chigusa Y: Development of an effective alternative model for in vivo 

hypnozoite-induced relapse infections: a Japanese macaque (Macaca fuscata) model 

experimentally infected with Plasmodium cynomolgi. Parasitol Int 76: 102096, 2020
30） Muh F, Kim N, Nyunt MH, Firdaus ER, Han JH, Hoque MR, Lee SK, Park JH, 

Moon RW, Lau YL, Kaneko O, Han ET: Cross-species reactivity of antibodies against 

Plasmodium vivax blood-stage antigens to P. knowlesi. PLoS Negl Trop Di  14(6): 

e0008323, 2020
31） Subudhi A, O'Donnel A, Ramaprasad A, Abkallo H, Kaushik A, Ansari H, 
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Mohamed A, Rached F, Kaneko O, Culleton R, Reece S, Pain A: Malaria parasites 

regulate intra-erythrocytic development duration via serpentine receptor 10 to coordinate 

with host rhythms. Nat Commun 11: 2763, 2020
32） Teklemichael AA, Mizukami S, Toume K, Mosaddeque F, Kamel MG, Kaneko O, 

Komatsu K, Karbwang J, Huy NT, Hirayama K: Anti-malarial activity of traditional 

Kampo medicine Coptis rhizome extract and its major active compounds. Malar J 19: 204, 

2020
33） Hakimi H, Templeton TJ, Sakaguchi M, Yamagishi J, Miyazaki S, Yahata K, 

Uchihashi T, Kawazu S-I, Kaneko O, Asada M: Novel Babesia bovis exported proteins 

that modify properties of infected red blood cells. PLoS Pathog 16(10): e1008917, 2020
34） Sugimoto T, Takahashi K, Matsui K, Asada M, Kaneko O, Ariyoshi K: A Japanese 

man with malaria tests negative for fever after spending 6 months in rural Kenya. Trop Med 

Health 48: 52, 2020

寄生虫学分野
35） Hasegawa M, Pilotte N, Kikuchi M, Means AR, Papaiakovou M, Gonzalez AM, 

Maasch JRMA, Ikuno H, Sunahara T, Ásbjörnsdóttir KH, Walson JL, Williams SA, 

Hamano S; DeWorm3 Project Team: What does soil-transmitted helminth elimination 

look like? Results from a targeted molecular detection survey in Japan. Parasit Vectors 

13(1): 6, 2020
36） Zhang WW, Karmakar S, Gannavaram S, Dey R, Lypaczewski P, Ismail N, 

Siddiqui A, Simonyan V, Oliveira F, Coutinho-Abreu I, DeSouza-Vieira T, Meneses 

C, Oristian J, Serfim T, Musa A, Nakamura R, Saljoughi N, Volpedo G, Satoskar 

M, Satoskar S, Dagur P, McCoy J, Kamhawi S, Valenzuela J, Hamano S, Satoskar 

A. Matlashewski G, Nakhasi H: A second generation leishmanization vaccine with a 

markerless attenuated Leishmania major strain using CRISPR gene editing. Nature 

Commun 11(1): 3461, 2020
37） Sassa M, Chadeka EA, Cheruiyot NB, Tanaka M, Moriyasu T, Kaneko S, Njenga 

SM, Cox SE, Hamano S: Prevalence and risk factors of Schistosoma mansoni infection 

among children under two years of age in Mbita, Western Kenya. PLoS Negl Trop Dis 

14(8): e0008473, 2020
38） Mousa EAA, Sakaguchi M, Nakamura R, Abdella OH, Yoshida H, Hamano S, Mi-

Ichi F: The dynamics of ultrastructural changes during Entamoeba invadens encystation. 

Parasitology 147(12): 1305-1312, 2020
39） Mohammed ES, Nakamura R, Kalenda YD, Deloer S, Moriyasu T, Tanaka M, Fujii 

Y, Kaneko S, Hirayama K, Ibrahim AI, El-Seify MA, Metwally AM, Hamano S: 

Dynamics of serological responses to defined recombinant proteins during Schistosoma 

mansoni infection in mice before and after the treatment with praziquantel. PLoS Negl Trop 

Dis 14(9): e0008518, 2020
40） Latio LSY, Nam NH, Shah J, Smith C, Sakai K, Stonewall Shaban K, Idro R, Nishi 
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M, Huy NT, Hamano S, Moji K: Economic burden of the persistent morbidity of nodding 

syndrome on caregivers in affected households in Northern Uganda. PLoS One 15(9): 

e0238643, 2020
41） Nakamura R, Yoshizawa A, Moriyasu T, Deloer S, Senba M, Kikuchi M, Koyasu S, 

Moro K, Hamano S: Group 2 Innate LymphoidCells Exacerbate AmebicLiver Abscess in 

Mice. iScience 23(9): 101544, 2020

免疫遺伝学分野
42） Ahmed AM, Mohammed AT, Vu TT, Khattab M, Doheim MF, Ashraf Mohamed A, 

Abdelhamed MM, Shamandy BE, Dawod MT, Alesaei WA, Kassem MA, Mattar 

OM, Smith C, Hirayama K, Huy NT: Prevalence and burden of dengue infection in 

Europe: A systematic review and meta-analysis. Rev Med Virol 30(2): e2093, 2020
43） Sherif NA, Zayan AH, Elkady AH, Ghozy S, Ahmed AR, Omran ES, Taha EA, 

Eldesoky EA, Ebied A, Tieu T, Maraie N, Kamel MG, Ngo HT, Mattar OM, 

Hirayama K, Huy NT: Mast cell mediators in relation to dengue severity: A systematic 

review and meta-analysis. Rev Med Virol 30(1): e2084, 2020
44） Pare G, Neupane B, Eskandarian S, Harris E, Halstead S, Gresh L, Kuan G, 

Balmaseda A, Villar L, Rojas E, Osorio JE, Anh DD, De Silva AD, Premawansa S, 

Premawansa G, Wijewickrama A, Lorenzana I, Parham L, Rodriguez C, 

Fernandez-F, Reyes Y, Blandon P, Hirayama K, Weiss L, Singh P, Newton J, Loeb 

M; Dengue Population Genetics Program: Genetic risk for dengue hemorrhagic fever and 

dengue fever in multiple ancestries. EBioMedicine 51: 102584, 2020
45） Ebied A, Yousif M, Nam NH, Elhamamsy AR, Hassan OG, Mostafa EM, Nguyen 

GJ, Hirayama K, Huy NT: Primary lymph node sites in Hodgkin lymphoma and the risk 

of second primary cancers: a population-based study. Future Oncol 16(9): 451-467, 2020
46） Bodi JM, Nsibu CN, Longenge RL, Aloni MN, Akilimali PZ, Kayambe PK, Omar 

AH, Verhaegen J, Tshibassu PM, Lukusa A, Hirayama K: Exploring association 

between MBL2 gene polymorphisms and the occurrence of clinical blackwater fever 

through a case-control study in Congolese children. Malar J 19(1): 25, 2020
47） Teklemichael AA, Mizukami S, Toume K, Mosaddeque F, Kamel MG, Kaneko O, 
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11） 佐倉孝哉：ピロプラズマ．寄生虫のはなし ―この素晴らしき，虫だらけの世界―．2020
年10月1日 .

12） 佐倉孝哉：相分離生物学の全貌（現代化学増刊46）．東京化学同人：現代化学増刊．
2020年11月16日 .

13） 山本太郎（監修）：①人類の歴史から考える2020年9月19日②人類の知見と勇気を見てみ
よう2020年10月30日③この症状は新型コロナ2020年11月30日④「疾病」と日本人⑤感染
症に国境なし⑥感染症との共存とは？．ウイルス・感染症と「新型コロナ」後の私たち
の世界．2020年9月19日 .

14） 山本太郎：過去のパンデミックに学ぶウイルスとの共生．新型コロナ19氏の意見 -われ
われはどこにいて、どこへ向かうのか -．2020年5月14日．pp23～27.

15） アキンティジェ　シンバ　カリオペ：3.アフリカ：ルワンダの将来―就学前の子どもた
ちの食と栄養．子どもの食と栄養．2020年9月3日．pp23～27.

16） Yamamoto T: Infectious Diseases: Conquest or Coexistence?. Resilience and Human 

History: Multidisciplinary Approaches and Challenges for a Sustainable Future 

（Translational Systems Sciences Book 23）. 2020年8月28日 . pp85～108.

17） 山本太郎：疫病と人類　新しい感染症の時代をどう生きるか．朝日新書．2020年11月30
日 .
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10．₁　熱帯医学研究所における所外講師による講演（2020.1-12）

1 ） 「NTDs総論」
 矢島　綾
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病対策：世界の潮流と日本の経験」
 オンライン開催，2020年11月25日
　
2） 「リンパ系フィラリア症」
 矢島　綾，多田　功，關原　誠
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病対策：世界の潮流と日本の経験」
 オンライン開催，2020年11月25日

3 ） 「腸肝脂質代謝調整を制御する新たな転写調節制御機構の解明」
 中川　嘉
 長崎大学熱帯医学研究所・富山大学和漢医薬学総合研究所第10回交流セミナー「熱帯医

学と和漢薬研究の新展開－新しい医療体系の構築をめざして―」
 グローバルヘルス総合研究棟1階大セミナー室及びオンライン開催，2020年12月9日

４ ） 「薬物－ＨＬＡ相互作用による免疫応答が生体にもたらす影響～医薬品毒性研究から癌
免疫治療戦略への応用展開～」

 薄田健史
 長崎大学熱帯医学研究所・富山大学和漢医薬学総合研究所第10回交流セミナー「熱帯医

学と和漢薬研究の新展開－新しい医療体系の構築をめざして―」
 グローバルヘルス総合研究棟1階大セミナー室及びオンライン開催，2020年12月9日

5 ） 「皮膚NTDs」
 矢島　綾，四津里英，鈴木幸一
 連続ウェビナー「顧みられない熱帯病対策：世界の潮流と日本の経験」
 オンライン開催，2020年12月16日
 

10　講演会
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10．₂　熱帯医学研究所教員による講演（2020.1-12）

1 ） アフリカにおけるマラリア流行予測システムの構築（マラリア天気予報）
 皆川　昇
 グローバルファンド日本委員会第29回議員タスクフォース会合
 ホテルルポール麹町，東京都，2020年3月10日

2 ） Innovation for Health

 Karbwang J

 The commemorative lecture 

 Ryojyun Hall, Sakamoto Camous, Nagasaki University，Nagasaki, Japan，2020年2月4日

3 ） アフリカのマラリア媒介蚊
 皆川　昇
 中高生海洋生物学シンポジウム
 国立科学博物館，東京都，2020年2月1日

４ ） 南部アフリカにおける気候予測モデルをもとにした感染症流行の早期警戒システムの構築
 皆川　昇
 Malaria No More Japan基調報告
 オンライン開催，2020年6月12日

5 ） Day-care contact patterns relevant to the spread of Streptococcus pneumoniae in infants in 

Nha Trang, Vietnam

 Toizumi M

 WISE Programme Kickoff Symposium

 Nagasaki University, Nagasaki, Japan，2020年3月9日

6 ） 熱帯感染症について
 奥村順子
 福島県立医科大学学生に対する解説
 熱帯医学ミュージアム，長崎市，長崎県，2020年3月26日

₇ ）  シンポジウム5　疫学研究成果を広く正しく国民に還元する：如何にメディアと連携す
るか？

 金子　聰
 第30回日本疫学会学術総会
 京都大学百周年時計台記念館，京都市，京都府，2020年2月22日
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8 ） Establishment of an early-warning system for infectious diseases in Africa, incorporating 

climate predictions

 Minakawa N

 第5回アフリカ合同シンポジウム
 フクラシア丸の内オアゾ，東京都，2020年11月5日

₉ ） ＨＩＶ感染症の基礎知識と最近の話題
 有吉紅也
 ＨＩＶ医療講習会
 長崎県医師会館，長崎市，長崎県，2020年1月25日

10） With コロナ　未来の医療を作る君へ
 有吉紅也
 読売新聞教育ネットワーク2020早期医療体験プログラムオンラインセミナー　
 オンライン開催，2020年10月3日

11） グローバル化社会における感染症～熱帯医学・グローバルヘルスから学べること
 有吉紅也
 佐賀県医師会講演会
 佐賀市文化会館，佐賀市，佐賀県，2020年10月15日

12） 新型コロナと報道
 有吉紅也
 日本医学ジャーナリスト協会 西日本支部主催シンポジウム
 オンライン開催，2020年11月28日

13） 新型コロナウイルスの感染予防　
 森本浩之輔
 神奈川歯科大学短期大学講義
 オンライン開催，2020年9月30日

14） 高齢者施設等におけるクラスター対策～長崎県における行政と大学の連携～
 山藤栄一郎
 新型コロナウイルス感染症対策　行政担当者向けウェブセミナー
 オンライン開催，2020年6月30日

15） 施設利用者と職員の健康管理の注意点は？　高齢者・介護・福祉施設における感染対策
 山藤栄一郎
 日本環境感染学会 地域セミナー
 オンライン講習会，2020年12月18日
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16） コロナ禍における訪問介護の向き合い方” 相模原町田地区介護医療圏インフラ整備コン
ソーシアム オンライン講習（研修）

 山藤栄一郎
 相模原町田地区介護医療圏インフラ整備コンソーシアム オンライン講習（研修）
 オンライン講習（研修），2020年12月22日

17） 薬剤ターゲットとしてのミトコンドリアー寄生虫からがん細胞までー
 北潔
 日本臨床腫瘍薬学会学術大会2020
 誌上開催，2020年3月21日

18） パンデミックを振り返る
 山本太郎
 岡山県医師会新型コロナウイルス感染症研修会招待講演
 岡山県医師会館，岡山市，岡山県，2020年3月21日

19） パンデミック対策　そしてウイルスとの共生
 山本太郎
 長崎県町村会緊急トップセミナー　招待講演
 オンライン開催，2020年8月27日

20） withコロナ時代と長崎
 山本太郎
 第十四回長崎文献社文化フォーラム　コロナウイルスと長与専斎の先見　招待講演
 NBCビデオホール，長崎市，長崎県，2020年7月7日

21） Withコロナ時代の見取り図
 山本太郎
 九州大学アジア・オセアニア研究教育機構 (Q-AOS）シンポジウム　感染症と生きる　

コロナから学ぶ持続可能な社会とは　招待講演
 九州大学伊都キャンパス，福岡市，福岡県，2020年9月2日

22） Withコロナ時代の見取り図　人類と感染症の歴史から
 山本太郎
 感染症と共に生きる時代のSOCIAL DESIGN and LIFE DESIGN　招待講演
 オンライン開催，2020年9月27日
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23） 医師といっても　いろいろあるよ
 山本太郎
 2020早期医療体験プログラム　オンラインセミナー「With コロナ　未来の医療を作る君

へ」招待講演
 オンライン開催，2020年10月3日

24）  途上国の感染症対策に資する診断薬開発を推進するために　世界保健機関（WHO）に
よる診断薬承認プロセスの動向

 金子　聰
 令和２年度厚生労働省補助事業「WHO 事前認証及び推奨の取得並びに途上国向けWHO

推奨機器要覧掲載推進事業 」
 Zoomウェビナー，2020年10月30日

25）  熱帯医学領域における免疫学的解析・創薬研究
 水上修作
 第 56 回　HiHA（Hiroshima Research Center for Healthy Aging，Hiroshima University）

Webセミナー
 オンライン開催，2020年11月6日
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10．₃　熱帯医学研究所主催・共催の市民公開講座（令和 2 年度）

　

１．2020年7月19日（日）開催
『熱研夏塾：2020年特別講義―人類とウイルスの攻防―』
講演者：吉川　禄助（熱帯医学研究所）
会場：オンライン開催 
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1 　ウルトラミクロトーム 21　デジタルセルソーターシステム

2　落射蛍光位相差顕微鏡 22　透過及び操作電子顕微鏡用デジタル画像出力装置

3 　万能倒立顕微鏡 23　多機能超遠心機フロア型超遠心機システム

４　走査電子顕微鏡装置 24　マイクロ流路を応用した遺伝子発現解析装置

5　病理組織標本作製システム 25　遺伝子解析システム

6　原虫遺伝子DNA解析システム 26　共焦点レーザー顕微鏡システム

₇　宿主・寄生体相互作用解析システム 27　超解像顕微鏡システム

8　感染症病原性解析システム 28　高圧凍結装置

₉　熱帯性病原体成分機能解析システム 29　自動細胞解析装置

10　多機能ぜん虫行動解析システム 30　DNAアナライザ

11　熱帯性ウイルス感染症診断試薬作成システム 31　生物用ハイグレード正立顕微鏡

12　核酸オリゴマー感染症治療薬開発システム 32　蛍光微分干渉仕様　倒立顕微鏡システム

13　生物顕微鏡 33　マイクロプレートリーダー

14　細菌毒素活性測定解析システム 34　次世代シーケンサーシステム

15　DNAシークエンサー 35　クライオ透過電子顕微鏡システム

16　デジタル画像電子顕微鏡システム 36　真空凍結乾燥機システム

17　リアルタイム定量PCRシステム 37　テレメトリー体温計測システム

18　液体クロマトグラフ質量分析計 38　WBP呼吸・肺機能評価システム

19　自動焦点維持装置付長時間観察システム 39　密度勾配分画分取システム

20　高感度ノンラベル・ゲノム定量解析システム 40　マルチプレックスサスペンションアレイシステム

11　主要な研究設備
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1 ）Tropical Medicine

　当研究所が発行した機関誌で、熱帯医学の原著論文のほかに短報や総説などが掲載される。

本誌は長崎大学風土病紀要として昭和34年に創刊されたものであるが、昭和42年に研究所

名が改められたときにTropical Medicine（熱帯医学）と変更され、さらに平成元年からは英

文のみの雑誌となった。毎年4号分を1巻として平成12年度には第42巻が発行されたが、平

成13 年度から休刊中である。

2 ）長崎大学熱帯医学研究所年報

　昭和39年3月、当研究所の沿革および研究活動をまとめた最初の「長崎大学風土病研究所

年次要覧、昭和38年度」が刊行された。その後、昭和42年の研究所名改称に伴い、「長崎大

学熱帯医学研究所年次要覧」に変更され、昭和45年度まで毎年刊行された。昭和46年度から

54年度までの分はまとめて昭和56年3月に発行された。昭和55年度から再び毎年発行される

ことになり現在に至っている。平成29年度年より「年報」に改称された。令和元年度年報は

令和3年1月に発刊された。

3 ）長崎大学熱帯医学研究所概要

　国内及び外国からの来訪者に対する当研究所の紹介パンフレットとして、長崎大学熱帯医

学研究所案内（A Guide to the Institute of Tropical Medicine, Nagasaki University）が昭和55 

年12月に最初に発行された。その後一部改訂されたものが随時発行されてきた。平成元年

10 月には、当研究所が共同利用研究所に改組されたのを機会に、標記のように表題を改め

カラー印刷として発行され、その後は毎年発行されることになった。平成6年度に研究所の

機構が大部門制に改組されたのを機に、このパンフレットは B5判から A4判に改められ、ま

た和文版と英語版を別々に作成することになった。

4 ）長崎大学熱帯医学研究所共同研究報告集

　この報告集は、当研究所が平成元年に全国共同利用研究所に改組されたのに伴い、毎年実

施される共同研究と研究集会の概要をまとめたものである。令和元年度の報告集は、令和2

年10月に発行された。

12　刊行物
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